
一

足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』（
上
）

─
天
童
如
浄
・
永
平
道
元
の
源
流
に
位
置
す
る
祖
師
─

佐　

藤　

秀　

孝

は
じ
め
に

　

雪
竇
山
の
足
庵
智
鑑
（
智
鑒
と
も
、
鄭
行
山
菩
薩
、
一
一
〇
五
―
一
一
九
二
）
と
い
え
ば
、
北
宋
末
期
に
出
生
し
て
南
宋
初
中
期
に
活
躍
し
た
曹

洞
禅
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
智
鑑
に
関
わ
る
中
国
曹
洞
宗
の
法
統
系
譜
を
示
す
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
師
資
相
承
と
な
っ
て
い
る
。

投
子
義
青
─
芙
蓉
道
楷
─
丹
霞
子
淳
─
真
歇
清
了
─
大
休
宗
珏
─
足
庵
智
鑑
─
長
翁
如
浄
─
永
平
道
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宏
智
正
覚
―
自
得
慧
暉
―
明
極
慧
祚
―
東
谷
妙
光
―
直
翁
可
挙
―
雲
外
雲
岫
―
東
陵
永
璵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
明
慧
日

　

智
鑑
は
大
休
宗
珏
（
小
珏
、
一
〇
九
一
―
一
一
六
二
）
の
法
を
嗣
い
で
お
り
、
師
翁
は
真
歇
清
了
（
寂
庵
、
悟
空
禅
師
、
一
〇
八
八
―
一
一
五
一
）

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
真
歇
清
了
を
派
祖
と
す
る
南
宋
代
の
曹
洞
宗
の
流
れ
を
真
歇
派
と
称
し
て
い
る
。
清
了
の
門
流
を
真
歇
派
と
称
す

る
の
は
、
清
了
と
同
門
に
当
た
る
宏
智
正
覚
（
隰
州
古
仏
、
宏
智
禅
師
、
一
〇
九
一
―
一
一
五
七
）
を
派
祖
と
す
る
門
流
を
宏
智
派
と
称
す
る
の

と
対
峙
し
た
表
記
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
智
鑑
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
と
し
て
長
翁
如
浄
（
浄
長
、
一
一
六
二
―
一
二
二
七
）
が
育
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
永
平
道
元
（
希
玄
と
も
、
仏
法
房
、
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）
に
と
っ
て
智
鑑
は
法
統
の
師
翁
に
当
た
っ
て
お
り
、
そ

の
面
で
真
歇
派
の
智
鑑
は
日
本
曹
洞
宗
に
直
結
す
る
位
置
に
あ
る
重
要
な
禅
僧
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

智
鑑
は
晩
年
に
至
っ
て
明
州
（
浙
江
省
）
奉
化
県
西
北
六
〇
里
に
位
置
す
る
雪
竇
山
資
聖
禅
寺
、
す
な
わ
ち
現
今
の
浙
江
省
寧
波
市
奉
化
区

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
八
十
號　

令
和
四
年
三
月



足
庵
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）
（
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二

渓
口
の
雪
竇
寺
に
住
持
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
曹
洞
宗
の
嗣
書
や
血
脈
で
は
「
雪
竇
智
鑑
禅
師
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
如
浄
は
雪
竇
山
で

智
鑑
に
随
侍
し
て
法
を
嗣
い
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
日
本
曹
洞
宗
の
源
流
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
曹
洞
宗
門
で
智
鑑
の
存
在
は

古
来
よ
り
重
視
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

明
州
奉
化
県
の
雪
竇
山
資
聖
禅
寺
と
い
え
ば
、
唐
末
に
南
嶽
下
の
雪
竇
常
通
（
八
三
四
―
九
〇
五
）
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
、
北
宋
代
に
雲
門

宗
の
雪
竇
重
顕
（
隠
之
、
明
覚
禅
師
、
九
八
〇
―
一
〇
五
二
）
が
住
持
し
て
化
導
を
敷
い
た
明
州
地
内
の
名
刹
と
し
て
知
ら
れ
る
。
智
鑑
が
示
寂

し
て
二
〇
年
余
を
経
た
十
三
世
紀
の
前
半
に
、
雪
竇
山
は
禅
宗
十
刹
の
第
五
位
に
列
し
て
い
る
も
の
ら
し
く
、
そ
の
後
も
伽
藍
が
維
持
さ
れ

て
現
今
も
寧
波
市
奉
化
区
の
古
刹
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

　

禅
宗
と
い
え
ば
も
と
も
と
禅
僧
個
人
の
持
つ
個
性
を
尊
ぶ
宗
旨
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
反
面
、
師
匠
と
弟
子
の
関
係
や
、
師
資
相
承

を
重
ん
じ
て
い
る
点
な
ど
も
重
要
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
一
人
の
禅
僧
が
如
何
な
る
系
統
の
禅
の
流
れ
を
継
承
し
て
い
る
か
は
常
に
問
題

視
さ
れ
て
お
り
、
天
童
如
浄
と
い
う
人
物
の
事
跡
や
禅
思
想
を
窺
う
上
で
も
、
本
師
と
仰
い
だ
雪
竇
智
鑑
が
ど
の
よ
う
な
禅
者
で
あ
っ
た
の

か
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
如
浄
の
禅
思
想
さ
ら
に
道
元
の
正
法
を
窺
い
知
る
上
で
も
一
つ
の
重
要
な
視
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
久
し
く
天
童

如
浄
を
め
ぐ
る
諸
種
の
研
究
を
行
な
っ
て
き
た
一
環
と
し
て
、
本
稿
で
は
如
浄
の
本
師
、
雪
竇
智
鑑
に
関
す
る
詳
細
な
考
察
を
試
み
る
必
要

性
を
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

　

か
つ
て
宇
井
伯
寿
氏
は
『
第
三
禅
宗
史
研
究
』
（
昭
和
一
八
年
四
月
、
岩
波
書
店
刊
）
に
「
六
、
雪
竇
智
鑑
」
と
題
し
て
、
智
鑑
の
記
事
を
簡

略
な
が
ら
一
通
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
当
時
は
い
ま
だ
智
鑑
に
関
す
る
重
要
か
つ
基
本
的
な
伝
記
史
料
で
あ
る
「
雪

竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
存
在
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、宇
井
氏
は
苦
労
し
て
『
補
続
高
僧
伝
』
巻
一
〇
に
所
収
さ
れ
る
「
智
鑒
伝
〈
足

菴
智
鑑
禅
師
〉」
の
記
載
な
ど
限
ら
れ
た
第
二
次
的
な
諸
史
料
を
通
し
て
智
鑑
の
事
跡
や
こ
と
ば
を
丹
念
に
収
録
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、さ
ら
に
石
井
修
道
氏
が
南
宋
中
期
の
文
人
官
僚
で
あ
る
楼
鑰
（
字
は
大
防
、攻
媿
主
人
、一
一
三
七
―
一
二
一
三
）
の
詩
文
集
『
攻
媿
集
』

巻
一
一
〇
「
塔
銘
」
に
所
収
さ
れ
る
禅
宗
関
係
史
料
に
注
目
し
、
そ
の
中
か
ら
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
取
り
上
げ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
一

連
の
論
考
を
な
し
、
智
鑑
と
そ
の
当
時
の
曹
洞
宗
に
関
す
る
状
況
を
解
明
し
て
い
る
。

石
井
修
道
「『
攻
媿
集
』
に
み
ら
れ
る
禅
宗
資
料
―
投
子
義
青
の
法
系
を
中
心
と
し
て
―
」（『
東
方
宗
教
』
第
三
九
号
、
昭
和
四
七
年
四
月
）

石
井
修
道
「
雪
竇
智
鑑
伝
」（『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
昭
和
四
七
年
九
月
）

石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』（
昭
和
六
二
年
一
〇
月
、
大
東
出
版
社
刊
）
の
「
大
休
宗
珏
と
足
庵
智
鑑
」
の
項
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三

　

し
か
も
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
の
「
附
録
資
料
篇
」
に
は
、
資
料
一
八
「
雪
竇
足
庵
禅
師
塔
銘
」
と
し
て
、
こ
の
塔
銘
に
関
す
る
訓
註

も
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
筆
者
も
『
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
中
国
曹
洞
禅
―
祖
師
の
古
蹟
を
た
ず
ね
て
―
』
（
平
成
五
年
六
月
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
刊
）

に
お
い
て
、石
井
氏
の
成
果
に
基
づ
き
「
天
童
宗
珏
」
と
と
も
に
「
雪
竇
智
鑑
」
と
し
て
簡
略
な
智
鑑
に
関
す
る
紹
介
を
行
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

す
で
に
石
井
氏
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
智
鑑
の
事
跡
は
克
明
に
整
理
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
い
ま
少
し
石
井
氏
の
研
究
成
果
を

踏
ま
え
つ
つ
、
私
な
り
に
智
鑑
に
関
し
て
事
跡
を
追
う
か
た
ち
で
考
察
を
試
み
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
私
自
身
が
続
け
て
き

た
如
浄
研
究
の
一
環
と
し
て
、
本
師
智
鑑
の
事
跡
や
禅
思
想
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
、
な
る
べ
く
詳
し
く

智
鑑
と
い
う
禅
者
の
事
跡
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
そ
の
実
像
に
迫
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
攻
媿
集
』
に
所
収
さ
れ
る
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
全
文

　

楼
鑰
は
仏
教
と
く
に
禅
宗
に
も
多
く
の
関
心
を
寄
せ
、
南
宋
中
期
に
活
動
し
た
臨
済
宗
や
曹
洞
宗
の
禅
僧
お
よ
び
天
台
宗
の
教
僧
な
ど
と

も
交
流
が
深
く
、
そ
の
詩
文
集
で
あ
る
『
攻
媿
集
』
巻
一
一
〇
「
塔
銘
」
の
箇
所
に
は
い
く
つ
か
の
塔
銘
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
攻
媿
集
』

に
載
る
塔
銘
に
宗
派
と
僧
名
（
禅
師
号
・
雅
号
な
ど
）
お
よ
び
生
没
年
を
掲
載
順
に
列
記
す
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　

「
径
山
涂
毒
禅
師
塔
銘
」 

…
臨
済
宗
黄
龍
派
の
塗
毒
智
策
（
涂
毒
と
も
、
一
一
一
七
―
一
一
九
二
）

　

「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」 

…
曹
洞
宗
真
歇
派
の
大
休
宗
珏
（
小
珏
、
一
〇
九
一
―
一
一
六
二
）

　

「
瑞
巌
石
牕
禅
師
塔
銘
」 

…
曹
洞
宗
宏
智
派
の
石
窓
法
恭
（
石
牕
叟
、
一
一
〇
二
―
一
一
八
一
）

　

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」 

…
曹
洞
宗
真
歇
派
の
足
庵
智
鑑
（
一
一
〇
五
―
一
一
九
二
）

　

「
瑞
巌
谷
菴
禅
師
塔
銘
」 

…
臨
済
宗
黄
龍
派
の
谷
庵
景
蒙
（
一
一
二
四
―
一
一
八
七
）

　

「
延
慶
月
堂
講
師
塔
銘
」 

…
天
台
宗
の
月
堂
恵
詢
（
謀
道
、
一
一
一
九
―
一
一
七
九
）

　

「
育
王
山
妙
智
禅
師
塔
銘
」
…
臨
済
宗
大
慧
派
の
普
門
従
廓
（
妙
智
禅
師
、
一
一
一
九
―
一
一
八
〇
）

　

「
延
慶
覚
雲
講
師
塔
銘
」 

…
天
台
宗
の
覚
雲
志
連
（
智
連
と
も
、
文
秀
、
一
〇
八
八
―
一
一
六
三
）

　

上
記
の
ご
と
く
『
攻
媿
集
』
巻
一
一
〇
「
塔
銘
」
に
は
合
計
で
八
名
の
禅
僧
や
教
僧
の
塔
銘
が
伝
記
史
料
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
塔
銘
を
分
類
す
る
と
、
臨
済
宗
で
は
黄
龍
派
の
禅
者
が
二
名
と
楊
岐
派
下
の
大
慧
派
の
禅
僧
が
一
名
、
曹
洞
宗
で
は
真
歇
派
の
禅
者

が
二
名
と
宏
智
派
の
禅
僧
が
一
名
、
そ
れ
に
天
台
宗
の
教
僧
が
二
名
と
な
る
。
ま
た
寺
院
と
し
て
は
杭
州
（
浙
江
省
）
餘
杭
県
の
径
山
興
聖
万
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四

寿
禅
寺
に
住
持
し
た
塗
毒
智
策
、
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
に
住
持
し
た
大
休
宗
珏
、
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
に
住
持
し
た

普
門
従
廓
、
明
州
定
海
県
の
瑞
巌
開
善
禅
寺
に
住
持
し
た
石
窓
法
恭
、
明
州
奉
化
県
の
雪
竇
山
資
聖
禅
寺
に
住
持
し
た
足
庵
智
鑑
、
明
州
府

城
の
延
慶
教
寺
に
住
持
し
た
覚
雲
志
連
と
月
堂
恵
詢
、
そ
れ
に
台
州
（
浙
江
省
）
黄
巌
県
の
瑞
巌
浄
土
禅
院
に
住
持
し
た
谷
庵
景
蒙
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は
す
べ
て
両
浙
（
東
浙
と
西
浙
）
す
な
わ
ち
現
今
の
浙
江
省
の
地
内
に
存
し
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
中
で
黄
龍
派

の
塗
毒
智
策
が
住
持
し
た
杭
州
径
山
と
、
同
じ
く
黄
龍
派
の
谷
庵
景
蒙
が
住
持
し
た
台
州
瑞
巌
寺
を
除
い
て
、
そ
の
ほ
か
の
禅
僧
と
教
僧
は

い
ず
れ
も
明
州
慶
元
府
（
後
世
の
寧
波
府
）
の
禅
寺
と
教
寺
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。
楼
鑰
が
自
ら
の
郷
里
で
も
あ
る
東
浙
明
州
の
地
に
在

住
し
た
僧
侶
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
如
何
に
心
血
を
注
い
で
い
た
か
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
ん
な
中
で
も
と
り
わ
け
天
童
山
の
大
休
宗
珏
と
雪
竇

山
の
足
庵
智
鑑
の
二
禅
者
は
、
日
本
の
永
平
道
元
に
直
結
す
る
曹
洞
禅
者
で
あ
っ
て
、
曹
洞
宗
真
歇
派
の
一
系
の
中
で
こ
の
二
禅
者
の
伝
記

が
克
明
に
辿
れ
る
こ
と
は
、
道
元
を
初
祖
（
高
祖
）
と
す
る
日
本
曹
洞
宗
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
り
、
き
わ
め
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
ろ
う

）
1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
楼
鑰
の
詩
文
集
で
あ
る
『
攻
媿
集
』
巻
一
一
〇
「
塔
銘
」
に
は
智
鑑
の
伝
記
史
料
と
し
て
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
は
じ
め
に
そ
の
全
文
を
返
り
点
な
ど
付
さ
ず
そ
の
ま
ま
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

雪
竇
足
菴
禪
師
塔
銘
。

師
諱
智
鑑
。
滁
之
全
椒
人
、
俗
姓
呉
。
自
兒
時
、
已
喜
佛
書
、
毎
以
白
紙
爲
經
。
跏
趺
端
坐
、
誦
之
琅
琅
然
。
母
嘗
與
洗
手
瘍
、
因
曰
、
是
什
麼
手
。

忽
對
曰
、
我
手
是
佛
手
。
遂
視
母
大
笑
。
少
長
、
日
記
經
文
千
餘
言
。
連
遭
親
喪
、
決
意
出
家
、
誓
修
苦
行
以
報
罔
極
之
恩
。
眞
歇
禪
師
、
方
住

長
蘆
。
徑
往
依
投
、
一
見
異
之
。
師
勤
苦
精
進
、
終
歳
脇
不
至
席
。
大
休
小
珏
禪
師
、
領
千
七
百
衆
爲
首
座
。
獨
指
師
爲
法
器
曰
、
汝
當
振
吾
宗
。

已
而
侍
眞
歇
來
四
明
、
至
補
陀
山
。
遇
羣
盗
蠭
起
、
避
地
之
馬
秦
。
駭
浪
翻
空
、
擧
舟
驚
懼
、
師
坐
篷
外
、
獨
不
沾
濕
。
眞
歇
益
異
之
。
會
京
城

三
藏
道
法
師
講
菩
薩
戒
、
師
受
戒
已
、
背
若
負
萬
金
。
然
道
曰
、
汝
眞
得
上
乘
戒
之
証
也
。
徐
即
身
輕
。
眞
歇
住
雪
峯
。
服
勤
三
載
、
雖
日
親
示
誨
、

終
未
超
徹
。
復
回
四
明
、
遯
于
象
山
縣
之
鄭
行
山
、
乃
海
岸
孤
絶
之
處
、
相
傳
山
有
怪
妖
不
可
入
。
入
亦
多
以
驚
異
逃
歸
。
師
曰
、
吾
爲
法
忘
形
、

何
懼
耶
。
乃
即
山
中
盤
石
縛
茅
爲
菴
、
地
高
無
泉
脉
。
師
禱
曰
、
吾
辦
道
來
此
、
山
神
其
惠
吾
泉
。
因
鋤
小
坎
、
移
時
而
水
溢
。
食
不
繼
、
則
啖

松
枝
以
療
飢
。
時
紹
興
二
年
也
。
一
日
有
巨
蟒
入
菴
、
矯
首
怒
視
。
越
數
日
、
復
旋
繞
于
牀
。
師
不
顧
而
去
。
夜
聞
菴
後
巖
谷
震
響
如
霆
撃
。
旦

起
視
之
、
有
巨
石
飛
墜
、
越
菴
而
立
于
門
、
並
菴
大
木
皆
爲
之
摧
拉
。
變
怪
百
出
、
略
可
記
者
如
此
。
師
不
爲
動
、
終
不
能
害
也
。
明
年
正
月
十
四
夜
、

于
深
定
中
、
豁
然
開
悟
。
師
自
念
云
、
威
音
王
以
前
無
師
自
證
、
威
音
王
以
後
無
師
自
證
者
、
皆
天
魔
外
道
。
遂
下
山
、
見
延
壽
然
曰
、
日
來
肚

大
無
物
可
餐
、
菴
小
無
牀
可
臥
、
若
能
與
食
展
菴
則
住
、
不
然
則
去
。
然
與
師
反
覆
問
答
不
能
屈
、
因
叩
師
見
地
。
師
云
、
一
坐
四
旬
、
身
心
瑩
徹
、
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五

忽
爾
古
鏡
現
前
、
非
由
天
降
、
不
從
地
出
。
自
是
本
有
垢
淨
、
光
通
不
勞
心
力
自
照
也
。
昔
眞
歇
嘗
于
室
中
擧
問
、
一
物
上
拄
天
、
下
拄
地
、
常

在
動
用
中
、
道
用
中
收
不
得
、
是
什
麼
物
。
得
恁
麼
而
今
照
破
、
方
知
天
蓋
不
及
、
地
載
不
起
、
喚
作
古
鏡
。
亦
是
謗
他
。
遂
有
頌
云
、
箇
鏡
光

流
遍
刹
塵
、
鑑
照
無
碍
體
難
分
、
羣
靈
巨
徳
皆
稱
妙
、
凡
聖
無
非
裏
許
身
。
然
云
、
不
易
到
者
田
地
。
師
至
陳
山
欲
航
海
。
或
指
曰
、
此
鄭
行
山

中
肉
身
菩
薩
也
。
人
皆
環
遶
求
偈
。
時
天
大
風
不
可
渡
。
師
謂
篙
人
曰
、
吾
爲
汝
借
。
風
洎
登
舟
、
俄
頃
而
濟
。
抵
岸
則
逆
風
如
故
。
徑
至
岳
林
、

見
大
休
云
、
久
違
尊
顔
即
不
無
、
如
何
是
同
風
不
間
底
人
。
珏
云
、
井
底
蝦
蟇
呑
却
月
。
師
云
、
賓
主
不
立
、
報
化
平
呑
。
珏
云
、
向
賓
主
不
立

處
道
。
師
云
、
不
辭
道
、
恐
渉
唇
吻
。
珏
云
、
只
今
將
什
麼
抵
對
。
師
云
、
不
借
。
珏
云
、
佛
祖
不
奈
爾
何
。
師
禮
拜
。
遂
令
受
具
。
聞
翠
山
宗

白
頭
機
鋒
峻
峭
、
往
叩
焉
。
時
師
方
爲
岳
林
行
乞
、
擔
二
布
嚢
、
隨
得
即
受
。
備
歴
艱
勤
、
人
所
不
堪
。
宗
云
、
爲
衆
竭
力
、
不
無
其
勞
。
師
云
、

須
知
有
不
勞
者
。
宗
云
、
尊
貴
位
中
收
不
得
時
何
如
。
師
云
、
觸
處
相
逢
不
相
識
。
宗
云
、
猶
是
途
中
賓
主
、
作
麼
生
是
主
中
主
。
師
云
、
丙
丁

吹
滅
火
。
宗
以
手
掩
師
口
。
師
拂
袖
出
。
宗
遷
雪
竇
、
挽
師
偕
行
、
荷
負
衆
事
。
會
法
堂
新
飾
、
且
命
師
爲
衆
普
説
。
宗
嘆
曰
、
吾
生
有
耳
、
未

嘗
聞
也
。
叢
林
愈
加
敬
焉
。
宗
乃
宏
智
高
弟
。
師
因
造
宏
智
室
、
動
輒
深
契
。
二
十
四
年
、
遂
擧
住
棲
眞
。
隆
興
二
年
、
移
定
水
。
侍
郎
趙
公
子

潚
、
聞
師
名
、
屬
侍
御
王
公
伯
庠
製
疏
、
備
開
堂
禮
、
嗣
法
大
休
。
寔
曹
洞
十
一
世
孫
也
。
乾
道
五
年
退
席
、
遂
之
天
台
。
八
年
、
嗣
秀
王
來
鎭
、

請
住
廣
慧
。
淳
煕
四
年
、
皇
子
魏
惠
憲
王
、
請
住
香
山
。
七
年
、
參
政
范
公
、
移
主
報
恩
。
十
年
、
遂
歸
西
山
、
爲
終
焉
計
。
十
一
年
、
雪
竇
虚
席
、

衆
皆
以
師
爲
請
。
師
念
明
覺
知
覺
道
場
、
勉
爲
起
廢
。
一
住
八
載
、
所
在
道
俗
歸
仰
、
至
是
尤
盛
。
隨
力
葺
理
、
内
外
一
新
。
紹
煕
二
年
、
謝
事

止
于
寺
之
東
庵
。
太
守
林
公
枅
、
稔
聞
道
價
、
命
師
再
住
、
不
從
。
必
欲
識
面
、
既
見
問
道
。
終
日
致
請
益
堅
、
立
辭
而
歸
。
三
年
七
月
乙
未
、

示
疾
。
己
亥
、
新
筆
遺
書
。
晦
日
、
以
道
具
抄
録
。
八
月
哉
生
魄
夜
分
、
戒
其
徒
曰
、
吾
行
矣
、
送
終
其
務
簡
約
、
勿
用
素
服
哀
慟
。
言
訖
書
偈
、

趺
坐
而
化
。
時
暴
雨
疾
風
震
動
山
谷
、
人
尤
嗟
異
、
四
遠
聞
者
、
奔
赴
盡
哀
。
于
是
相
與
建
塔
于
山
之
左
。
戊
午
、
奉
全
身
以
葬
。
壽
八
十
八
、

臘
五
十
三
。
嗣
法
及
受
度
三
十
餘
人
。
師
素
與
余
厚
。
在
雪
竇
作
綿
鏡
、
以
蓄
飛
雪
、
上
流
爲
一
山
奇
觀
、
嘗
爲
之
記
。
師
且
死
手
書
遺
余
告
別
、

以
大
休
塔
銘
爲
屬
。
余
既
銘
之
。
師
之
徒
、
又
以
此
請
、
不
忍
拒
也
。
余
不
習
釋
氏
學
、
然
聞
、
古
徳
相
與
傳
授
之
際
、
多
藉
導
師
有
以
啓
發
之
。

惟
師
根
器
過
絶
人
、
自
誓
不
悟
不
爲
僧
、
則
識
趣
已
。
不
凡
操
心
如
鐵
石
、
視
身
猶
土
芥
。
又
有
人
所
不
能
及
者
。
初
雖
久
依
眞
歇
、
鄭
行
之
居
、

略
無
怖
畏
。
非
有
師
傳
而
遂
得
道
、
禪
門
少
見
其
比
。
是
時
自
覺
般
若
有
靈
眞
。
有
飢
則
一
與
之
食
、
寒
則
一
與
衣
之
驗
。
夜
行
深
雪
、
自
然
得

路
、
若
有
陰
相
、
自
以
爲
大
千
世
界
無
如
我
者
。
一
見
大
休
、
誦
言
所
歴
。
休
徐
曰
、
但
盡
凡
心
、
勿
爲
異
解
。
師
爲
之
漼
然
意
消
而
歸
心
焉
。

師
天
資
樸
厚
、
見
地
眞
實
。
業
履
孤
峻
、
苦
行
堅
密
。
至
死
不
少
變
等
慈
接
物
、
法
施
不
吝
。
具
大
辯
才
、
浩
博
無
碍
、
爲
人
説
法
、
或
自
曉
至

暮
、
或
自
昏
達
旦
、
至
連
日
亦
無
倦
。
色
音
吐
洪
暢
、
晩
亦
不
衰
。
聞
者
聳
服
、
學
徒
毎
出
衣
資
、
請
師
演
説
。
此
尤
禪
林
所
未
有
也
。
雲
深
火
冷
、
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六

尸
居
淵
默
。
有
召
之
者
、
雖
祁
寒
隆
暑
、
不
拒
一
毫
施
利
、
悉
爲
公
用
、
丈
室
蕭
然
。
故
六
主
廢
刹
、
積
逋
動
數
千
緡
、
不
過
期
月
、
百
廢
具
擧
。

若
禱
雨
暘
捄
疾
苦
、
其
應
如
響
。
神
祠
烹
宰
物
命
、
輒
爲
易
以
素
饌
。
有
藏
其
鬚
髮
而
得
舍
利
者
、
此
皆
世
俗
所
創
見
。
師
不
欲
人
言
之
、
以
爲

非
此
道
之
極
致
。
使
其
有
之
、
亦
皆
師
之
餘
也
。
師
既
亡
、
太
師
史
文
惠
公
、
祭
之
以
文
有
曰
、
了
悟
圓
通
、
如
觀
音
大
士
、
隨
機
化
俗
、
如
善

導
和
尚
。
人
不
以
爲
過
也
。
師
生
于
淮
南
、
而
化
縁
獨
在
四
明
、
屢
易
法
席
。
名
震
江
湖
、
而
終
不
越
境
、
自
號
足
菴
。
人
以
古
佛
稱
之
。
惟
師

可
以
無
媿
云
。
銘
曰
、

祖
師
西
來
、
乃
始
有
禪
。
燈
燈
相
續
、
皆
有
師
傳
。

師
之
得
道
、
幾
于
神
曜
。
心
鏡
孤
圓
、
大
千
倶
照
。

曹
洞
正
宗
、
實
艱
其
承
。
十
有
一
傳
、
至
師
中
興
。

蛇
虺
之
宅
、
聞
者
怖
恐
。
惟
師
宴
坐
、
曾
不
爲
動
。

振
錫
出
山
、
據
大
道
場
。
四
衆
歸
仰
、
廣
爲
津
梁
。

生
于
淮
蹼
、
縁
在
甬
東
。
名
震
江
湖
、
卒
老
吾
邦
。

法
施
不
吝
、
辯
才
無
碍
。
行
實
堅
苦
、
而
大
自
在
。

人
稱
古
佛
、
師
則
無
媿
。
銘
以
表
之
、
用
詔
末
世
。

　

お
よ
そ
以
上
の
ご
と
く
で
あ
り
、「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
は
伝
記
史
料
と
し
て
は
か
な
り
長
文
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
も
塔
銘
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
元
来
は
石
碑
の
か
た
ち
で
立
石
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
な
が
ら
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
は
明
州
奉
化
県
西
北
の
雪

竇
山
資
聖
禅
寺
の
一
隅
に
建
立
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
今
の
浙
江
省
寧
波
市
奉
化
区
渓
口
鎮
の
雪
竇
寺
に
残
念
な
が
ら

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
は
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
が
実
際
に
立
石
建
塔
さ
れ
た
正
確
な
年
月
日
な
ど
は
定

か
で
な
い
。
辛
う
じ
て
『
功
媿
集
』
に
年
記
を
欠
い
た
本
文
の
み
が
所
収
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
ん
な
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の

撰
述
と
立
石
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
後
段
に
お
い
て
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
書
き
下
し

　

つ
ぎ
に
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
全
文
に
関
し
て
、訓
読
し
て
そ
の
書
き
下
し
文
を
載
せ
て
お
き
た
い
。
石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』

の
「
附
録
資
料
篇
」
資
料
一
八
「
雪
竇
足
庵
禅
師
塔
銘
」
（
五
四
四
頁
～
五
五
四
頁
）
に
は
、
す
で
に
原
文
に
即
し
て
書
き
下
し
と
簡
略
な
註
記
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七

が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
石
井
氏
の
成
果
を
十
分
に
踏
ま
え
つ
つ
、
便
宜
上
、
智
鑑
の
事
跡
に
沿
っ
て
記
事
内
容
を
改
行
し
た
か
た
ち

で
載
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

雪
竇
の
足
菴
禅
師
の
塔
銘
。

師
、
諱
は
智
鑑
。
滁
の
全
椒
の
人
な
り
、
俗
姓
は
呉
。
児
た
り
し
時
よ
り
、
已
に
仏
書
を
喜
び
、
毎
に
白
紙
を
以
て
経
と
為
す
。
跏
趺
端
坐
し
、

之
れ
を
誦
す
る
に
琅
琅
然
た
り
。
母
、
嘗
て
与
め
に
手
傷
を
洗
い
、
因
み
に
曰
く
、「
是
れ
什
麼
の
手
ぞ
」
と
。
忽
ち
対
し
て
曰
く
、「
我
が
手
は

是
れ
仏
の
手
な
り
」
と
。
遂
に
母
を
視
て
大
笑
す
。

少
や
長
じ
て
、
日
に
経
文
を
記
す
こ
と
千
餘
言
な
り
。
連
り
に
親
の
喪
に
遭
い
、
出
家
せ
ん
こ
と
を
決
意
し
、
苦
行
を
修
し
て
以
て
罔
極
の
恩
に

報
い
ん
こ
と
を
誓
う
。

真
歇
禅
師
、
方
に
長
蘆
に
住
す
。
径
に
往
き
て
依
投
す
る
に
、
一
見
し
て
之
れ
を
異
と
す
。
師
、
勤
苦
精
進
し
、
終
歳
、
脇
は
席
に
至
ら
ず
。
大

休
小
珏
禅
師
、
千
七
百
衆
を
領
し
て
首
座
為
り
。
独
り
師
を
指
し
て
法
器
と
為
し
て
曰
く
、「
汝
、
当
に
吾
が
宗
を
振
う
べ
し
」
と
。

已
に
し
て
真
歇
に
侍
し
て
四
明
に
来
た
り
、
補
陀
山
に
至
る
。
群
盗
の
蜂
起
す
る
に
遭
い
、
之
れ
を
馬
秦
に
避
地
す
。
駭
浪
翻
空
し
て
、
舟
を
挙

げ
て
驚
懼
す
る
も
、
師
、
篷
外
に
坐
し
て
、
独
り
沾
濕
せ
ず
。
真
歇
、
益
ま
す
之
れ
を
異
と
す
。

京
城
の
三
蔵
道
法
師
が
菩
薩
戒
を
講
ず
る
に
会
い
、
師
、
受
戒
し
已
わ
り
て
、
背
に
万
金
を
負
う
が
若
し
。
然
し
て
道
曰
く
、「
汝
、
真
に
上
乗
戒

を
得
る
の
証
な
り
」
と
。
徐
に
即
ち
身
軽
し
。

真
歇
、
雪
峯
に
住
す
。
服
勤
す
る
こ
と
三
載
、
日
に
示
誨
に
親
し
む
と
雖
も
、
終
に
未
だ
超
徹
せ
ず
。
復
た
四
明
に
回
り
、
象
山
県
の
鄭
行
山
に
遯
る
。

乃
ち
海
岸
孤
絶
の
処
に
し
て
、相
い
伝
う
る
に
、山
に
怪
妖
有
り
て
入
る
べ
か
ら
ず
と
。
入
る
も
亦
た
多
く
は
驚
異
を
以
て
逃
げ
帰
る
。
師
曰
く
、「
吾

れ
は
法
の
為
め
に
形
を
忘
る
、
何
ぞ
懼
れ
ん
や
」
と
。
乃
即
ち
山
中
の
盤
石
に
て
茅
を
縛
り
て
菴
と
為
す
も
、
地
高
く
し
て
泉
脉
無
し
。
師
、
祷

り
て
曰
く
、「
吾
れ
辦
道
し
て
此
に
来
た
る
、
山
神
、
其
れ
吾
れ
に
泉
を
恵
み
た
ま
え
」
と
。
因
み
に
小
坎
を
鋤
く
に
、
時
移
り
て
水
溢
る
。
食
継

が
ざ
れ
ば
、
則
ち
松
枝
を
啖
い
て
以
て
飢
え
を
療
す
。
時
に
紹
興
二
年
な
り
。
一
日
、
巨
蟒
有
り
て
菴
に
入
り
、
首
を
矯
げ
て
怒
視
す
。
数
日
を

越
え
て
、
復
た
牀
を
旋
繞
す
。
師
、
顧
み
ざ
れ
ば
、
而
し
て
去
る
。
夜
に
菴
後
の
巌
谷
の
震
響
す
る
こ
と
霆
撃
の
如
き
を
聞
く
。
旦
に
起
き
て
之

れ
を
視
れ
ば
、
巨
石
有
り
て
飛
墜
し
、
菴
を
越
え
て
門
に
立
ち
、
並
び
に
菴
の
大
木
皆
な
之
れ
が
為
め
に
摧
拉
す
。
変
怪
百
出
、
略
ぼ
記
す
べ
き

は
此
の
如
し
。
師
、
為
め
に
動
ぜ
ざ
れ
ば
、
終
に
害
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

明
年
正
月
十
四
夜
、
深
定
中
に
、
豁
然
と
し
て
開
悟
す
。
師
自
ら
念
じ
て
云
く
、「
威
音
王
以
前
に
師
無
く
し
て
自
ら
証
し
、
威
音
王
以
後
に
師
無
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八

く
し
て
自
ら
証
す
る
者
は
、
皆
な
天
魔
外
道
な
り
」
と
。
遂
に
山
を
下
り
、
延
寿
の
然
に
見
え
て
曰
く
、「
日
来
、
肚
は
大
に
し
て
物
の
餐
す
べ
き

無
く
、
菴
は
小
に
し
て
牀
の
臥
す
べ
き
無
し
、
若
し
能
く
食
を
与
え
菴
を
展
せ
ば
則
ち
住
し
、
然
ら
ず
ば
則
ち
去
ら
ん
」
と
。
然
、
師
と
問
答
を

反
覆
す
る
に
屈
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
因
み
に
師
の
見
地
を
叩
く
。
師
云
く
、「
一
た
び
坐
す
る
こ
と
四
旬
、
身
心
は
瑩
徹
な
り
、
忽
爾
と
し
て
古
鏡

現
前
し
、
天
由
り
降
り
る
に
非
ず
、
地
よ
り
出
づ
る
に
あ
ら
ず
。
自
ず
か
ら
是
れ
本
有
の
垢
浄
に
し
て
、
光
り
通
じ
て
心
力
を
労
せ
ず
し
て
自
照

す
る
な
り
。
昔
、
真
歇
、
嘗
て
室
中
に
于
い
て
挙
問
す
、『
一
物
、
上
は
天
を
拄
え
、
下
は
地
を
拄
え
、
常
に
動
用
中
に
在
り
て
、
道
用
中
に
收
め

得
ず
、
是
れ
什
麼
物
ぞ
。
恁
麼
を
得
て
而
今
照
破
せ
ば
、
方
め
て
知
ら
ん
、
天
も
蓋
い
及
ば
ず
、
地
も
載
せ
起
せ
ず
、
喚
ん
で
古
鏡
と
作
す
こ
と
を
』

と
。
亦
た
是
れ
他
を
謗
ず
」
と
。
遂
に
頌
有
り
て
云
く
、「
箇
の
鏡
、
光
り
流
れ
て
刹
塵
に
遍
く
、
鑑
照
無
碍
に
し
て
体
は
分
か
ち
難
し
。
群
霊
の

巨
徳
は
皆
な
妙
と
称
す
、
凡
聖
、
裏
許
の
身
に
非
ざ
る
無
し
」
と
。
然
云
く
、「
者
の
田
地
に
到
る
こ
と
易
か
ら
ず
」
と
。

師
、
陳
山
に
至
り
て
、
航
海
せ
ん
と
欲
す
。
或
る
が
指
し
て
曰
く
、「
此
れ
鄭
行
山
中
の
肉
身
菩
薩
な
り
」
と
。
人
皆
な
環
遶
し
て
偈
を
求
む
。
時

に
天
は
大
風
に
し
て
渡
る
べ
か
ら
ず
。
師
、
篙
人
に
謂
い
て
曰
く
、「
吾
れ
汝
が
為
め
に
借
け
ん
」
と
。
風
、
舟
に
登
る
に
洎
ん
で
、
俄
頃
に
し
て

済
ま
る
。
岸
に
抵
る
に
則
ち
逆
風
は
故
の
如
し
。

径
に
岳
林
に
至
り
、
大
休
に
見
え
て
云
く
、「
久
し
く
尊
顔
に
違
く
こ
と
即
ち
無
き
に
あ
ら
ず
、
如
何
な
る
か
是
れ
風
を
同
じ
く
し
て
間
せ
ざ
る
底

の
人
」
と
。
珏
云
く
、「
井
底
の
蝦
蟇
、
月
を
呑
却
す
」
と
。
師
云
く
、「
賓
主
立
た
ず
、
報
化
平
し
く
呑
む
」
と
。
珏
云
く
、「
賓
主
の
立
た
ざ
る

処
に
向
っ
て
道
え
」
と
。
師
云
く
、「
道
う
こ
と
は
辞
せ
ざ
る
も
、
恐
れ
ら
く
は
唇
吻
に
渉
ら
ん
」
と
。
珏
云
く
、「
只
今
、
什
麼
を
将
て
か
抵
対
せ
ん
」

と
。
師
云
く
、「
借
ら
ず
」
と
。
珏
云
く
、「
仏
祖
も
爾
を
奈
何
ん
と
も
せ
ず
」
と
。
師
、
礼
拝
す
。
遂
に
受
具
せ
し
む
。

翠
山
の
宗
白
頭
の
機
鋒
峻
峭
な
る
を
聞
き
、
往
き
て
焉
れ
を
叩
く
。
時
に
師
、
方
に
岳
林
の
為
め
に
行
乞
し
、
二
つ
の
布
嚢
を
担
い
、
得
る
に
随

い
て
即
ち
受
く
。
備
さ
に
艱
勤
を
歴
る
こ
と
、
人
の
堪
え
ざ
る
所
な
り
。
宗
云
く
、「
衆
の
為
め
に
力
を
竭
す
、
其
の
労
無
き
に
あ
ら
ず
」
と
。
師

云
く
、「
須
ら
く
知
る
べ
し
、
労
せ
ざ
る
者
有
る
こ
と
を
」
と
。
宗
云
く
、「
尊
貴
位
の
中
に
收
め
得
ざ
る
時
は
何
如
ん
」
と
。
師
云
く
、「
触
処
、

相
い
逢
う
て
相
い
識
ら
ず
」
と
。
宗
云
く
、「
猶
お
是
れ
途
中
の
賓
主
な
り
、
作
麼
生
か
是
れ
主
中
の
主
」
と
。
師
云
く
、「
丙
丁
、
火
を
吹
滅
す
」
と
。

宗
、
手
を
以
て
師
の
口
を
掩
う
。
師
、
払
袖
し
て
出
づ
。

宗
、
雪
竇
に
遷
り
、
師
を
挽
い
て
偕
に
行
き
、
衆
事
を
荷
負
せ
し
む
。
法
堂
の
新
飾
す
る
に
会
う
て
、
且
ら
く
師
に
命
じ
て
衆
の
為
め
に
普
説
せ
し
む
。

宗
、
嘆
じ
て
曰
く
、「
吾
れ
生
ま
れ
て
よ
り
耳
有
る
も
、
未
だ
嘗
て
聞
か
ざ
る
な
り
」
と
。
叢
林
愈
い
よ
敬
を
加
う
。
宗
は
乃
ち
宏
智
の
高
弟
な
り
。

師
、
因
み
に
宏
智
の
室
に
造
る
に
、
動
輒
は
深
く
契
う
。
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九

二
十
四
年
、
遂
に
挙
さ
れ
て
棲
真
に
住
す
。
隆
興
二
年
、
定
水
に
移
る
。
侍
郎
の
趙
公
子
潚
、
師
の
名
を
聞
き
て
、
侍
御
の
王
公
伯
庠
に
属
し
て

疏
を
製
せ
し
む
。
開
堂
の
礼
を
備
え
て
、
大
休
に
嗣
法
す
。
寔
に
曹
洞
十
一
世
の
孫
な
り
。

乾
道
五
年
、
席
を
退
き
、
遂
に
天
台
に
之
く
。
八
年
、
嗣
秀
王
、
来
た
り
て
鎮
し
、
請
う
て
広
慧
に
住
せ
し
む
。
淳
煕
四
年
、
皇
子
魏
恵
憲
王
、

請
う
て
香
山
に
住
せ
し
む
。
七
年
、
参
政
の
范
公
、
移
し
て
報
恩
を
主
ら
し
む
。
十
年
、
遂
に
西
山
に
帰
り
、
終
焉
の
計
を
為
す
。

十
一
年
、
雪
竇
、
席
を
虚
き
、
衆
皆
な
師
を
以
て
為
め
に
請
う
。
師
、
明
覚
・
知
覚
の
道
場
を
念
い
、
勉
め
て
為
め
に
廃
を
起
こ
す
。
一
た
び
住

す
る
こ
と
八
載
、
所
在
の
道
俗
、
帰
仰
し
、
是
に
至
り
て
尤
も
盛
ん
な
り
。
力
に
随
い
て
葺
理
し
、
内
外
一
新
す
。

紹
煕
二
年
、
事
を
謝
し
て
寺
の
東
庵
に
止
ま
る
。
太
守
の
林
公
枅
、
道
価
を
稔
聞
し
、
師
に
再
住
せ
ん
こ
と
を
命
ず
る
も
、
従
わ
ず
。
必
ず
面
を

識
ら
ん
と
欲
し
て
、
既
に
見
え
て
道
を
問
う
。
終
日
、
請
を
致
す
も
、
益
ま
す
堅
け
れ
ば
、
立
ち
て
辞
し
て
帰
る
。

三
年
七
月
乙
未
、
疾
を
示
す
。
己
亥
、
新
た
に
遺
書
を
筆
す
。
晦
日
、
道
を
以
て
具
さ
に
抄
録
す
。
八
月
の
哉
生
魄
の
夜
分
、
其
の
徒
に
戒
し
て
曰
く
、

「
吾
れ
行
か
ん
、
送
終
は
其
れ
簡
約
を
務
め
よ
、
素
服
を
用
い
て
哀
慟
す
る
こ
と
勿
か
れ
」
と
。
言
い
訖
わ
り
て
偈
を
書
し
、
趺
坐
し
て
化
す
。
時

に
暴
雨
と
疾
風
、
山
谷
を
震
動
し
、
人
尤
も
嗟
異
し
、
四
も
に
て
遠
く
聞
く
者
、
奔
赴
し
て
尽
く
哀
し
む
。
是
に
于
い
て
相
い
与
に
塔
を
山
の
左

に
建
つ
。
戊
午
、
全
身
を
奉
じ
て
以
て
葬
る
。
寿
八
十
八
、
臘
五
十
三
。
嗣
法
及
び
受
度
は
三
十
餘
人
な
り
。

師
、
素
よ
り
余
と
厚
し
。
雪
竇
に
在
り
て
綿
鏡
を
作
り
、
以
て
飛
雪
を
蓄
え
、
上
流
は
一
山
の
奇
観
と
為
り
、
嘗
て
之
れ
が
為
め
に
記
す
。
師
、

且
に
死
せ
ん
と
す
る
に
手
づ
か
ら
書
し
て
余
に
遺
し
、
別
れ
を
告
ぐ
る
に
、
大
休
の
塔
銘
を
以
て
属
み
と
為
す
。
余
、
既
に
之
れ
を
銘
す
。
師
の
徒
、

又
た
此
れ
を
以
て
請
う
に
、
拒
む
に
忍
び
ざ
る
な
り
。
余
、
釈
氏
の
学
を
習
わ
ず
、
然
る
に
聞
く
、「
古
徳
、
相
い
与
に
伝
授
す
る
の
際
、
多
く
導

師
を
藉
り
て
以
て
之
れ
を
啓
発
す
る
有
り
」
と
。

惟
う
に
師
、
根
器
は
人
を
過
絶
し
、
自
ら
「
悟
ら
ず
ば
僧
と
為
ら
じ
」
と
誓
い
、
則
ち
趣
を
識
り
已
わ
る
。
凡
な
ら
ず
し
て
、
心
を
操
る
こ
と
鉄

石
の
如
く
、
身
を
視
る
こ
と
猶
お
土
芥
の
ご
と
し
。
又
た
人
の
及
ぶ
こ
と
能
わ
ざ
る
所
の
者
有
り
。

初
め
久
し
く
真
歇
に
依
る
と
雖
も
、
鄭
行
の
居
、
略
ぼ
怖
畏
無
し
。
師
伝
有
る
に
非
ず
し
て
遂
に
道
を
得
、
禅
門
に
其
の
比
を
見
る
こ
と
少
な
し
。

是
の
時
、
般
若
を
自
覚
し
て
霊
真
有
り
。
飢
え
れ
ば
則
ち
一
た
び
之
れ
に
食
を
与
え
、
寒
け
れ
ば
則
ち
一
た
び
衣
を
与
う
る
の
験
し
有
り
。
夜
、

深
雪
を
行
く
に
、
自
然
に
路
を
得
た
り
。
若
し
陰
相
有
ら
ば
、
自
ら
以
て
「
大
千
世
界
に
我
の
如
き
者
無
し
」
と
為
す
。

一
た
び
大
休
に
見
え
て
、
歴
る
所
を
誦
言
す
。
休
、
徐
に
曰
く
、「
但
だ
凡
心
を
尽
く
し
て
、
異
解
を
為
す
こ
と
勿
か
れ
」
と
。
師
、
之
れ
が
為
め

に
漼
然
と
し
て
意
消
え
て
心
に
帰
す
。



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

一
〇

師
、
天
資
は
樸
厚
に
し
て
、
見
地
は
真
実
な
り
。
業
履
は
孤
峻
に
し
て
、
苦
行
は
堅
密
な
り
。
死
に
至
る
ま
で
少
し
も
等
慈
接
物
を
変
ぜ
ず
、
法

施
し
て
吝
し
ま
ず
。
大
辯
才
を
具
え
、
浩
博
に
し
て
無
碍
な
り
。
人
の
為
め
に
説
法
し
、
或
い
は
暁
よ
り
暮
に
至
り
、
或
い
は
昏
よ
り
旦
に
達
す
、

連
日
に
至
る
も
亦
た
倦
む
こ
と
無
し
。
色
音
は
洪
暢
を
吐
き
、
晩
も
亦
た
衰
え
ず
。
聞
く
者
は
聳
服
し
、
学
徒
は
毎
に
衣
資
を
出
だ
し
て
、
師
に

演
説
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
此
れ
尤
も
禅
林
の
未
だ
有
ら
ざ
る
所
な
り
。
雲
は
深
く
火
は
冷
か
に
し
て
、
尸
居
に
し
て
淵
黙
た
り
。
之
れ
を
召
す
者

有
ら
ば
、
祁
寒
隆
暑
な
り
と
雖
も
、
一
毫
の
施
利
を
拒
ま
ず
、
悉
く
公
用
と
為
し
、
丈
室
は
蕭
然
た
り
。
故
に
六
た
び
廃
刹
を
主
り
、
逋
動
数
千

緡
を
積
み
、
期
月
を
過
ご
さ
ず
し
て
、
百
廃
具
に
挙
ぐ
。

若
し
雨
暘
を
祷
ら
ば
、
疾
苦
を
捄
う
、
其
の
応
ず
る
こ
と
響
き
の
如
し
。
神
祠
の
烹
宰
の
物
命
は
、
輒
ら
素
饌
を
以
て
易
し
と
為
す
。
其
の
鬚
髮

を
蔵
し
て
舎
利
を
得
る
者
有
ら
ば
、
此
れ
皆
な
世
俗
の
創
見
す
る
所
な
り
。
師
、
人
の
之
れ
を
言
う
を
欲
せ
ず
、
以
て
此
の
道
の
極
致
に
非
ず
と

為
す
。
其
れ
を
し
て
之
れ
有
ら
し
む
る
は
、
亦
た
皆
な
師
の
餘
な
り
。

師
、
既
に
亡
じ
、
太
師
の
史
文
恵
公
、
之
れ
を
祭
る
に
文
を
以
て
し
、
曰
う
こ
と
有
り
、「
了
悟
円
通
な
る
こ
と
、
観
音
大
士
の
如
く
、
機
に
随
い

て
俗
を
化
す
こ
と
、
善
導
和
尚
の
如
し
」
と
。
人
以
て
過
ぎ
た
り
と
為
さ
ざ
る
な
り
。

師
、
淮
南
に
生
ま
れ
て
、
化
縁
は
独
り
四
明
に
在
り
て
、
屢
し
ば
法
席
を
易
う
。
名
は
江
湖
に
震
い
、
而
も
終
に
境
を
越
え
ず
、
自
ら
足
菴
と
号
す
。

人
、
古
仏
を
以
て
之
れ
を
称
す
。
惟
う
に
師
は
無
媿
を
以
て
云
う
べ
し
。
銘
に
曰
く
、

祖
師
西
来
し
、
乃
ち
始
め
て
禅
有
り
。
燈
燈
と
し
て
相
い
続
ぎ
、
皆
な
師
伝
有
り
。

師
の
道
を
得
る
こ
と
、
神
曜
に
幾
し
。
心
鏡
は
孤
円
に
し
て
、
大
千
倶
に
照
ら
す
。

曹
洞
の
正
宗
、
実
に
其
の
承
く
る
こ
と
艱
し
。
十
有
一
伝
し
て
、
師
に
至
り
て
中
興
す
。

蛇
虺
の
宅
、
聞
く
者
は
怖
恐
す
。
惟
だ
師
の
み
宴
坐
し
、
曾
て
動
ず
る
を
為
さ
ず
。

錫
を
振
い
て
山
を
出
で
、
大
道
場
に
拠
る
。
四
衆
帰
仰
し
、
広
く
津
梁
と
為
る
。

淮
蹼
に
生
ま
れ
て
、
縁
は
甬
東
に
在
り
。
名
は
江
湖
に
震
い
、
卒
に
吾
が
邦
に
老
ゆ
。

法
施
を
ば
吝
ま
ず
、
辯
才
は
無
碍
な
り
。
行
実
は
堅
苦
に
し
て
、
大
自
在
な
り
。

人
は
古
仏
と
称
す
る
も
、
師
は
則
ち
無
媿
な
り
。
銘
じ
て
以
て
之
れ
を
表
わ
し
、
用
い
て
末
世
に
詔
た
ん
。

　

お
よ
そ
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
は
以
上
の
ご
と
く
判
読
さ
れ
よ
う
。
以
下
、
原
文
と
こ
の
書
き
下
し
文
に
基
づ
き
、
足
庵
智
鑑
と
い
う

禅
者
の
事
跡
に
つ
い
て
逐
一
に
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

一
一

『
嘉
泰
普
燈
録
』
と
『
五
燈
会
元
』
に
載
る
足
庵
智
鑑
の
記
事

　

で
は
、
南
宋
代
以
降
に
編
纂
さ
れ
た
禅
宗
燈
史
に
お
い
て
、
足
庵
智
鑑
と
い
う
禅
者
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

十
三
世
紀
初
頭
に
雲
門
宗
の
雷
庵
正
受
（
虚
中
、
一
一
四
六
―
一
二
〇
八
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
一
七
に
は
「
天
童
大
休

宗
珏
禅
師
法
嗣
」
と
し
て
「
慶
元
府
雪
竇
足
庵
智
鑒
禅
師
」
の
章
が
存
し
、

慶
元
府
雪
竇
足
庵
智
鑒
禅
師
。
上
堂
曰
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
一
夜
落
華
雨
、
満
城
流
水
香
。（
卍
続
蔵
一
三
七
・
一
二
九
ｃ
）

と
し
て
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
一
上
堂
を
載
せ
る
の
み
で
伝
記
的
な
記
載
は
一
切
見
ら
れ
ず
、
道
号
と
法
諱

の
ほ
か
は
大
休
宗
珏
の
法
を
嗣
い
で
慶
元
府
の
雪
竇
山
に
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
智
鑑
が
示
寂
し
て
僅
か
一
〇
年
ほ
ど

し
て
雷
庵
正
受
に
よ
っ
て
編
纂
刊
行
さ
れ
た
『
嘉
泰
普
燈
録
』
で
は
辛
う
じ
て
見
録
さ
れ
る
の
み
で
、
い
ま
だ
詳
し
い
事
跡
な
ど
は
載
せ
ら

れ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

つ
い
で
十
三
世
紀
中
葉
に
臨
済
宗
大
慧
派
の
大
川
普
済
（
一
一
七
九
―
一
二
五
三
）
の
も
と
で
臨
済
宗
松
源
派
の
雪
蓬
慧
明
（
友
雲
、

一
二
二
六
―
？
）
ら
が
中
心
と
な
っ
て
編
集
刊
行
さ
れ
た
『
五
燈
会
元
』
巻
一
四
に
も
「
天
童
珏
禅
師
法
嗣
」
と
し
て
「
明
州
雪
竇
智
鑒
禅
師
」

の
章
が
存
し
て

）
2
（

お
り
、

明
州
雪
竇
智
鑒
禅
師
。
滁
州
呉
氏
子
。
児
時
、
母
与
洗
二

手
瘍
一、
因
曰
、
是
甚
麼
。
對
曰
、
我
手
似
二

仏
手
一。
長
失
二

恃
怙
一、
依
二

真
歇
於
長
蘆
一。
大

休
首
レ

衆
、
即
器
レ

之
。
後
遯
二

象
山
一、
百
怪
不
レ

能
レ

惑
。
深
夜
開
悟
、
求
二

証
於
延
寿
然
一、
復
見
二

大
休
一。
住
後
上
堂
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
。（
卍
続
蔵
一
三
八
・
二
七
六
ｂ
）

と
記
さ
れ
、『
嘉
泰
普
燈
録
』
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
伝
記
的
な
記
事
が
若
干
な
が
ら
付
加
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、『
五
燈
会
元
』
は
前
代
の
禅

宗
燈
史
（
五
燈
）
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
そ
れ
ら
を
簡
略
化
し
た
か
た
ち
で
各
禅
者
の
章
を
ま
と
め
る
の
が
常
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
智

鑑
の
章
に
関
し
て
は
『
嘉
泰
普
燈
録
』
の
内
容
を
補
遺
し
て
い
る
点
で
記
事
こ
そ
少
な
い
な
が
ら
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
、
明
代
初
期
に

同
じ
く
松
源
派
の
円
極
居
頂
（
円
庵
、？
―
一
四
〇
四
）
が
編
集
し
た
『
続
伝
燈
録
』
巻
三
〇
「
天
童
珏
禅
師
法
嗣
」
の
「
明
州
雪
竇
智
鑑
禅
師
」

の
章
（
大
正
蔵
五
一
・
六
七
六
ｃ
～
六
七
七
ａ
）
で
も
『
五
燈
会
元
』
の
記
事
と
ほ
ぼ
同
文
と
な
っ
て
い
る
。『
五
燈
会
元
』
や
『
続
伝
燈
録
』
に

記
さ
れ
る
幼
年
期
の
逸
話
や
本
師
の
大
休
宗
珏
と
の
機
縁
な
ど
は
、明
ら
か
に
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
記
載
に
基
づ
い
て
著
さ
れ
て
お
り
、

お
そ
ら
く
『
五
燈
会
元
』
を
編
纂
す
る
に
当
た
っ
て
雪
蓬
慧
明
は
何
ら
か
の
事
情
で
智
鑑
の
塔
銘
を
知
り
、『
嘉
泰
普
燈
録
』
に
は
存
し
な
か



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

一
二

っ
た
記
事
を
挿
入
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
な
ぜ
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
全
体
の
記
載
を
要
約
し
た
か
た
ち
で
章
立
て
を
し
な
か

っ
た
の
か
と
い
う
点
は
惜
し
ま
れ
る
。
あ
る
い
は
慧
明
は
雪
竇
山
に
存
し
た
で
あ
ろ
う
塔
銘
の
現
物
を
直
接
見
ず
に
、
間
接
的
に
幼
年
期
の

記
事
や
宗
珏
と
の
因
縁
の
み
を
引
用
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
も
っ
と
も
『
嘉
泰
普
燈
録
』
で
は
智
鑑
の
道
号
を
明
確
に
足
庵
と
伝
え
て

い
た
の
に
対
し
、『
五
燈
会
元
』
や
『
続
伝
燈
録
』
で
は
足
庵
と
い
う
道
号
に
つ
い
て
何
ら
触
れ
て
い
な
い
の
は
不
自
然
か
も
知
れ
な
い
。

『
五
家
正
宗
賛
』「
天
童
珏
禅
師
」
の
章
に
載
る
足
庵
智
鑑
の
記
事

　

一
方
、
南
宋
末
期
の
宝
祐
二
年
（
一
二
五
四
）
に
破
庵
派
の
希
叟
紹
曇
が
編
集
刊
行
し
た
『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
「
曹
洞
宗
」
の
「
天
童
珏

禅
師
」
の
章
に
は
、

師
嗣
二

真
歇
一。
諱
宗
珏
。
和
州
人
也
。
上
堂
云
、
劫
前
運
レ

歩
、
世
外
横
レ

身
、
妙
契
不
レ

可
二

以
レ

意
到
一、
真
証
不
レ

可
二

以
レ

言
伝
一。
直
得
、
虚
静
歛
レ

氛
、

白
雲
向
二

寒
巌
一

而
断
、
霊
光
破
レ

暗
、
明
月
随
二

夜
船
一

而
来
。
正
恁
麼
時
、
作
麼
生
履
践
。
偏
正
不
三

曾
離
二

本
位
一、
縦
横
那
渉
レ

語
二

因
縁
一。
僧
問
、

如
何
是
道
。
曰
、
十
字
街
頭
休
二

斫
額
一。
雪
竇
鑑
入
二

海
山
一

発
明
後
、
乃
曰
、
威
音
王
已
前
無
レ

師
自
証
、
威
音
王
已
後
無
レ

師
自
証
者
、
即
邪
魔
外
道
。

出
レ

山
聞
二

空
中
語
一

云
、
鄭
行
山
肉
身
菩
薩
。
至
二

長
蘆
一

見
レ

師
、
求
二

印
証
一。
師
肯
レ

之
。
賛
曰
、
参
軍
俊
逸
、
開
府
清
新
。
一
葦
亭
九
成
儀
鳳
、

新
豊
洞
五
色
祥
麟
。
大
道
虚
凝
、
十
字
街
頭
徒
労
二

斫
額
一、
玄
微
銷
鑠
、
威
音
世
外
正
好
横
レ

身
。
真
証
不
レ

可
二

以
レ

言
伝
一、
言
満
二

天
下
一

無
二

口
過
一。
妙
契
豈
容
二

以
レ

意
到
一、
意
窮
二

万
有
一

絶
二

根
塵
一。
暗
燭
二

霊
光
一、
夜
船
載
二

娟
娟
之
月
一、
氛
消
二

虚
静
一、
寒
巌
断
二

片
片
之
雲
一。
縦
横
那
渉
レ

語
二

因
縁
一、
戽
水
潑
二

鴛
鴦
一

難
レ

蔵
二

影
迹
一。
偏
正
不
三

曾
離
二

本
位
一、
枯
椿
繋
二

癩
馬
一

徒
死
二

心
神
一。
錦
縫
軽
開
、
花
噴
レ

香
蝶
眠
二

清
暁
一、
機
絲
不
レ

動
、

柳
含
レ

烟
鶯
織
二

芳
春
一。
有
レ

眼
無
レ

筋
、
錯
印
二

証
鄭
行
山
肉
身
菩
薩
一、
致
下

飛
雪
千
丈
伸
二

寃
苦
一

声
撼
中

叢
林
上。（
卍
続
蔵
一
三
五
・
四
八
四
ａ
～
ｃ
）

と
し
て
大
休
宗
珏
の
記
事
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
宗
珏
と
と
も
に
智
鑑
に
関
す
る
記
事
も
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
智
鑑

に
関
す
る
記
載
は
同
時
期
の
『
五
燈
会
元
』
に
依
拠
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、実
際
に
紹
曇
が
雪
竇
山
に
お
い
て
自
ら
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」

の
内
容
を
見
聞
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
興
味
深
い
の
は
紹
曇
が
南
宋
代
の
曹
洞
宗
を
真
歇
派
と
宏
智
派
の
二
系
統
に
分
け
、
真
歇

下
に
宗
珏
を
配
し
、
宏
智
下
に
自
得
慧
暉
（
一
〇
九
七
―
一
一
八
三
）
を
配
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
系
図
で
示
す
と
、

丹
霞
子
淳
─
長
蘆
真
歇
清
了
─
天
童
大
休
宗
珏

　
　
　
　

天
童
宏
智
正
覚
―
浄
慈
自
得
慧
暉　
　
　

と
い
う
流
れ
に
な
る
。
紹
曇
は
臨
済
宗
破
庵
派
の
無
準
師
範
（
仏
鑑
禅
師
、
一
一
七
七
―
一
二
四
九
）
の
法
嗣
で
あ
り
、
師
範
は
天
童
山
の
如
浄



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

一
三

と
も
親
し
い
交
友
が
存
し
て
い
る
。
も
し
紹
曇
が
『
五
家
正
宗
賛
』
に
お
い
て
さ
ら
に
一
世
代
か
二
世
代
下
っ
た
祖
師
ま
で
を
対
象
と
し
て

章
を
付
加
し
て
「
雪
竇
鑑
禅
師
」
や
「
天
童
浄
禅
師
」
の
章
を
も
載
せ
て
い
た
な
ら
ば
、
真
歇
派
の
智
鑑
や
如
浄
あ
る
い
は
宏
智
派
の
明
極

慧
祚
（
法
祚
と
も
）
な
ど
の
隠
れ
た
事
跡
に
つ
い
て
も
か
な
り
詳
し
く
辿
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
補
続
高
僧
伝
』
に
載
る
足
庵
智
鑑
の
記
事

　

明
代
後
期
に
蘇
州
（
江
蘇
省
）
呉
郡
の
華
山
寺
沙
門
の
高
松
明
河
（
汰
如
法
師
）
が
撰
述
し
た
『
補
続
高
僧
伝
』
巻
一
〇
「
習
禅
篇
」
に
も
「
智

鑒
伝
〈
足
菴
智
鑑
禅
師
〉」
と
し
て
智
鑑
の
伝
記
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
返
り
点
を
付
せ
ず
示
す
な
ら
ば
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

智
鑒
。
滁
之
全
椒
人
、生
呉
氏
。
自
兒
時
、已
喜
佛
書
、毎
以
白
紙
爲
經
。
跏
趺
端
坐
誦
之
、声
琅
琅
動
人
。
母
甞
與
洗
手
瘍
、戯
問
、是
甚
麼
手
。
對
曰
、

佛
手
。
視
母
大
笑
。
俄
二
親
倶
喪
。
依
長
蘆
眞
歇
了
、
出
家
厲
精
。
脇
不
至
席
者
數
年
。
時
大
休
珏
公
爲
首
座
。
指
爲
法
器
。
從
道
法
師
領
戒
。

入
象
山
之
鄭
行
山
、
縛
茆
而
居
。
山
當
海
岸
孤
絶
處
多
妖
怪
。
師
吊
影
其
間
、
百
怪
不
能
惑
。
地
高
無
水
。
禱
曰
、
吾
辦
道
來
此
、
神
其
惠
我
泉
。

因
鋤
小
坎
、
移
時
而
水
溢
。
食
不
繼
、
啖
松
栢
以
療
飢
。
甞
深
夜
打
坐
、
聞
菴
後
巗
谷
震
響
如
鬪
撃
。
旦
起
視
之
、
有
巨
石
飛
墜
、
越
庵
而
立
於
門
、

並
庵
大
木
無
不
摧
拉
。
而
庵
獨
無
恙
。
一
日
有
巨
蟒
入
庵
、
矯
首
怒
視
。
越
數
日
、
復
旋
繞
於
牀
。
師
不
顧
而
去
。
變
怪
百
出
、
師
挙
不
爲
動
徐

亦
帖
然
。
一
夕
深
定
中
、
豁
然
開
悟
、
身
心
世
界
、
洞
如
琉
璃
。
自
念
云
、
威
音
王
已
前
無
師
自
證
、
威
音
王
已
後
無
師
自
證
者
、
皆
天
魔
外
道
。

遂
下
山
、
見
延
壽
然
曰
、
日
來
肚
大
無
物
可
餐
、
庵
小
無
床
可
臥
、
若
能
與
食
展
庵
則
住
、
不
然
則
去
。
然
與
師
反
覆
問
答
、
不
能
屈
。
因
叩
其

所
得
。
呈
一
頌
。
然
喜
曰
、
鑒
公
徹
也
。
復
航
海
、
見
大
休
於
岳
林
。
試
其
機
辯
無
碍
、
歎
曰
、
佛
祖
不
奈
爾
何
。
因
爲
行
乞
、
擔
二
布
嚢
、
隨

得
即
受
。
備
歴
艱
勤
、
人
所
不
堪
。
翠
山
宗
白
頭
謂
師
曰
、
爲
衆
竭
力
、
不
無
其
勞
。
師
云
、
須
知
有
不
勞
者
。
宗
曰
、
尊
貴
位
中
收
不
得
時
如
何
。

師
云
、
觸
處
相
逢
不
相
識
。
宗
曰
、
猶
是
途
中
賓
主
、
如
何
是
主
中
主
。
師
云
、
丙
丁
吹
滅
火
。
宗
以
手
掩
師
口
。
師
拂
其
袖
。
宗
遷
雪
竇
、
挽

師
偕
行
、
荷
負
衆
事
。
時
法
堂
新
飾
、
命
師
普
説
。
宗
竊
聽
歎
曰
、
吾
生
有
耳
、
未
甞
聞
也
。
出
世
爲
大
休
燒
香
。
前
後
六
坐
道
場
、
皆
王
公
大

人
推
引
。
紹
煕
二
年
、
謝
事
止
于
雪
竇
之
東
庵
。
明
年
七
月
示
恙
、
戒
弟
子
曰
、
吾
行
矣
、
送
終
須
務
簡
約
、
勿
素
服
哀
慟
。
言
訖
而
逝
。
閲
世

八
十
八
、
坐
夏
五
十
三
。
塔
全
身
于
山
之
左
。
師
天
資
朴
厚
、
見
地
穩
密
、
操
履
苦
硬
、
至
死
不
少
變
。
具
大
辯
才
、
浩
瀚
無
際
。
叩
之
滾
滾
無

倦
。
受
施
山
積
、
悉
爲
公
費
。
故
六
主
廢
刹
、
積
逋
動
數
千
緡
、
不
過
期
月
、
而
百
務
一
新
。
目
其
所
榻
、
則
丈
室
蕭
然
懸
磬
也
。
加
以
精
誠
所
感
。

禱
雨
暘
救
疾
苦
、
其
應
如
響
。
神
祠
烹
宰
、
輙
爲
易
以
素
饌
。
有
藏
其
鬚
髮
而
得
舍
利
者
、
此
皆
世
俗
所
創
見
。
師
不
欲
人
言
之
、
以
爲
非
此
道

之
極
致
。
使
其
有
之
、
皆
亦
師
之
餘
也
。
師
道
聲
震
海
内
、
而
跡
曾
不
越
四
明
之
境
、
故
自
號
足
庵
云
。（
卍
続
蔵
一
三
四
・
九
二
ｂ
～
ｄ
）



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

一
四

　

こ
の
『
補
続
高
僧
伝
』
に
載
る
「
智
鑒
伝
」
は
き
わ
め
て
詳
細
で
あ
っ
て
、「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
存
在
が
一
般
に
知
ら
れ
る
ま
で
、

智
鑑
の
事
跡
を
最
も
詳
し
く
伝
え
る
記
事
で
あ
っ
た
。
先
に
示
し
た
宇
井
伯
寿
氏
の
研
究
も
こ
の
『
補
続
高
僧
伝
』
の
記
事
に
基
づ
い
て
お
り
、

『
嘉
泰
普
燈
録
』『
五
燈
会
元
』
な
ど
の
禅
宗
燈
史
に
載
る
内
容
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
詳
し
く
、し
か
も
明
ら
か
に
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」

の
記
述
を
直
接
に
受
け
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

お
そ
ら
く
編
纂
者
の
明
河
は
『
攻
媿
集
』
巻
一
一
〇
「
塔
銘
」
に
収
め
ら
れ
た
「
雪
竇
足
菴
禪
師
塔
銘
」
を
閲
覧
し
た
か
、
雪
竇
山
の
一

隅
に
立
石
さ
れ
て
い
た
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
実
際
に
拝
観
し
た
上
で
、
智
鑑
の
伝
記
を
ま
と
め
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
こ
の
『
補
続
高
僧
伝
』
の
記
事
は
『
祖
燈
大
統
』
や
『
五
燈
全
書
』
な
ど
若
干
を
除
い
て
、
そ
の
後
の
禅
宗
燈
史
な
ど
に
ほ
と
ん
ど

反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
よ
う
。

『
祖
燈
大
統
』
と
『
五
燈
全
書
』
に
載
る
足
庵
智
鑑
の
記
事

　

清
代
初
期
の
康
熙
一
一
年
（
一
六
七
二
）
に
曹
洞
正
宗
の
位
中
浄
符
に
よ
り
自
序
が
付
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
『
祖
燈
大
統
』
巻
六
七
「
天
童

珏
禅
師
法
嗣
」
に
は
、

寧
波
府
雪
竇
足
庵
智
鑒
禅
師
。
滁
之
全
椒
呉
氏
子
。
児
時
喜
レ

読
二

仏
書
一。
一
日
母
与
洗
二

手
瘍
一、
戯
問
、
是
什
麼
。
師
曰
、
仏
手
耳
。
視
レ

母
為
大
笑
。

俄
失
二

二
親
一、
走
二

真
州
一

依
二

長
蘆
了
一

剃
染
。
時
大
休
珏
典
二

第
一
座
一、
目
レ

師
為
二

法
器
一。
具
戒
後
、
入
二

象
山
之
鄭
行
山
一

縛
レ

庵
而
居
。
山
当
二

海
岸
一

多
二

妖
怪
一。
有
二

巨
蟒
一

入
レ

庵
、
矯
レ

首
怒
視
。
越
二

数
日
一、
復
旋
繞
二

於
牀
一。
師
不
レ

顧
、
蟒
為
引
去
。
変
怪
百
出
、
皆
不
レ

能
レ

惑
。
徐
亦
帖

然
。
一
夜
深
定
中
自
念
、
此
豈
外
物
耶
。
遂
豁
然
大
悟
、
身
心
世
界
、
洞
如
二

瑠
璃
一。
乃
下
レ

山
見
二

延
寿
然
一

曰
、
日
来
肚
大
無
二

物
可
一レ

餐
、
庵
小

無
二

牀
可
一レ

臥
。
若
能
与
レ

食
展
レ

菴
則
住
、
否
則
去
。
然
曰
、
者
漢
従
二

甚
処
一

見
レ

神
見
レ

鬼
、
来
二

者
裏
一

納
敗
。
師
便
喝
。
於
レ

是
反
覆
徴
詰
、

不
レ

能
レ

屈
。
然
乃
曰
、鑒
公
徹
人
也
。
復
走
見
二

大
休
於
嶽
林
一、機
辯
逸
出
。
休
曰
、今
後
仏
祖
不
二

奈
レ

爾
何
一

矣
。
因
令
二

為
レ

衆
行
丏
一。
師
荷
二

二
嚢
一、

随
レ

得
即
受
、
備
歴
二

艱
勤
一。
翠
山
宗
白
頭
謂
レ

師
曰
、
為
レ

衆
竭
レ

力
、
得
レ

無
レ

労
耶
。
師
曰
、
須
レ

知
有
二

不
レ

労
者
一。
曰
、
尊
貴
位
中
收
不
レ

得

時
如
何
。
師
曰
、
触
処
相
逢
不
二

相
識
一。
曰
、
者
猶
是
途
中
賓
主
、
如
何
是
主
中
主
。
師
曰
、
丙
丁
吹
二

滅
火
一。
宗
以
レ

手
掩
二

師
口
一。
師
払
袖
而
退
。

宗
遷
二

雪
竇
一、
挽
レ

師
偕
行
。
時
法
堂
新
飭
、
命
レ

師
普
説
。
宗
竊
聴
レ

之
、
歎
曰
、
吾
生
有
レ

耳
、
未
二

嘗
聞
一

也
。
出
世
継
二

其
席
一。
上
堂
、
世
尊

有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
。
凡
六
坐
二

道
場
一、
皆
王
公
大
人
推
引
。
紹
煕
辛
亥
、
謝
レ

事
退
二

居
雪
竇
之
東
菴
一。
明

年
七
月
、
示
レ

恙
誡
レ

衆
曰
、
吾
行
矣
、
送
終
須
レ

務
二

簡
約
一、
勿
二

素
服
哀
慟
一。
言
訖
而
逝
。
閲
八
十
有
八
。
夏
五
十
三
。
塔
二

全
身
于
本
山
之
左
一。



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

一
五

有
下

蔵
二

其
鬚
髪
一

者
上、
縷
縷
皆
獲
二

舎
利
一。
道
声
震
二

海
内
一、
而
跡
曾
不
レ

越
二

四
明
一、
故
自
号
二

足
菴
一。（
禅
宗
全
書
二
一
・
一
三
二
〈
一
四
五
八
〉）

と
あ
り
、
足
庵
智
鑑
の
章
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
同
じ
く
康
熙
三
六
年
（
一
六
九
七
）
に
臨
済
正
宗
の
霽
崙
超
永
に
よ
っ
て
編
纂

刊
行
さ
れ
た
『
五
燈
全
書
』
巻
三
〇
「
天
童
珏
禅
師
法
嗣
」
の
「
明
州
雪
竇
智
鑒
禅
師
」
の
章
で
も
、

明
州
雪
竇
智
鑒
禅
師
。
滁
州
呉
氏
子
。
児
時
母
与
洗
二

手
瘍
一、
因
曰
、
是
甚
麼
。
対
曰
、
我
手
似
二

仏
手
一。
長
失
二

恃
怙
一、
依
二

真
歇
於
長
蘆
一。
大

休
首
レ

衆
即
器
レ

之
。
後
遯
二

象
山
一、百
怪
不
レ

能
レ

惑
。
深
夜
開
悟
、
求
二

証
於
延
寿
然
一

曰
、
日
来
肚
大
無
二

物
可
一レ

餐
、
庵
小
無
二

床
可
一レ

臥
。
若
能

与
レ

食
展
レ

庵
則
住
、
否
則
去
。
然
曰
、
這
漢
従
二

甚
処
一

見
レ

神
見
レ

鬼
、
来
二

者
裏
一

納
敗
。
師
便
喝
。
於
レ

是
反
覆
徴
詰
、
不
レ

能
レ

屈
。
然
乃
曰
、

鑒
公
徹
人
也
。
復
走
見
二

大
休
於
嶽
林
一、
機
辨
逸
出
。
休
曰
、
今
後
仏
祖
不
二

奈
レ

爾
何
一

矣
。
因
令
二

為
レ

衆
行
丏
一。
師
荷
二

二
嚢
一、
随
レ

得
即
受
、

備
歴
二

艱
勤
一。
翠
山
宗
白
頭
謂
レ

師
曰
、
為
レ

衆
竭
レ

力
、
得
レ

無
レ

労
耶
。
師
曰
、
須
レ

知
有
二

不
レ

労
者
一。
曰
、
尊
貴
位
中
收
不
レ

得
時
如
何
。
師
曰
、

触
処
相
逢
不
二

相
識
一。
曰
、
猶
是
途
中
賓
主
、
如
何
是
主
中
主
。
師
曰
、
丙
丁
吹
二

滅
火
一。
宗
以
レ

手
掩
二

師
口
一。
師
払
袖
退
。
宗
遷
二

雪
竇
一、
挽
レ

師
偕
行
。
時
法
堂
新
飾
、
命
レ

師
普
説
。
宗
竊
聴
レ

之
、
歎
曰
、
吾
生
有
レ

耳
、
未
二

嘗
聞
一

也
。
出
世
継
二

其
席
一。
上
堂
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉

不
二

覆
蔵
一。
一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
。
宋
光
宗
紹
煕
辛
亥
、
謝
レ

事
退
二

居
雪
竇
之
東
庵
一。
明
年
七
月
、
示
レ

恙
誡
レ

衆
曰
、
吾
行
矣
、
送
終
須
レ

務
二

簡
約
一、
勿
二

素
服
哀
慟
一。
言
訖
而
逝
。
寿
八
十
有
八
。
臘
五
十
三
。
塔
二

全
身
於
本
山
之
左
一。（
卍
続
蔵
一
四
〇
・
三
六
一
ｂ
～
ｃ
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
足
庵
の
道
号
に
つ
い
て
は
伝
え
て
い
な
い
。『
祖
燈
大
統
』
や
『
五
燈
全
書
』
で
は
明
ら
か
に
「
雪
竇
足
菴

禅
師
塔
銘
」
の
内
容
を
踏
ま
え
て
記
事
内
容
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
記
事
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
編
者
で
あ

る
位
中
浄
符
や
霽
崙
超
永
は
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
直
に
閲
覧
し
て
記
し
た
と
い
う
よ
り
、
先
に
示
し
た
『
補
続
高
僧
伝
』
の
記
事
な

ど
を
受
け
て
容
易
に
記
事
を
ま
と
め
た
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
祖
燈
大
統
』
巻
六
三
「
寧
波
府
天
童
大
休
宗
珏
禅
師
」

の
章
（
禅
宗
全
書
二
一
・
一
三
九
八
頁
）
や
『
五
燈
全
書
』
巻
三
〇
「
明
州
天
童
宗
珏
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
〇
・
二
五
八
ｃ
）
は
、『
嘉
泰
普
燈

録
』
や
『
五
燈
会
元
』
と
全
く
同
文
で
あ
り
、
何
ら
「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
が
依
用
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
智
鑑
の
章
の
み
に
大
幅

な
増
幅
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

『
雪
竇
寺
誌
』
と
『
雪
竇
寺
志
畧
』
に
載
る
足
庵
智
鑑
の
記
事

　

と
こ
ろ
で
、
智
鑑
が
晩
年
に
拠
点
と
し
た
明
州
奉
化
県
（
浙
江
省
寧
波
市
奉
化
区
）
の
雪
竇
山
資
聖
禅
寺
に
関
し
て
は
、
幸
い
に
も
寺
志
と

し
て
山
夫
行
正
編
『
雪
竇
寺
誌
』
一
〇
巻
と
履
平
撰
『
雪
竇
寺
志
畧
』
一
巻
が
編
集
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
智
鑑
に
関
わ
る
記
事
が
随
所
に



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

一
六

収
め
ら
れ
て
い
る
。『
雪
竇
寺
誌
』
は
一
に
『
雪
竇
寺
志
』
あ
る
い
は
『
敕
賜
雪
竇
資
聖
禅
寺
誌
』
と
も
称
さ
れ
、
清
代
に
練
川
の
山
夫
行
正

が
彙
訂
し
、
姚
江
の
道
厳
行
恂
が
増
輯
し
た
も
の
で
あ
る
。『
雪
竇
寺
誌
』
巻
四
上
「
祖
系
」
の
「
宋
」
に
は
「
足
菴
智
鑒
禅
師
〈
曹
洞
宗
第

十
二
世
〉」
と
し
て
、

滁
州
呉
氏
子
。
児
時
、
母
与
洗
二

手
瘍
一、
因
曰
、
是
甚
麼
。
対
曰
、
我
手
似
二

仏
手
一。
長
失
二

恃
怙
一、
依
二

真
歇
於
長
蘆
一。
大
休
首
レ

衆
、
即
器
レ

之
。

後
遯
二

象
山
一、百
怪
不
レ

能
レ

惑
。
深
夜
開
悟
、
求
二

証
於
延
寿
然
一、
復
見
二

大
休
一。
師
嗣
二

天
童
珏
一、
珏
嗣
二

真
歇
了
一。
其
法
嗣
天
童
如
浄
。

と
い
う
智
鑑
に
つ
い
て
簡
略
な
記
載
が
存
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
『
五
燈
会
元
』
の
記
載
に
依
拠
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
『
雪

竇
寺
誌
』
巻
六
上
「
塔
銘
」
に
は
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
清
代
の
康
煕
二
〇
年
（
一
六
八
一
）

に
『
雪
竇
寺
誌
』
が
編
纂
刊
行
さ
れ
た
当
時
、
す
で
に
雪
竇
山
内
に
は
智
鑑
の
墓
塔
と
と
も
に
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
な
ど
も
失
わ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か

）
3
（

。

　

そ
の
一
方
で
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
は
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
二
「
山
霊
」
の
「
峰
」「
巌
」「
洞
」「
臺
」「
嶺
」「
林
」「
坑
」
や
同
巻
三
「
梵

刹
」
の
「
塔
」「
亭
」「
橋
」「
池
」
に
、
智
鑑
が
雪
竇
山
内
の
景
勝
地
や
寺
内
の
諸
伽
藍
・
堂
宇
を
詠
じ
た
詩
偈
（
偈
頌
）
が
か
な
り
収
め
ら

れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
同
巻
九
下
「
詩
」
の
「
五
言
絶
句
」
に
も
「
釋
足
菴
」
の
作
と
し
て
「
雲
霞
外
」「
清
音
洞
」
と
い
う
二
首
の
五
言

絶
句
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
智
鑑
は
詩
僧
と
し
て
も
か
な
り
名
声
を
博
し
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
智
鑑
が
詠
じ
た
詩
偈
が
書
物
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
た
か
、
石
碑
な
ど
に
刻
ま
れ
て
い
た
か
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
雪
竇
山
資
聖
寺
内
に
長
ら
く
残
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
詩
偈
は
智
鑑
が
雪
竇
山
の
住
持
と
し
て
入
寺
し
て
以
降
、
晩
年
に
詠
じ
た
作
で
あ
ろ
う
か
ら
、
智
鑑
の
活
動
を
今
日
に
直
接
伝
え

る
貴
重
な
史
料
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
智
鑑
が
詠
じ
た
詩
偈
と
そ
の
内
容
に
関
し
て
は
、
後
段
で
逐
一
に
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
た
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
六
下
「
祭
文
」
に
は
南
宋
中
期
に
丞
相
で
あ
っ
た
史
浩
（
字
は
直
翁
、
真
隠
居
士
、
諡
は
忠
定
、
一
一
〇
六
―
一
一
九
四
）

が
著
し
た
「
祭
足
菴
鑑
禅
師
文
」
と
い
う
祭
文
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
開
禧
二
年
（
一
二
〇
六
）
八
月
一
五
日
（
中
秋
）
の
日
付
け
で
前
監
寺

の
道
成
に
よ
っ
て
立
石
さ
れ
て
い
る
。
史
浩
は
智
鑑
と
同
時
代
を
生
き
た
官
僚
で
あ
り
、
五
山
十
刹
制
度
を
制
定
し
た
と
さ
れ
る
丞
相
の
史

彌
遠
（
字
は
同
叔
、
魯
公
、
一
一
六
四
―
一
二
三
三
）
の
父
親
に
当
た
っ
て
い
る
。「
祭
足
菴
鑑
禅
師
文
」
は
智
鑑
が
示
寂
し
た
直
後
に
お
け
る
当

代
の
評
価
を
最
も
如
実
に
伝
え
る
貴
重
な
史
料
と
い
っ
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
史
浩
の
祭
文
は
『
雪
竇
寺
誌
』
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
に
お

い
て
も
、
石
碑
な
ど
の
か
た
ち
で
雪
竇
山
内
の
一
隅
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
九
上
「
記
」
に
は
楼
鑰
が
撰
し
た
「
錦
鏡
池
記
」
も
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
も
智
鑑
に
関
す
る
記
事
が
見



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

一
七

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
元
代
の
後
至
元
二
年
（
一
三
三
六
）
一
二
月
に
至
っ
て
現
住
持
で
あ
っ
た
嗣
承
未
詳
の
松
陵
僧
喜
に
よ
り
立
石
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
も
楼
鑰
の
『
攻
媿
集
』
巻
五
七
「
雪
竇
山
錦
鏡
記
」
か
ら
で
は
な
く
、実
際
に
碑
文
と
し
て
立
石
さ
れ
て
い
た
「
錦

鏡
池
記
」
の
文
面
か
ら
直
接
に
『
雪
竇
寺
誌
』
に
引
用
掲
載
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

一
方
、こ
れ
よ
り
先
に
明
代
に
釈
履
平
に
よ
っ
て
編
集
刊
行
さ
れ
た
『
雪
竇
寺
志
畧
』
一
巻
の
「
歴
代
禪
師
」
に
は
「
足
菴
鑑
禅
師
〈
詩
三
首
〉」

と
し
て
「
師
嗣
二

真
歇
了
一。
其
法
嗣
天
童
如
浄
」
と
あ
り
、「
萬
歳
塔
」「
御
書
亭
」「
天
開
圖
畫
」
と
い
う
三
首
の
五
言
絶
句
を
載
せ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
「
智
鑒
禅
師
」
と
し
て
別
に
項
目
を
立
て
て
お
り
、
あ
た
か
も
「
足
菴
鑑
禅
師
」
と
「
智
鑒
禅
師
」
が
別
人
と
し
て
二
人
い
た

か
の
ご
と
き
記
載
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
「
祖
塔
」
の
箇
所
に
は
残
念
な
が
ら
智
鑑
の
墓
塔
に
関
し
て
は
何
ら
記
載
が
存
し
て
い
な
い
が
、「
文
」

の
「
記
」
に
は
楼
鑰
の
撰
し
た
智
鑑
ゆ
か
り
の
「
錦
鏡
池
記
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る

）
4
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。

『
四
明
山
志
』
に
載
る
足
庵
智
鑑
の
記
事

　

明
末
清
初
の
儒
者
で
あ
る
黄
宗
羲
（
字
は
太
沖
、号
は
南
雷
・
梨
洲
、一
六
一
〇
―
一
六
九
五
）
が
編
集
し
た
明
州
（
四
明
）
の
地
誌
に
『
四
明
山
志
』

九
巻
が
存
し
て
い
る

）
5
（

。
四
明
山
と
は
明
州
（
寧
波
府
）
地
内
の
西
南
に
位
置
す
る
山
並
み
で
、
台
州
（
浙
江
省
）
天
台
県
の
天
台
山
か
ら
北
東

に
連
な
る
山
一
帯
を
い
い
、
名
は
日
月
星
辰
の
四
つ
に
光
を
通
じ
る
意
と
さ
れ
、
古
来
よ
り
霊
山
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
四
明
山
中
に

は
禅
宗
の
古
刹
も
多
く
、『
四
明
山
志
』
巻
二
「
伽
藍
」
に
は
「
雪
竇
資
聖
寺
」
の
項
も
存
し
て
お
り
、「
雪
竇
資
聖
寺
」
の
項
に
は
「
智
鑑
」

に
関
し
て
も
、

智
鑒
、
号
二

足
菴
一。
俗
姓
呉
氏
、
全
椒
人
也
。
初
至
二

長
蘆
一、
天
童
宗
珏
、
時
為
二

首
座
一、一
見
指
為
二

法
器
一。
習
二

静
於
象
山
鄭
行
山
一。
海
岸
孤
絶
、

百
色
妖
露
、
鑑
不
二

為
動
一。
深
定
中
豁
然
開
悟
。
遂
出
求
二

証
於
知
識
一。
復
遇
二

珏
岳
林
一、
得
二

相
印
可
一。
嗣
宗
主
二

雪
竇
一、
挽
レ

鑑
同
行
、
荷
二

負
衆
事
一。

会
二

法
堂
新
飭
一、
命
レ

鑑
普
説
。
宗
歎
曰
、
吾
生
有
レ

耳
、
未
二

嘗
聞
一

也
。
歴
二

住
棲
真
・
定
水
・
広
慧
・
香
山
・
報
恩
一。
淳
煕
十
一
年
、
始
主
二

雪

竇
一。
作
二

錦
鏡
池
一

以
畜
、
飛
雪
上
流
為
二

一
山
奇
観
一。
紹
煕
二
年
謝
レ

事
、
止
二

於
寺
之
東
菴
一。
三
年
八
月
示
寂
、
塔
二

於
山
左
一。
寿
八
十
八
。
臘

五
十
三
。

◯
寺
志
、
以
二

智
鑑
・
足
菴
一、
分
為
二

二
人
一。
不
レ

知
三

足
菴
為
二

智
鑑
之
号
一。
又
以
二

雪
竇
雑
詠
三
十
首
一、
為
二

智
鑑
所
一レ

作
。
然
雑
詠
中
有
二

御
書
亭
一。

亭
造
二

於
淳
祐
六
年
一。
智
鑑
卒
二

於
紹
煕
一、
相
去
五
十
四
年
。
作
二

雑
詠
一

者
、
別
是
一
僧
鑑
也
。

と
い
う
伝
記
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。『
四
明
山
志
』
は
雪
竇
山
資
聖
寺
な
ど
諸
刹
が
散
在
す
る
四
明
山
に
関
す
る
地
志
で
あ
る
だ
け
に
、



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

一
八

そ
の
成
立
こ
そ
比
較
的
に
新
し
い
も
の
の
、『
雪
竇
寺
誌
』
と
と
も
に
他
に
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
て
い
る

）
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。
と
り
わ
け
「
智
鑒
」

の
項
で
は
、
智
鑑
が
歴
住
し
た
六
ヶ
寺
の
禅
刹
名
を
明
確
に
記
し
て
い
る
ほ
か
、『
雪
竇
寺
誌
』
の
誤
り
と
す
る
点
な
ど
に
つ
い
て
も
指
摘
と

考
証
が
な
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
お
そ
ら
く
編
者
の
黄
宗
羲
は
『
補
続
高
僧
伝
』
の
智
鑑
の
記
事
で
は
な
く
、
直
接
に
『
攻
媿
集
』

に
載
る
智
鑑
の
塔
銘
を
閲
覧
し
て
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
道
元
が
伝
え
る
足
庵
智
鑑
の
記
事

　

日
本
の
道
元
は
天
童
山
の
如
浄
の
法
を
嗣
い
で
帰
国
し
て
い
る
が
、
道
元
の
著
述
に
お
い
て
師
翁
に
当
た
る
智
鑑
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
道
元
が
在
宋
中
に
師
の
如
浄
と
交
わ
し
た
問
答
を
書
き
記
し
た
『
宝
慶
記
』
に
は
、
如
浄
が
道
元
の
質
問
に
答
え

る
か
た
ち
で
、

拄
香
拝
問
、
世
尊
授
二

傳
金
襴
袈
裟
於
摩
訶
迦
葉
一、
是
何
時
耶
。

堂
頭
和
尚
慈
誨
曰
、
你
問
二

這
箇
事
一、
最
好
也
。
箇
箇
人
不
レ

問
二

這
箇
一、
所
以
不
レ

知
二

這
箇
一。
乃
善
知
識
之
所
レ

苦
也
。
我
曾
在
二

雪
竇
先
師
処
一、

甞
問
二

這
箇
事
一。
先
師
大
悦
也
。
世
尊
最
初
見
二

迦
葉
来
帰
依
一、
即
以
二

仏
法
并
金
襴
袈
裟
一、
附
二

嘱
摩
訶
迦
葉
一、
為
二

第
一
祖
一

也
。
摩
訶
迦
葉
、

頂
二

受
衣
法
一、
昼
夜
頭
陀
、
未
二

甞
懈
怠
一、
未
二

甞
屍
臥
一、
常
戴
二

仏
衣
一、
作
二

仏
想
塔
想
一

而
坐
禅
也
。
摩
訶
迦
葉
、
古
仏
菩
薩
也
、
世
尊
毎
レ

見
二

摩
訶
迦
葉
来
一、
便
分
二

半
座
一

而
座
也
。
迦
葉
尊
者
、
具
二

三
十
相
一、
唯
缺
二

白
毫
烏
瑟
一

而
已
。
所
以
与
レ

仏
並
座
二

一
座
一、
人
天
之
楽
見
也
。
凡
神

通
智
慧
、
一
切
仏
法
、
受
二

仏
附
嘱
一、
無
レ

所
二

缺
減
一

也
。
然
則
迦
葉
見
レ

仏
之
最
初
、
得
二

仏
衣
仏
法
一

也
。（
大
久
保
・
道
元
全
集
下
・
三
八
一
頁
）

と
い
う
慈
誨
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
道
元
が
如
浄
に
質
問
し
た
内
容
は
釈
迦
牟
尼
世
尊
が
摩
訶
迦
葉
尊
者
に
金
襴
の
袈
裟
を
伝
授

し
た
の
が
何
時
の
こ
と
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
多
子
塔
前
付
法
」
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
如
浄
は
道
元

に
対
し
て
、

我
れ
曾
て
雪
竇
先
師
の
処
に
在
り
て
、
甞
て
這
箇
の
事
を
問
う
。
先
師
大
い
に
悦
べ
り
。

と
答
え
て
お
り
、
如
浄
が
修
行
時
代
に
同
様
の
質
問
を
雪
竇
山
の
智
鑑
に
対
し
て
行
な
い
、
智
鑑
が
そ
の
こ
と
を
大
い
に
悦
ん
だ
さ
ま
を
述

懐
し
て
い
る
。
如
浄
は
智
鑑
を
「
雪
竇
先
師
」
と
道
元
に
語
っ
て
お
り
、
如
浄
が
平
生
か
ら
道
元
に
対
し
て
は
智
鑑
を
「
先
師
」
と
呼
び
、

嗣
法
相
承
を
示
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
道
元
が
師
翁
智
鑑
の
こ
と
を
具
体
的
に
書
き
残
し
て
い
る
の
は
こ
の
一
点
の
み
で
あ

り
、
こ
の
ほ
か
に
智
鑑
の
事
跡
や
動
向
を
何
ら
記
し
て
い
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
ま
た
道
元
は
『
正
法
眼
蔵
』「
密
語
」
の
巻
に
お
い
て
、
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一
九

雪
竇
師
翁
示
レ

衆
曰
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
一
夜
落
華
雨
、
満
城
流
水
香
。（
大
正
蔵
八
二
・
一
九
三
ｃ
）

と
い
う
智
鑑
の
詠
じ
た
偈
頌
を
取
り
上
げ
て
拈
提
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
釈
迦
牟
尼
世
尊
と
摩
訶
迦
葉
尊
者
に
よ
る
「
拈
華
微
笑
」
の
古

則
公
案
に
対
し
て
智
鑑
が
詠
じ
た
五
言
四
句
の
偈
頌
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
道
元
は
こ
の
語
を
『
嘉
泰
普
燈
録
』
の
智
鑑
の
章
か
ら
引
用
し
た

も
の
と
見
ら
れ
、
智
鑑
を
明
確
に
「
雪
竇
師
翁
」
と
し
て
尊
崇
し
て
い
る
。
道
元
の
「
密
語
」
の
巻
は
智
鑑
が
示
し
た
こ
の
五
言
四
句
の
偈

頌
に
基
づ
い
て
内
容
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
智
鑑
の
こ
の
語
句
の
中
で
後
半
の
「
一
夜
落
華
雨
、
満
城
流
水
香
」
の
二
句
は
室
町

後
期
に
臨
済
宗
大
応
派
（
大
徳
寺
派
）
の
一
休
宗
純
（
狂
雲
子
、一
三
九
四
―
一
四
八
一
）
が
好
ん
で
揮
毫
し
た
こ
と
ば
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
点
に
関
し
て
は
後
に
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

如
浄
が
道
元
に
与
え
た
と
さ
れ
る
永
平
寺
所
蔵
「
嗣
書
」
に
は
「
智
鑑
勃
陀
勃
地
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
道
元
が
楊
岐
派
（
法
燈
派
祖
）
の

無
本
覚
心
（
心
地
房
、
法
燈
円
明
国
師
、
一
二
〇
七
―
一
二
九
八
）
に
授
け
た
「
授
覚
心
戒
脉
」
の
写
し
で
は
「
智
鑑
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
道
元
に
仮
託
さ
れ
て
撰
述
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
「
天
童
如
浄
禅
師
続
語
録
跋
」
に
も
、

師
初
自
二

芙
蓉
山
一

到
二

明
州
雪
竇
山
鑑
禅
師
処
一。
鑑
問
云
、
什
麼
処
来
。
師
云
、
芙
蓉
来
。
鑑
云
、
来
事
為
二

什
麼
事
一。
師
云
、
吾
聞
、
和
尚
有
二

一
夜
三
千
里
語
一、是
也
無
。
鑑
云
、是
。
師
云
、如
何
是
世
尊
有
二

密
語
一。
鑑
乃
打
。
師
云
、如
何
是
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
鑑
又
打
。
師
擬
二

分
疎
一。
鑑
又
打
。

師
於
レ

此
大
悟
、
焼
香
礼
拝
。
鑑
云
、
焼
香
事
如
何
。
師
云
、
賜
二

師
三
頓
一、
而
遍
体
汗
流
。
鑑
乃
休
。
師
云
、
咄
咄
咄
咄
。
乃
出
去
。
自
レ

此
相

侍
一
十
五
年
。
有
時
鑑
授
二

于
師
洞
上
玄
奥
一

云
、
汝
善
保
護
。
師
受
レ

之
。（
大
正
蔵
四
八
・
一
三
六
ａ
）

と
い
う
、
如
浄
が
雪
竇
山
の
智
鑑
に
参
学
し
て
い
た
際
に
交
わ
し
た
と
さ
れ
る
独
自
の
機
縁
を
載
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
世
尊
有
密
語
、

迦
葉
不
覆
蔵
」
の
語
句
に
因
ん
で
問
答
の
か
た
ち
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
機
縁
が
ど
こ
ま
で
史
実
を
伝
え
て
い
る
の
か
は
定
か
で
な
い
。

瑩
山
紹
瑾
の
『
伝
光
録
』
に
載
る
足
庵
智
鑑
の
記
事

　

道
元
の
法
孫
に
当
た
る
瑩
山
紹
瑾
（
太
祖
、
仏
慈
禅
師
、
一
二
六
四
―
一
三
二
五
）
は
『
伝
光
録
』
に
「
第
四
十
九
祖
雪
竇
鑑
禅
師
」
の
章
を

載
せ
て
お
り
、
雪
竇
山
の
智
鑑
に
関
す
る
「
本
則
」
と
し
て
、

第
四
十
九
祖
雪
竇
鑑
禅
師
。
宗
珏
主
二

天
童
一

時
、一
日
上
堂
挙
、世
尊
有
二

密
語
一、迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
師
聞
頓
二

悟
玄
旨
一、在
レ

列
流
レ

涙
。
不
レ

覚
失
言
曰
、

吾
輩
為
二

什
麼
一

不
二

従
来
一。
珏
上
堂
罷
、
呼
レ

師
問
曰
、
汝
在
二

法
堂
一、
何
為
流
レ

涙
。
師
曰
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
珏
許
可
曰
、
何

非
二

雲
居
懸
記
一。（
大
正
蔵
八
二
・
四
〇
二
ａ
）
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二
〇

と
い
う
大
休
宗
珏
と
の
間
で
交
わ
し
た
問
答
商
量
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
「
機
縁
」
と
し
て
、

師
諱
智
鑑
。
滁
州
呉
氏
子
。
児
時
母
与
洗
二

師
手
瘍
一、
問
曰
、
是
甚
麼
。
対
曰
、
我
手
似
二

仏
手
一。
長
失
二

恃
怙
一、
依
二

真
歇
於
長
蘆
一。
時
宗
珏
首
レ

衆
、

即
器
レ

之
。
後
遯
二

象
山
一、百
怪
不
レ

能
レ

惑
。
深
夜
開
悟
、
求
二

証
於
延
寿
然
一、
復
珏
和
尚
に
参
ず
。
宗
珏
、
時
に
天
童
に
住
し
き
。
師
を
し
て
書
記

に
あ
て
し
む
。
珏
、
一
日
さ
き
の
因
縁
を
挙
す
。
夫
れ
こ
の
因
縁
は
涅
槃
経
よ
り
い
で
た
り
。
い
は
ゆ
る
爾
時
、
迦
葉
菩
薩
白
レ

仏
言
、
世
尊
、
如
二

仏
所
説
一、
諸
仏
世
尊
有
二

秘
密
語
一、
是
義
不
レ

然
、
何
以
故
。
諸
仏
世
尊
唯
有
二

密
語
一、
無
レ

有
二

密
蔵
一。
譬
如
二

幻
主
機
関
木
人
一、
人
雖
二

覩
見
屈
伸

俯
仰
一、
莫
レ

知
レ

内
而
使
二

之
然
一。
仏
法
不
レ

然
。
咸
令
三

衆
生
悉
得
二

知
見
一。
云
何
当
レ

言
三

諸
仏
世
尊
有
二

秘
密
蔵
一。
仏
讃
二

迦
葉
一、
善
哉
善
哉
善
男

子
、
如
二

汝
所
一レ

言
。
如
来
実
無
二

秘
密
之
蔵
一。
何
以
故
。
如
二

秋
満
月
一、
処
レ

空
顕
露
、
清
浄
無
レ

翳
、
人
皆
覩
見
。
如
来
之
言
亦
復
如
レ

是
。
開
発

顕
露
、
清
浄
無
レ

翳
。
愚
人
不
レ

解
、
謂
二

之
秘
蔵
一。
智
者
了
達
、
則
不
レ

名
レ

蔵
。
然
し
よ
り
こ
の
語
、
祖
師
門
下
に
も
ち
ゐ
来
る
こ
と
ひ
さ
し
し
。

ゆ
へ
に
今
も
挙
す
る
に
、
智
鑑
開
悟
。
実
に
覆
蔵
せ
ず
。（
大
正
蔵
八
二
・
四
〇
二
ａ
～
ｂ
）

と
い
う
『
五
燈
会
元
』
の
智
鑑
の
章
と
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
五
「
如
来
性
品
」
の
記
事
を
併
せ
た
内
容
を
載
せ
て
い
る

）
7
（

。「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔

銘
」
に
よ
れ
ば
、
智
鑑
が
再
び
宗
珏
の
も
と
に
舞
い
戻
る
の
は
明
州
鄞
県
の
天
童
山
で
は
な
く
、
実
際
に
は
明
州
奉
化
県
の
大
中
岳
林
寺
に

お
け
る
事
跡
で
あ
る
が
、『
伝
光
録
』
で
は
智
鑑
が
天
童
山
で
宗
珏
と
交
わ
し
た
機
縁
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

）
8
（

。

日
本
曹
洞
宗
の
伝
燈
史
料
に
載
る
足
庵
智
鑑
の
記
事

　

つ
ぎ
に
南
北
朝
後
期
に
編
集
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
石
川
県
七
尾
市
小
島
町
の
瑞
雲
山
龍
門
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
正
法
眼
蔵
仏
祖
悟
則
』（『
宗

門
伝
燈
之
秘
録
』
と
も
）
に
も
、

第
四
十
九
祖
雪
竇
山
鑒
和
尚
。（
宗
珏
）
主
二

天
童
一

時
、
掌
二

記
室
一。
大
休
一
日
上
堂
挙
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
師
聞
頓
悟
二

玄
旨
一、

在
レ

列
流
レ

涙
。
不
レ

覚
失
言
曰
、
吾
輩
為
レ

甚
従
来
不
レ

会
。
上
堂
罷
、
大
休
喚
レ

師
問
、
書
記
如
何
在
二

法
堂
一

眼
涙
、
有
二

甚
麼
感
悟
一。
師
曰
、
世

尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
大
休
許
曰
、
何
非
二

雲
居
之
懸
記
一。
師
便
礼
拝
。

と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る

）
9
（

。
ま
た
無
著
派
の
天
性
融
然
（
融
石
と
も
、？
―
一
四
二
七
）
が
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
に
編
集
し
た
『
仏
祖
正
伝
記
』

「
震
旦
六
祖
、
復
以
下
一
十
七
祖
」
に
は
、

二
十
二
祖
明
州
雪
竇
智
鑑
禅
師
、
号
曰
二

足
庵
一。
滁
州
呉
氏
子
。
児
時
、
母
与
洗
二

手
瘍
一、
因
曰
、
是
甚
麼
。
対
曰
、
我
手
似
二

仏
手
一。
長
失
二

恃
怙
一、

依
二

真
歇
於
長
蘆
一。
大
休
首
レ

衆
、
即
器
レ

之
。
後
遯
二

象
山
一、百
恠
不
レ

能
レ

惑
。
深
夜
開
悟
、
求
二

証
於
延
寿
然
一、
復
見
二

大
休
一。〈
大
休
于
レ

時
天
童
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二
一

住
持
也
〉。
掌
二

記
室
一。
大
休
一
日
上
堂
挙
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
師
聞
悟
二

玄
旨
一、
在
レ

列
流
レ

涙
、
不
レ

覚
失
言
曰
、
吾
輩
為
レ

甚
従

来
不
レ

会
。
上
堂
罷
、
大
休
喚
レ

師
問
、
書
記
如
何
在
二

法
堂
一

眼
涙
、
有
二

甚
麼
感
悟
一。
師
曰
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
大
休
許
曰
、
而

何
非
二

雲
居
之
懸
記
一。
師
便
礼
拝
。
住
後
上
堂
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一、一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
。（
続
曹
全
史
伝
・
三
一
一
ｂ
）

と
い
う
機
縁
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
『
伝
光
録
』
の
記
載
を
受
け
な
が
ら
も
、文
章
が
よ
り
整
え
ら
れ
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
室
町
中
期
に
太
源
派
（
傑
堂
下
）
の
南
英
謙
宗
（
三
謙
道
人
、
一
三
八
九
―
一
四
五
九
）
が
編
集
し
た
『
伝
法
偈
下
語
』
（『
伝
法
偈
〈
南

英
謙
宗
著
語
〉』
と
も
）
の
「
雪
竇
知
鑑
禅
師
」
の
項
に
は
、

雪
竇
知
鑑
禅
師
、
入
二

海
山
一

発
明
後
乃
曰
、
威
音
王
已
前
無
レ

師
自
証
、
威
音
王
已
後
無
レ

師
自
証
者
、
即
邪
魔
外
道
。
出
レ

山
聞
二

空
中
声
一

云
、

鄭
行
山
肉
身
菩
薩
。
見
二

天
童
珏
一

求
二

印
証
一。
珏
肯
レ

之
。
師
因
挙
二

世
尊
拈
花
迦
葉
微
笑
因
縁
一、
乃
曰
、
世
尊
密
語
、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一、一
夜
落
花
雨
、

満
城
流
水
香
。

月
云
、
発
明
前
入
二

海
山
一、
有
二

甚
麼
魔
魅
一

而
使
レ

入
レ

海
。
発
明
後
出
レ

山
、
有
二

甚
魔
魅
一

而
使
レ

出
レ

山
。
且
道
、
入
レ

海
与
レ

出
レ

山
即
不
レ

問
、

即
今
是
威
音
已
前
、
是
威
音
已
後
、
是
甚
麼
時
節
。
衆
下
レ

語
。
月
云
、
低
声
低
声
、
家
醜
不
レ

可
二

外
揚
一。
聞
二

空
中
語
一、
是
甚
麼
野
狐
精
。
鄭

行
山
肉
身
菩
薩
。
見
レ

珏
求
二

印
証
一、
幸
遭
二

舜
若
多
一

即
印
証
。
作
二

甚
麼
一

珏
肯
レ

之
、
肯
太
煞
肯
、
要
且
在
二

舜
若
多
脚
後
跟
一。
師
因
挙
二

世
尊

拈
花
之
因
縁
一、
世
尊
密
語
、
一
夜
落
花
雨
、
便
側
レ

耳
云
、
道
二

甚
麼
一。
迦
葉
不
二

覆
蔵
一、
満
城
流
水
香
。
便
撩
二

起
鼻
孔
一

云
、
百
万
衆
鼻
孔
、

穿
破
了
也
。

と
い
う
智
鑑
の
機
縁
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
種
月
す
な
わ
ち
南
英
謙
宗
の
著
語
も
残
さ
れ
て
い
る

）
10
（

。
こ
の
『
伝
法
偈
下
語
』

に
載
る
「
鄭
行
山
肉
身
菩
薩
」
の
因
縁
は
、
智
鑑
の
印
可
証
明
に
因
む
記
事
で
あ
り
、
も
と
も
と
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
基
づ
く
内
容

で
あ
る
が
、
謙
宗
が
直
接
に
依
拠
し
た
の
は
希
叟
紹
曇
が
記
し
た
『
五
家
正
宗
賛
』
に
載
る
記
事
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
じ
謙
宗
の
『
自

价
至
鑑
〈
五
燈
會
元
南
英
謙
宗
著
語
〉』
の
「
雪
竇
智
鑑
禅
師
」
の
項
に
も
、

雪
竇
智
鑑
禅
師
、
上
堂
曰
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一、一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
。

云
、
有
二

密
語
一、一
夜
落
花
雨
。
道
二

甚
麼
一。
不
二

覆
蔵
一、
満
城
流
水
香
。
闔
国
人
鼻
孔
、
穿
破
了
也
。

と
し
て
智
鑑
の
上
堂
語
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
謙
宗
の
著
語
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
字
通
り
『
五
燈
会
元
』
に
収

録
さ
れ
た
智
鑑
の
上
堂
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
に
謙
宗
が
自
ら
著
語
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
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庵
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）
（
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藤
）

二
二

宗
派
図
に
載
る
足
庵
智
鑑

　

一
方
、
雪
竇
山
の
智
鑑
の
名
は
各
種
の
禅
宗
宗
派
図
の
類
い
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
一
通
り
整
理
し
て
お
き

た
い
。
禅
宗
宗
派
図
と
は
禅
宗
の
師
資
相
承
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
た
嗣
法
相
承
の
系
図
の
こ
と
で
あ
り
、
智
鑑
の
名
を
最
も
早
く
載
せ
る

の
は
臨
済
宗
破
庵
派
（
聖
一
派
祖
）
の
東
福
円
爾
（
辨
円
、
聖
一
国
師
、
一
二
〇
二
―
一
二
八
〇
）
が
日
本
に
請
来
し
た
京
都
東
福
寺
所
蔵
『
仏
祖

宗
派
総
図
』
で
あ
る

）
11
（

。
こ
れ
は
泉
南
（
福
建
省
）
出
身
で
あ
っ
た
汝
達
と
い
う
禅
者
が
十
三
世
紀
の
前
半
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、こ
の
『
仏

祖
宗
派
総
図
』
に
は
「
明
州
天
童
大
休
宗
珏
〈
和
州
人
〉」
の
法
嗣
と
し
て
「
明
州
雪
豆
足
庵
智
鑒
〈
滁
州
人
〉」
の
名
が
た
だ
一
人
記
さ
れ

て
い
る
。

　

『
仏
祖
宗
派
総
図
』
に
は
そ
の
系
統
の
禅
者
（
法
嗣
）
が
活
躍
中
で
あ
っ
た
場
合
、
当
該
禅
者
の
次
世
代
を
黒
く
塗
り
潰
す
よ
う
に
表
現
さ

れ
て
い
る
。
臨
済
宗
の
楊
岐
派
で
は
「
杭
州
浄
慈
水
庵
師
一
」
と
「
潤
州
焦
山
或
庵
師
体
」
と
「
随
州
大
洪
老
衲
祖
証
」
の
三
禅
者
の
弟
子

の
箇
所
が
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
、
虎
丘
派
で
は
「
明
州
天
童
密
庵
咸
傑
」
の
弟
子
の
一
部
と
「
杭
州
霊
隠
松
源
崇
岳
」
の
弟
子
の
箇
所
が
塗

り
潰
さ
れ
、
大
慧
派
で
は
「
杭
州
浄
慈
混
源
曇
密
」
と
「
福
州
鼓
山
木
庵
安
永
」
と
「
明
州
育
王
拙
庵
徳
光
」
の
三
禅
者
の
弟
子
の
箇
所
が

そ
れ
ぞ
れ
黒
く
四
角
で
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
。
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
の
頃
、
水
庵
師
一
（
一
一
〇
七
―
一
一
七
六
）
・
或
庵
師
体

（
一
一
〇
八
―
一
一
七
九
）
・
老
衲
祖
証
・
密
庵
咸
傑
（
中
峰
、
一
一
一
八
―
一
一
八
六
）
・
松
源
崇
嶽
（
老
聵
翁
、
一
一
三
二
―
一
二
〇
二
）
・
混
源
曇

密
（
一
一
二
〇
―
一
一
八
八
）
・
木
庵
安
永
（
？
―
一
一
七
三
）
・
拙
庵
徳
光
（
東
庵
、
仏
照
禅
師
、
一
一
二
一
―
一
二
〇
三
）
ら
楊
岐
派
の
臨
済
禅
者

の
法
嗣
た
ち
が
す
で
に
諸
刹
で
一
方
の
住
持
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
を
開
始
し
て
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
曹
洞
宗
の
宏
智
派
で
は
「
杭
州
浄
慈
自
得
慧
暉
」
と
「
明
州
瑞
岩
石
窗
法
恭
」
の
弟
子
の
箇
所
が
や
は
り
黒
く
四
角
で

塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
自
得
慧
暉
（
一
〇
九
七
―
一
一
八
三
）
と
石
窓
法
恭
（
石
牕
叟
、
一
一
〇
二
―
一
一
八
一
）
の
法
嗣
ら
も
す
で
に
同

様
に
住
持
と
し
て
諸
刹
に
活
動
し
始
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
真
歇
派
の
「
明
州
雪
豆
足
庵
智
鑒
」
の
下
は
末
段
に
存
す

る
た
め
か
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
、
如
浄
が
智
鑑
の
法
嗣
と
し
て
す
で
に
建
康
府
（
南
京
）
の
石
頭
山
清
涼
広
慧
禅
寺
に
出
世
開
堂
し

て
以
降
に
当
た
る
か
ら
、
本
来
で
あ
る
な
ら
ば
「
明
州
雪
豆
足
庵
智
鑒
」
の
下
も
黒
く
四
角
で
塗
り
潰
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず

で
あ
ろ
う
。

　

同
じ
く
円
爾
が
日
本
に
将
来
し
た
嘉
熈
二
年
（
一
二
三
八
）
に
記
さ
れ
た
略
出
の
東
福
寺
所
蔵
『
宗
派
図
』（『
禅
宗
伝
法
宗
派
図
』
と
も
）
に
は
「
眞
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庵
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足
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塔
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』
（
上
）
（
佐
藤
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二
三

歇
了
禅
師
─
大
休
珏
禅
師
─
足
鑒
庵
─
天
童
浄
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
真
歇
派
で
は
大
休
宗
珏
・
足
庵
智
鑑
・
天
童
如
浄
の
三
代
が
補
筆
さ

れ
て
い
る
。
し
か
も
智
鑑
の
名
が
「
足
鑒
庵
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
足
鑒
庵
」
と
「
天
童
浄
」
の
箇
所
に
は
「
禅
師
」
の
語
が
付
さ

れ
て
い
な
い
。

　

日
本
で
南
北
朝
後
期
（
十
四
世
紀
の
後
半
）
に
編
集
刊
行
さ
れ
た
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
『
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
に
は
「
天
童
大
休
宗
珏
」

の
法
嗣
と
し
て
「
雪
竇
足
庵
智
鑑
」
と
あ
り
、室
町
中
期
（
十
五
世
紀
の
前
半
）
に
編
集
刊
行
さ
れ
た
『
仏
祖
宗
派
図
』
で
は
「
天
童
大
休
宝
珏
」

の
法
嗣
と
し
て
「
雪
竇
足
菴
知
鑑
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
江
戸
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
正
誤
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
一
で
は
「
天
童
大
休
宗

珏
」
の
法
嗣
に
「
雪
竇
足
菴
智
鑑
」
と
あ
り
、
同
じ
く
江
戸
期
の
『
掌
珠
宗
派
図
』
で
は
「
天
童
大
休
宝
珏
」
の
法
嗣
に
「
雪
豆
足
庵
知
鑑
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
宗
派
図
に
お
い
て
も
宗
珏
の
法
嗣
と
し
て
は
智
鑑
ひ
と
り
の
名
し
か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

伝
記
史
料
の
列
記
に
つ
い
て

　

そ
こ
で
以
下
、
智
鑑
の
事
跡
を
逐
一
に
考
察
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
基
本
と
な
る
主
な
伝
記
史
料
と
し
て
、「
雪
竇
足
菴
禅

師
塔
銘
」
を
中
心
に
下
記
五
点
を
内
容
ご
と
に
つ
ぎ
の
ご
と
く
列
記
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

足
菴
…
『
攻
媿
集
』
巻
一
一
〇
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」

補
続
…
『
補
続
高
僧
伝
』
巻
一
〇
「
習
禅
篇
」
の
「
智
鑒
伝
〈
足
菴
智
鑑
禅
師
〉」

祖
燈
…
『
祖
燈
大
統
』
巻
六
七
「
寧
波
府
雪
竇
足
庵
智
鑒
禅
師
」
の
章

全
書
…
『
五
燈
全
書
』
巻
三
〇
「
明
州
雪
竇
智
鑒
禅
師
」
の
章

四
明
…
『
四
明
山
志
』
巻
二
「
伽
藍
」
の
「
雪
竇
資
聖
寺
」
に
付
さ
れ
る
「
智
鑑
」
の
項

　

智
鑑
に
関
し
て
伝
記
史
料
の
基
本
と
な
る
の
は
あ
く
ま
で
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
で
あ
り
、
他
に
列
記
し
た
四
種
の
僧
伝
・
燈
史
や
地

誌
は
い
ず
れ
も
明
代
以
降
の
編
纂
で
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
記
述
を
受
け
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
四
種
の
史
料
は
そ
れ
ぞ
れ

編
輯
抜
粋
の
仕
方
や
意
図
が
異
な
っ
て
お
り
、
智
鑑
の
伝
記
全
般
に
つ
い
て
書
き
記
し
て
い
る
点
で
参
考
史
料
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ

る
。
以
下
、
各
内
容
の
箇
所
で
該
当
す
る
記
載
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
史
料
を
省
略
し
て
列
記
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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二
四

法
諱
と
道
号
お
よ
び
郷
関
と
俗
姓

足
菴
…
師
諱
智
鑑
。
滁
之
全
椒
人
、
俗
姓
呉
。（
中
略
）
師
生
二

于
淮
南
一、
而
化
縁
独
在
二

四
明
一、
屢
易
二

法
席
一。
名
震
二

江
湖
一、
而
終
不
レ

越
レ

境
、

自
号
二

足
菴
一。
人
以
二

古
仏
一

称
レ

之
。

補
続
…
智
鑒
。
滁
之
全
椒
人
、
生
二

呉
氏
一。

祖
燈
…
寧
波
府
雪
竇
足
庵
智
鑒
禅
師
。
滁
之
全
椒
呉
氏
子
。

全
書
…
明
州
雪
竇
智
鑒
禅
師
。
滁
州
呉
氏
子
。

四
明
…
智
鑒
、
号
足
菴
。
俗
姓
呉
氏
、
全
椒
人
也
。（
中
略
）
寺
志
、
以
二

智
鑑
・
足
菴
一、
分
為
二

二
人
一。
不
レ

知
三

足
菴
為
二

智
鑑
之
号
一。

　

こ
の
人
の
法
諱
す
な
わ
ち
僧
名
に
関
し
て
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
で
は
「
智
鑑
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
嘉
泰
普
燈
録
』
と
『
五
燈
会

元
』
さ
ら
に
後
代
の
『
補
続
高
僧
伝
』
や
『
祖
燈
大
統
』『
五
燈
全
書
』
で
は
厳
密
に
は
い
ず
れ
も
「
智
鑒
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
法
諱
は

出
家
得
度
し
た
際
に
受
業
師
か
ら
命
名
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、「
鑒
」
は
「
鑑
」
の
別
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
一
般
に
通
用
す
る

智
鑑
を
も
っ
て
統
一
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
史
料
を
引
用
す
る
場
合
は
、「
智
鑑
」
と
「
智
鑒
」
は
明
確
に
区
別
す
る
も
の
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
諱
は
得
度
剃
髪
の
師
匠
で
あ
る
受
業
師
が
命
名
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
出
家
得
度
を
考
察
す
る
際
に
詳
し

く
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

一
方
、
智
鑑
は
道
号
を
足
庵
あ
る
い
は
足
菴
と
称
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
関
し
て
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
、

師
、
淮
南
に
生
ま
れ
て
、
化
縁
は
独
り
四
明
に
在
り
て
、
屢
し
ば
法
席
を
易
う
。
名
は
江
湖
に
震
い
、
而
も
終
に
境
を
越
え
ず
、
自
ら
足
菴
と
号
す
。

と
あ
る
ご
と
く
、
由
来
は
化
縁
の
住
持
地
が
す
べ
て
東
浙
（
浙
江
省
東
部
）
の
明
州
（
四
明
）
地
内
に
限
ら
れ
、
他
州
の
寺
院
に
住
持
し
な
か

っ
た
因
縁
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
智
鑑
が
足
庵
ま
た
は
足
菴
の
道
号
を
用
い
た
の
は
比
較
的
晩
年
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、

明
州
内
の
禅
院
の
み
で
活
動
す
る
こ
と
が
決
定
的
と
な
っ
た
雪
竇
山
住
持
期
の
頃
に
称
し
た
も
の
と
解
さ
れ
、
師
の
宗
珏
な
ど
他
か
ら
付
与

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
命
名
し
た
自
号
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

智
鑑
と
同
じ
頃
に
同
じ
「
足
庵
」
の
道
号
を
用
い
た
僧
と
し
て
は
ほ
か
に
数
名
ほ
ど
存
し
て
い
る
。
臨
江
軍
（
江
西
省
）
の
東
山
光
化
寺

の
住
持
で
あ
っ
た
足
庵
普
吉
と
い
う
禅
者
が
知
ら
れ
て
お
り
、
普
吉
は
大
慧
派
の
拙
庵
徳
光
（
東
庵
、
仏
照
禅
師
、
一
一
二
一
─
一
二
〇
三
）
が

一
五
歳
で
出
家
得
度
し
た
と
き
の
受
業
師
と
し
て
知
ら
れ
る
。
足
庵
普
吉
の
系
譜
を
示
せ
ば
、
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二
五

黄
龍
慧
南
─
晦
堂
祖
心
─
霊
源
惟
清
─
長
霊
守
卓
─
普
明
慧
琳
─
足
庵
普
吉

と
な
り
、
臨
済
宗
黄
龍
派
の
晦
堂
祖
心
（
宝
覚
禅
師
、
一
〇
二
五
―
一
一
〇
〇
）
の
流
れ
に
連
な
る
禅
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
普
吉
は
黄
龍
派
の

普
明
慧
琳
の
法
を
嗣
い
で
お
り
、
長
霊
守
卓
（
一
〇
六
五
―
一
一
二
三
）
の
法
孫
に
当
た
っ
て
い
る
。
大
慧
派
の
拙
庵
徳
光
が
普
吉
を
受
業
師

と
仰
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
智
鑑
と
普
吉
が
共
に
足
庵
と
云
う
道
号
を
用
い
て
並
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う

）
12
（

。
ほ
か
に
も

智
鑑
と
同
世
代
で
足
庵
（
足
菴
）
の
道
号
を
用
い
た
僧
と
し
て
、
越
州
（
浙
江
省
）
餘
姚
県
の
極
楽
教
寺
に
住
持
し
た
足
庵
戒
度
と
い
う
教
僧

の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る

）
13
（

。

　

ま
た
南
宋
末
期
に
は
足
翁
徳
麟
（
一
一
九
九
─
一
二
七
一
）
と
い
う
臨
済
禅
者
が
存
し
て
お
り
、
こ
の
徳
麟
は
大
慧
派
の
流
れ
に
連
な
り
、

大
慧
宗
杲
─
拙
庵
徳
光
─
無
際
了
派
─
足
翁
徳
麟
と
つ
づ
く
法
統
を
継
承
し
て
い
る
。
徳
麟
は
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
寺
で
無
際
了
派

（
一
一
四
九
─
一
二
二
四
）
に
参
じ
て
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
り
、拙
庵
徳
光
の
法
孫
に
当
た
っ
て
い
る
。
日
本
の
道
元
が
嘉
定
一
六
年
（
一
二
二
三
）

に
入
宋
し
て
天
童
山
の
了
派
の
も
と
に
投
じ
た
当
初
、
と
き
に
天
童
山
に
在
っ
た
と
見
ら
れ
る
徳
麟
と
同
参
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
天

童
山
で
了
派
に
参
学
し
て
法
を
嗣
い
だ
後
、
徳
麟
は
晩
年
ま
で
ほ
ぼ
明
州
地
内
の
諸
禅
刹
の
住
持
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
最
後
に
至

っ
て
鎮
江
府
（
江
蘇
省
）
丹
徒
県
の
焦
山
普
済
禅
寺
（
後
世
の
定
慧
寺
）
に
遷
住
し
て
い
る
。
徳
麟
の
場
合
、
唐
代
の
石
頭
希
遷
（
無
際
大
師
、

七
〇
〇
―
七
九
〇
）
の
「
衆
角
雖
レ

多
一
麟
足
」
の
語
句
に
因
ん
で
道
号
を
足
翁
と
称
し
た

）
14
（

わ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
智
鑑
と
同
じ
よ
う
に
明
州

地
内
の
禅
院
に
久
し
く
住
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
足
庵
に
肖
っ
て
徳
麟
が
足
翁
の
道
号
を
用
い
て
い
る
面
も
存
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

い
ま
ひ
と
り
智
鑑
と
同
じ
曹
洞
禅
者
で
は
あ
る
が
、
元
代
初
期
に
活
躍
し
た
北
地
曹
洞
宗
の
雪
庭
福
裕
（
光
宗
正
法
禅
師
、
一
二
〇
三
─

一
二
七
五
）
の
法
嗣
に
足
庵
浄
粛
と
い
う
禅
者
も
伝
え
ら
れ
て
い
る

）
15
（

。
そ
の
系
譜
を
示
す
な
ら
ば
、

芙
蓉
道
楷
―
浄
因
自
覚
―
青
州
一
辨
…
（
中
略
）
…
万
松
行
秀
―
雪
庭
福
裕
―
足
庵
浄
粛

と
な
る
。
浄
粛
は
元
代
初
期
に
洛
陽
（
河
南
省
）
登
封
県
の
嵩
山
少
林
禅
寺
や
済
南
（
山
東
省
）
長
清
県
の
泰
山
霊
巌
禅
寺
に
住
持
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る

）
16
（

。

　

と
こ
ろ
で
、『
四
明
山
志
』
で
は
「
寺
志
は
智
鑑
・
足
菴
を
以
て
分
け
て
二
人
と
為
す
。
足
菴
が
智
鑑
の
号
為
る
を
知
ら
ず
」
と
註
記
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
四
上
「
祖
系
」
の
「
宋
」
に
「
雪
竇
鑑
禅
師
」
の
項
が
存
し
て
「
雪
竇
鑑
禅
師
、
曹
洞
宗
第
十
一
世
。

師
嗣
二

真
歇
了
一

」
と
あ
り
、
そ
れ
と
別
に
「
足
菴
智
鑒
禅
師
」
の
項
も
存
し
て
「
足
菴
智
鑒
禅
師
、
曹
洞
宗
第
十
二
世
。
（
中
略
）
師
嗣
二

天

童
珏
一
、珏
嗣
二

真
歇
了
一
。
其
法
嗣
天
童
如
浄
」と
記
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は『
雪
竇
寺
志
畧
』も
同
様
で
あ
り
、『
雪



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

二
六

竇
寺
志
畧
』「
歴
代
禅
師
」
の
「
足
菴
鑑
禅
師
〈
詩
三
首
〉」
の
項
に
も
「
師
嗣
二

真
歇
了
一
、其
灋
嗣
天
童
如
浄
」
と
し
な
が
ら
、さ
ら
に
別
に
「
智

鑒
禅
師
」
の
項
が
存
し
て
末
尾
に
「
嗣
二

天
童
珏
一
、其
灋
嗣
天
童
如
浄
」
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
雪
竇
寺
誌
』
の
「
雪
竇
鑑
禅
師
」
と
『
雪

竇
寺
志
畧
』
の
「
足
菴
鑑
禅
師
」
が
真
歇
清
了
の
法
嗣
と
さ
れ
、『
雪
竇
寺
誌
』
の
「
足
菴
智
鑑
禅
師
」
と
『
雪
竇
寺
志
畧
』
の
「
智
鑒
禅
師
」

が
天
童
宗
珏
の
法
嗣
と
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
智
鑒
と
足
庵
智
鑑
に
関
し
て
は
同
一
人
物
と
見
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
後
に
詳
し
く
触
れ
る
が
、
智
鑑
に
は
鄭
行
山
肉
身
菩
薩
ま
た
は
鄭
行
山
古
仏
と
尊
称
さ
れ
た
因
縁
が
存
し
て
お
り
、
ま
た
慈
悲

深
い
行
化
か
ら
観
音
菩
薩
や
中
国
浄
土
教
の
終
南
大
師
善
導
（
光
明
大
師
、
六
一
三
―
六
八
一
）
に
も
譬
え
ら
れ
て
い
る
。

　

智
鑑
は
滁
州
（
安
徽
省
）
全
椒
県
の
出
身
で
あ
り
、
父
方
の
俗
姓
が
呉
氏
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
父
親
呉
氏
の
名
や
母

方
の
俗
姓
な
ど
に
つ
い
て
は
何
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
で
は
「
滁
の
全
椒
の
人
、
俗
姓
は
呉
」
と
あ
り
、『
補
続

高
僧
伝
』
で
は
「
滁
の
全
椒
の
人
、
呉
氏
に
生
ま
る
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
『
祖
燈
大
統
』
で
は
「
滁
の
全
椒
、
呉
氏
の
子
」
と
、『
五
燈

全
書
』
で
は
「
滁
州
の
呉
氏
の
子
」
と
あ
り
、『
四
明
山
志
』
で
は
「
俗
姓
は
呉
氏
、
全
椒
の
人
な
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
滁
州
は
徐
州
（
江

蘇
省
）
と
は
別
で
あ
り
、
隋
の
開
皇
九
年
（
五
八
九
）
に
設
置
さ
れ
、
下
部
に
清
流
県
・
全
淑
県
・
来
安
県
を
管
轄
し
て
い
た
。
全
椒
県
は
滁

州
地
内
の
一
県
で
あ
っ
て
、長
江
（
揚
子
江
）
を
挟
ん
で
南
京
（
建
康
府
）
の
北
側
に
位
置
し
て
い
る

）
17
（

。
現
今
の
安
徽
省
滁
州
市
全
椒
県
に
当
た
り
、

滁
州
市
の
な
か
で
は
南
部
に
位
置
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
滁
州
西
南
に
は
瑯
琊
山
開
化
寺
が
存
し
、北
宋
代
に
臨
済
宗
の
瑯
琊
慧
覚
（
広
照
禅
師
）

が
化
導
を
敷
い
た
地
と
し
て
名
高
い
。「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
銘
の
部
分
に
は
智
鑑
の
出
生
地
に
関
し
て
「
生
于
淮
蹼
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
淮
と
は
淮
水
の
こ
と
で
あ
り
、
安
徽
か
ら
江
蘇
を
経
て
東
海
に
注
ぐ
河
川
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
帯
を
い
う
地
名
で
淮
南
・
淮
北
・

淮
東
・
淮
西
な
ど
の
言
い
方
も
存
し
て
お
り
、
広
く
安
徽
の
地
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
蹼
と
は
堧
と
同
じ
く
空
き
地
の
意
で
あ
り
、
と
く
に

河
川
の
淵
の
土
地
す
な
わ
ち
水
辺
を
表
現
し
て
い
る

）
18
（

か
ら
、
智
鑑
の
生
ま
れ
故
郷
は
全
椒
県
で
も
長
江
流
域
に
近
い
辺
り
で
あ
っ
た
も
の
と

見
ら
れ
る
。
智
鑑
が
滁
州
全
淑
県
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
北
宋
末
期
か
ら
南
宋
初
期
に
か
け
て
江
南
に
進
出
を
な
し
つ
つ
あ
っ
た
曹
洞
宗
と
関

わ
る
上
で
、
や
が
て
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

智
鑑
が
出
生
し
た
の
は
示
寂
年
時
を
世
寿
で
逆
算
す
る
こ
と
で
、
北
宋
末
期
の
崇
寧
四
年
（
一
一
〇
五
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
智

鑑
が
生
ま
れ
る
二
年
前
の
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
に
は
雲
門
宗
の
長
蘆
宗
賾
（
慈
覚
禅
師
）
が
『
禅
苑
清
規
』
一
〇
巻
を
編
纂
し
て
い
る
。
崇

寧
三
年
（
一
一
〇
四
）
六
月
に
は
臨
済
宗
楊
岐
派
の
五
祖
法
演
（
東
山
、
？
―
一
一
〇
四
）
が
八
〇
余
歳
で
示
寂
し
て
お
り
、
こ
の
年
に
は
曹
洞

宗
の
芙
蓉
道
楷
（
定
照
禅
師
、
一
〇
四
三
―
一
一
一
八
）
が
開
封
府
（
河
南
省
）
の
十
方
浄
因
禅
院
に
住
持
し
、
丹
霞
子
淳
（
徳
淳
と
も
、
一
〇
六
四



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

二
七

―
一
一
一
七
）
が
鄧
州
（
河
南
省
）
南
召
県
の
丹
霞
山
棲
霞
禅
寺
に
開
堂
出
世
し
て
い
る
。
ま
た
黄
龍
派
の
保
寧
円
璣
（
醒
醒
道
者
、
無
学
老
、

一
〇
三
六
―
一
一
一
八
）
も
同
年
に
建
康
府
（
南
京
）
上
元
県
の
鳳
台
山
保
寧
禅
院
に
住
持
し
て
い
る
。
ま
さ
に
当
時
は
雲
門
宗
・
臨
済
宗
黄
龍

派
・
臨
済
宗
楊
岐
派
・
曹
洞
宗
が
そ
れ
ぞ
れ
自
派
の
命
運
を
か
け
て
躍
進
と
衰
退
を
演
じ
て
い
く
時
期
な
の
で
あ
る
。
智
鑑
が
生
ま
れ
た
崇

寧
四
年
に
は
九
月
三
〇
日
に
書
家
・
文
人
と
し
て
名
高
い
黄
庭
堅
（
魯
直
、
山
谷
居
士
、
一
〇
四
五
―
一
一
〇
五
）
が
六
一
歳
で
逝
去
し
て
い
る

の
も
興
味
深
い
。

幼
年
期
の
逸
話
「
我
が
手
は
是
れ
仏
手
な
り
」

足
菴
…
自
二

児
時
一、已
喜
二

仏
書
一、毎
以
二

白
紙
一

為
レ

経
。
跏
趺
端
坐
、誦
レ

之
琅
琅
然
。
母
嘗
与
洗
二

手
傷
一、因
曰
、是
什
麼
手
。
忽
対
曰
、我
手
是
仏
手
。

遂
視
レ

母
大
笑
。
少
長
、
日
記
二

経
文
千
餘
言
一。

補
続
…
自
二

児
時
一、
已
喜
二

仏
書
一、
毎
以
二

白
紙
一

為
レ

経
。
跏
趺
端
坐
、
誦
レ

之
声
琅
琅
動
レ

人
。
母
甞
与
洗
二

手
傷
一、
戯
問
、
是
甚
麼
手
。
対
曰
、
仏
手
。

視
レ

母
大
笑
。

祖
燈
…
児
時
喜
レ

読
二

仏
書
一。
一
日
母
与
洗
二

手
瘍
一、
戯
問
、
是
什
麼
。
師
曰
、
仏
手
耳
。
視
レ

母
為
大
笑
。

全
書
…
児
時
母
与
洗
二

手
瘍
一、
因
曰
、
是
甚
麼
。
対
曰
、
我
手
似
二

仏
手
一。

　

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
や
『
補
続
高
僧
伝
』
に
は
幼
少
期
の
俗
名
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
智
鑑
が
幼
い
頃
に
な
し
た
逸
話
二
つ
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

児
た
り
し
時
よ
り
已
に
仏
書
を
喜
び
、
毎
に
白
紙
を
以
て
経
と
為
す
。
跏
趺
端
坐
し
、
之
れ
を
誦
す
る
に
琅
琅
然
た
り
。
母
、
嘗
て
与
め
に
手
傷

を
洗
い
、
因
み
に
曰
く
、「
是
れ
什
麼
の
手
ぞ
」
と
。
忽
ち
対
え
て
曰
く
、「
我
が
手
は
是
れ
仏
手
な
り
」
と
。
遂
に
母
を
視
て
大
笑
す
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
の
逸
話
は
、
智
鑑
が
幼
児
の
頃
か
ら
仏
書
を
読
む
の
を
喜
び
、
つ
ね
に
白
紙
を
経
典
に
準
え
て
坐
を
端
し
結
跏

趺
坐
し
て
読
誦
し
、
そ
の
声
が
朗
々
と
響
い
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
智
鑑
の
父
母
が
も
と
も
と
仏
教
の
信
者
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
幼
い
頃
よ
り
そ
の
影
響
を
受
け
て
自
然
と
身
に
付
い
て
い
た
左
証
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
白
紙
を
経
典
に
模
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文

字
を
知
ら
な
い
頃
か
ら
暗
唱
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
、
姿
勢
を
正
し
て
跏
趺
端
坐
し
て
詠
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
幼
い

智
鑑
が
寺
院
に
詣
で
た
折
に
住
僧
が
経
典
を
手
に
し
て
読
誦
し
て
い
た
様
子
を
見
て
、
そ
の
姿
を
自
ら
真
似
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

興
味
深
い
の
は
智
鑑
が
経
典
を
読
誦
す
る
際
、
跏
趺
端
坐
す
る
の
を
好
ん
で
い
た
と
伝
え
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
跏
趺
端
坐
と
は
足
を
組



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

二
八

ん
で
姿
勢
を
正
し
て
坐
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
結
跏
趺
坐
し
て
坐
禅
を
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
幼
い
頃
か
ら
坐
禅
に
対

し
て
違
和
感
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
面
で
は
智
鑑
は
天
然
の
禅
者
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
智
鑑
が
経
典

を
読
誦
す
る
声
は
か
な
り
透
き
通
っ
た
美
声
で
あ
っ
た
と
す
る
の
も
興
味
深
く
、
こ
う
し
た
点
も
僧
侶
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
資
質
に
恵

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

）
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。

　

い
ま
一
つ
の
逸
話
と
し
て
、
幼
い
頃
か
つ
て
智
鑑
が
手
を
怪
我
し
、
手
傷
を
洗
っ
て
い
た
折
に
母
親
が
「
何
の
手
か
な
」
と
尋
ね
る
と
、

す
ぐ
さ
ま
智
鑑
が
「
我
が
手
は
仏
の
手
だ
よ
」
と
答
え
、
母
親
を
見
て
大
笑
い
し
た
と
さ
れ
る
。『
補
続
高
僧
伝
』
で
は
、
母
親
の
問
い
に
対

し
て
単
に
「
仏
手
」
と
の
み
答
え
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
幼
年
期
の
逸
話
に
つ
い
て
は
『
五
燈
会
元
』
の
智
鑑
の
章
に
も
、

児
時
、
母
与
洗
二

手
瘍
一、
因
曰
、
是
甚
麼
。
対
曰
、
我
手
似
二

仏
手
一。

児
た
り
し
時
、
母
、
与
に
手
の
瘍
を
洗
う
に
、
因
み
に
曰
く
、「
是
れ
甚
麼
ぞ
」
と
。
対
え
て
曰
く
、「
我
が
手
、
仏
手
に
似
た
り
」
と
。

と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
我
が
手
は
仏
の
手
の
よ
う
だ
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
な
り
に
知
ら
れ
た
逸
話
で
あ
っ
た
も
の
と

見
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
因
縁
は
『
五
燈
会
元
』
の
智
鑑
の
章
を
介
し
て
日
本
で
瑩
山
紹
瑾
の
『
伝
光
録
』
や
天
性
融
石
（
融
然
）
の
『
仏
祖

正
伝
記
』
な
ど
に
も
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
曹
洞
宗
内
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
「
雪

竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
で
は
「
我
が
手
は
是
れ
仏
手
な
り
」
と
答
え
て
い
る
の
に
対
し
、『
五
燈
会
元
』
に
な
る
と
「
我
が
手
は
仏
手
に
似
た
り
」

と
な
っ
て
お
り
、
表
現
が
微
妙
に
相
違
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
「
我
が
手
は
仏
手
に
似
た
り
」
と
い
う
表
現
は
、
智
鑑
よ
り
以
前
に
す
で
に
同
様
の
こ
と
ば
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
嘉
泰
普
燈
録
』

巻
三
「
隆
興
府
黄
龍
普
覚
慧
南
禅
師
」
の
章
に
よ
れ
ば
、

室
中
挙
レ

手
問
レ

僧
、
我
手
何
似
二

仏
手
一。
垂
レ

足
曰
、
我
脚
何
似
二

驢
脚
一。
人
人
尽
有
二

生
縁
一、
上
座
生
縁
在
二

何
処
一。
学
者
莫
レ

有
レ

契
二

其
旨
一、
叢

林
目
レ

之
為
二

黄
龍
三
関
一。
脱
有
レ

酬
者
、
師
未
二

嘗
可
否
一。
人
莫
レ

涯
二

其
意
一。
有
問
二

其
故
一、
師
曰
、
已
過
レ

関
者
掉
レ

臂
径
去
、
安
知
レ

有
二

関
吏
一。

従
レ

吏
問
二

安
否
一、
此
未
レ

透
レ

関
者
也
。（
卍
続
蔵
一
三
七
・
三
四
ａ
）

と
あ
り
、ま
た
日
本
で
建
仁
寺
両
足
院
の
高
峰
東
晙
（
一
七
一
四
―
一
七
七
九
、ま
た
は
一
七
三
六
―
一
八
〇
一
）
が
編
輯
し
た
『
黄
龍
慧
南
禅
師
語
録
』

「
続
補
」
に
も
、

師
室
中
常
問
二

僧
出
家
所
以
郷
関
来
歴
一。
復
扣
云
、
人
人
尽
有
二

生
縁
処
一、
那
箇
是
上
座
生
縁
処
。
又
復
当
レ

機
問
答
、
正
馳
二

鋒
辯
一。
却
復
伸
レ

手
云
、

我
手
何
似
二

仏
手
一。
又
問
二

諸
方
参
請
宗
師
所
得
一。
却
復
垂
レ

脚
云
、
我
脚
何
似
二

驢
脚
一。
三
十
餘
年
示
二

此
三
問
一、
往
往
学
者
多
不
レ

湊
レ

機
。
叢
林
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二
九

共
目
為
二

三
関
一。（
大
正
蔵
四
七
・
六
三
六
ｃ
）

と
あ
る
ご
と
く
、
こ
の
「
我
が
手
、
何
ぞ
仏
手
に
似
た
る
」
の
こ
と
ば
は
臨
済
宗
黄
龍
派
祖
で
あ
る
黄
龍
慧
南
（
積
翠
老
南
、
普
覚
禅
師
、

一
〇
〇
二
─
一
〇
六
九
）
が
な
し
た
説
示
と
し
て
す
で
に
見
ら
れ
る
。
智
鑑
の
「
我
が
手
は
是
れ
仏
手
な
り
」
と
い
う
逸
話
も
、
こ
の
黄
龍
慧

南
が
「
黄
龍
三
関
」
で
「
我
手
、
何
ぞ
仏
手
に
似
た
る
」
と
語
っ
た
示
衆
を
踏
ま
え
た
発
想
と
も
解
さ
れ
よ
う

）
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が
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
幼

い
智
鑑
が
感
じ
た
こ
と
を
自
発
的
に
答
え
た
こ
と
ば
で
あ
っ
た
と
見
て
お
き
た
い
。

　

さ
ら
に
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
や
『
補
続
高
僧
伝
』
に
「
跏
趺
端
坐
」
の
語
が
存
し
、智
鑑
が
日
々
に
結
跏
趺
坐
し
て
身
を
質
し
て
坐
り
、

坐
禅
の
か
た
ち
を
行
じ
た
と
い
う
の
も
、
仏
像
の
基
本
形
で
あ
る
坐
禅
姿
の
坐
像
に
親
し
ん
で
い
た
証
し
と
い
っ
て
よ
く
、
幼
い
頃
か
ら
坐

禅
を
苦
と
せ
ず
自
然
と
仏
行
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
智
鑑
は
ま
さ
に
幼
き
頃
よ
り
天
然
の
禅
者
の
ご
と
き
雰
囲
気
が
存
し
て
い

た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
智
鑑
は
仏
縁
に
恵
ま
れ
た
家
庭
環
境
の
中
で
幼
年
期
を
過
ご
し
た
よ
う
で
あ
り
、
母
親
も
熱
心
な
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。
智
鑑
に
兄
弟
姉
妹
が
存
し
た
か
否
か
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
幼
い
と
き
か
ら
仏
典
に
親
し
ん
で
い
た
も
の
ら
し
く
、「
雪

竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
は
「
少
し
く
長
じ
て
日
に
経
文
千
餘
言
を
記
す
」
と
伝
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
智
鑑
は
信
仰
深
い
父
母
の
影
響
を
受

け
て
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
仏
縁
に
恵
ま
れ
て
育
ち
、
や
や
年
齢
が
長
じ
る
と
日
々
に
仏
典
を
写
経
す
る
こ
と
で
書
道
を
修
め
て
い
っ
た
も
の

と
見
ら
れ
、
毎
日
、
写
経
に
努
め
て
経
文
一
〇
〇
〇
余
言
を
書
き
写
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
智
鑑
が
こ
の
と
き
何
の
経
文
を
書
写
し
て
い
た

の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
『
法
華
経
』
な
ど
大
乗
経
典
の
類
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
、
後
に
入
宋
求
法
し
た
道
元
を
は
じ
め
、
そ
の
法
嗣
や
法
孫
な
ど
で
入
宋
・
入
元
し
た
曹
洞
禅
者
が
一
点
一
軸
で
も
智
鑑
の
墨
蹟

を
探
し
求
め
て
日
本
に
請
来
し
て
い
た
な
ら
ば
、
書
に
秀
で
た
智
鑑
の
筆
跡
も
窺
い
知
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
智
鑑
の
墨
蹟
が
現
今
に
一
つ
も

伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
誠
に
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

両
親
が
相
継
い
で
逝
去
し
て
出
家
を
志
す

足
菴
…
連
遭
二

親
喪
一、
決
二

意
出
家
一、
誓
下

修
二

苦
行
一

以
報
中

罔
極
之
恩
上。

補
続
…
俄
二
親
倶
喪
。

祖
燈
…
俄
失
二

二
親
一。
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三
〇

全
書
…
長
失
二

恃
怙
一。

　

順
風
満
帆
で
事
が
進
ん
で
い
け
ば
、
お
そ
ら
く
智
鑑
は
出
家
す
る
こ
と
も
な
く
、
信
仰
深
い
両
親
の
も
と
で
敬
虔
な
仏
教
信
者
と
し
て
生

涯
を
過
ご
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
少
し
く
成
長
し
た
智
鑑
の
身
に
父
母
の
死
と
い
う
、
生
き
方
の
大
転
換
を
迫
ら
れ

る
事
態
が
襲
っ
て
い
る
。
智
鑑
が
仏
門
に
投
じ
る
動
機
と
な
っ
た
の
が
こ
の
父
母
の
死
で
あ
り
、こ
の
点
を
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
で
は
「
連

り
に
親
の
喪
に
遭
い
、
出
家
を
決
意
し
、
苦
行
を
修
め
て
以
て
罔
極
の
恩
に
報
い
ん
こ
と
を
誓
う
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
点
、『
補
続
高
僧

伝
』
で
は
「
俄
か
に
二
親
倶
に
喪
う
」
と
単
に
記
し
、『
祖
燈
大
統
』
で
は｢

俄
か
に
二
親
を
失
う｣

と
あ
り
、『
五
燈
全
書
』
で
も
「
長
じ

て
恃
怙
を
失
う
」
と
簡
略
に
伝
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
智
鑑
は
立
て
つ
づ
け
に
二
親
す
な
わ
ち
父
母
両
親
を
失
っ
た
も
の
ら
し
く
、
恃
怙
と
い
う
の
も
頼
り
と
す
べ
き
父
母
の

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い

）
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。
智
鑑
が
両
親
を
相
次
い
で
失
っ
た
の
が
何
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
状
況
か
ら

す
る
と
一
〇
歳
代
の
半
ば
く
ら
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
突
如
、
両
親
の
死
去
に
遭
遇
し
た
智
鑑
は
こ
れ
よ
り
新
た
な
生
き
方
の
選
択
を
迫
ら

れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
中
で
父
母
養
育
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
智
鑑
が
選
ん
だ
生
き
方
こ
そ
出
家
と
い
う
道
で
あ
っ
た
。
寄
る
辺
を
失

っ
た
智
鑑
と
し
て
は
、
経
文
な
ど
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
因
縁
か
ら
仏
門
に
投
じ
て
出
家
の
道
を
歩
む
こ
と
を
決
意
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

い
わ
ば
、
幼
い
と
き
か
ら
培
っ
て
き
た
仏
縁
が
父
母
の
死
を
契
機
に
智
鑑
に
出
家
の
道
を
歩
ま
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
智
鑑
は
仏
門
に
投
じ
て
出
家
し
、
厳
し
い
苦
行
を
修
め
て
極
ま
り
な
き
広
大
な
仏
恩
に
報
い
る
こ
と
を
自
ら
に
誓
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
苦
行
と
は
こ
こ
で
は
単
に
厳
し
い
仏
道
修
行
と
い
っ
た
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
、
智
鑑
と
し
て
は
出
家
を
決
意
し

た
時
点
で
、
誓
願
の
ご
と
き
も
の
を
発
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
罔
極
の
恩
と
は
極
ま
り
な
き
恩
と
い
う
意
で
あ
り

）
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、
報
い
る
こ
と
が
で

き
な
い
ほ
ど
限
り
な
き
恩
恵
を
い
い
、
広
大
無
辺
な
仏
恩
に
譬
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
当
然
な
が
ら
相
継
い
で
逝
去
し
た
両
親
の
慈

悲
に
満
ち
た
養
育
の
恩
に
も
報
い
た
い
と
す
る
智
鑑
の
思
い
、
果
て
し
な
き
父
母
に
対
す
る
恩
愛
も
当
然
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

智
鑑
の
法
孫
に
当
た
る
日
本
の
道
元
の
場
合
の
よ
う
に
、
母
親
の
死
を
通
し
て
無
常
を
感
じ
た
こ
と
が
出
家
の
動
機
と
な
っ
た
例
は
あ
る

が
、
智
鑑
の
場
合
は
両
親
が
立
て
つ
づ
け
に
死
去
し
、
全
く
寄
る
辺
を
失
っ
た
こ
と
が
出
家
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
両
親

が
相
継
い
で
逝
去
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
智
鑑
は
出
家
す
る
こ
と
は
な
く
、
奇
特
な
仏
教
信
者
・
在
俗
居
士
と
し
て
一
生
を
送
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
智
鑑
と
同
じ
よ
う
に
両
親
が
共
に
死
去
し
た
こ
と
を
契
機
と
出
家
の
道
を
歩
ん
だ
禅
者
の
例
と
し
て
、
智
鑑
と
同
時
代

で
は
大
慧
派
の
拙
庵
徳
光
（
東
庵
、
仏
照
禅
師
）
が
存
し
て
お
り

）
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、
ま
た
楊
岐
派
の
無
門
慧
開
（
仏
眼
禅
師
、
一
一
八
三
─
一
二
六
〇
）
と
同
門
に
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三
一

当
た
る
皖
山
正
凝
（
止
凝
と
も
）
な
ど
に
も
同
様
の
事
跡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

）
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。

　

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
は
じ
め
伝
記
史
料
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
状
況
的
に
智
鑑
は
郷
里
の
何
れ
か
の
寺
院
に
投
じ
て
童
子

行
者
（
童
行
）
と
な
っ
て
仏
門
へ
の
第
一
歩
を
記
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
両
親
が
生
前
に
幼
き
智
鑑
を
携
え
て
し
ば
し
ば
訪

れ
て
い
た
生
家
の
近
隣
に
存
し
た
村
寺
に
投
じ
た
と
解
す
る
の
が
、
寄
る
辺
を
失
っ
た
幼
き
智
鑑
と
し
て
は
最
も
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。

真
州
長
蘆
崇
福
禅
院
の
真
歇
清
了
の
も
と
に
投
ず
る

足
菴
…
真
歇
禅
師
、
方
住
二

長
蘆
一。
径
往
依
投
、
一
見
異
レ

之
。
師
勤
苦
精
進
、
終
歳
脇
不
レ

至
レ

席
。

補
続
…
依
二

長
蘆
真
歇
了
一

出
家
、
厲
精
脇
不
レ

至
レ

席
者
数
年
。

祖
燈
…
走
二

真
州
一

依
二

長
蘆
了
一

剃
染
。

全
書
…
依
二

真
歇
於
長
蘆
一。

四
明
…
初
至
二

長
蘆
一。

　

ま
も
な
く
智
鑑
は
行
脚
遍
参
し
て
真
州
（
江
蘇
省
）
儀
真
県
（
儀
徴
県
）
す
な
わ
ち
後
世
の
六
合
県
（
現
在
は
南
京
市
六
合
区
）
の
南
に
位
置
す

る
長
蘆
崇
福
禅
院
（
長
蘆
寺
）
に
赴
い
て
い
る
が
、
智
鑑
は
仏
門
に
投
じ
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
得
度
剃
髪
の
儀
式
も
経
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
り
、
一
介
の
行
者
の
ご
と
き
立
場
で
寺
に
身
を
寄
せ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
郷
里
で
あ
る
滁
州
全
椒
県
か
ら
長
江
北
岸
を
東
方
に
進
ん
で
真

州
に
到
る
か
ら
、
当
時
す
で
に
著
名
な
禅
刹
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
真
州
の
長
蘆
寺
に
初
め
か
ら
掛
搭
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
は
「
真
歇
禅
師
、
方
め
て
長
蘆
に
住
す
。
径
ち
に
往
き
て
依
投
す
る
に
、
一
見
し
て
之
れ
を
異
と
す
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
『
補
続
高
僧
伝
』
で
は
「
長
蘆
の
真
歇
了
に
依
り
て
出
家
す
」
と
あ
る
。

　

清
の
康
熙
二
三
年
（
一
六
八
四
）
序
刊
の
内
閣
文
庫
所
蔵
『
六
合
県
志
』
巻
二
「
寺
観
」
に
「
長
蘆
崇
福
禅
寺
」
の
項
が
存
し
、
そ
れ
ら
を

通
し
て
伽
藍
の
変
遷
が
知
ら
れ
る
。
長
蘆
寺
は
「
蘆
葉
達
磨
」
の
伝
説
に
基
づ
い
た
寺
院
で
あ
る
が
、
伽
藍
が
建
立
さ
れ
た
の
は
北
宋
中
期

の
天
聖
五
年
（
一
〇
二
七
）
の
こ
と
で
あ
り
、
章
献
劉
皇
后
（
明
粛
、
九
六
八
―
一
〇
三
三
）
が
長
蘆
鎮
に
創
建
し
て
長
蘆
崇
福
寺
と
称
し
た
の

に
始
ま
る
。
南
宋
の
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
―
一
一
六
二
）
に
は
寺
田
数
一
〇
〇
畝
を
所
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
淳
熙
一
二
年
（
一
一
八
五
）

に
滁
口
山
の
東
三
里
に
移
転
し
た
が
、
開
禧
二
年
（
一
二
〇
六
）
に
兵
火
で
廃
絶
し
た
。
嘉
定
五
年
（
一
二
一
二
）
に
慧
光
が
住
持
し
て
伽
藍

が
再
建
さ
れ
、
明
の
洪
武
元
年
（
一
三
六
八
）
に
至
っ
て
嗣
承
未
詳
の
無
尽
祖
燈
に
よ
っ
て
重
建
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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そ
こ
で
、
北
宋
代
か
ら
南
宋
代
に
長
蘆
崇
福
禅
寺
に
住
持
し
た
禅
者
を
禅
宗
燈
史
な
ど
か
ら
探
っ
て
み
る
に
、
法
眼
宗
の
羅
漢
行
林
の
法

嗣
に
長
蘆
□
賛
と
い
う
禅
者
が
お
り
、
雲
門
宗
の
雪
竇
重
顕
（
隠
之
、
明
覚
禅
師
、
九
八
〇
―
一
〇
五
二
）
の
法
嗣
に
長
蘆
智
福
（
祖
印
禅
師
）
が

存
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
長
蘆
寺
に
住
持
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
が
実
質
的
な
禅
刹
開
山
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。

つ
い
で
北
宋
後
期
に
な
る
と
、
雲
門
宗
の
禅
者
が
相
継
い
で
長
蘆
寺
に
住
持
し
て
化
導
を
敷
く
こ
と
に
な
る
。
智
福
の
法
嗣
に
長
蘆
法
海
が

お
り
、
さ
ら
に
天
衣
義
懐
（
振
宗
禅
師
、
九
九
三
―
一
〇
六
四
）
の
法
嗣
に
法
雲
法
秀
（
円
通
禅
師
、
一
〇
二
七
―
一
〇
九
〇
）・
長
蘆
体
明
（
円
鑑
禅
師
）・

長
蘆
応
夫
（
広
照
禅
師
）
な
ど
が
あ
っ
て
い
ず
れ
も
長
蘆
寺
住
持
を
務
め
て
い
る
。
応
夫
の
法
嗣
に
『
禅
苑
清
規
』
一
〇
巻
の
編
集
で
名
高
い

長
蘆
宗
賾
（
慈
覚
禅
師
）
が
お
り
、
慧
林
宗
本
（
大
本
、
円
照
禅
師
、
一
〇
二
〇
―
一
〇
九
九
）
の
法
嗣
に
長
蘆
崇
信
（
浄
照
禅
師
）
が
あ
っ
て
長
蘆

寺
に
住
持
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
法
雲
善
本
（
小
本
、
大
通
禅
師
、
一
〇
三
五
―
一
一
〇
九
）
の
法
嗣
で
あ
っ
た
長
蘆
道
和
（
祖
照
禅
師
）
が
長
蘆

寺
の
住
持
を
任
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
北
宋
後
期
の
長
蘆
寺
は
、
概
ね
雲
門
宗
の
禅
者
ら
に
よ
っ
て
連
綿
と
維
持
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ま
で
雲
門
宗
の
拠
点
で
あ
っ
た
長
蘆
寺
は
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
初
期
の
動
乱
期
に
雲
門
宗
の
祖
照
道

和
か
ら
曹
洞
宗
の
真
歇
清
了
へ
と
住
持
が
代
わ
り
、
一
躍
、
曹
洞
宗
が
江
南
進
出
を
果
た
す
上
で
重
要
な
拠
点
と
な
る
禅
刹
へ
と
変
貌
し
て

い
く
こ
と
に
な
る

）
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い
ま
、
北
宋
代
か
ら
南
宋
代
に
か
け
て
長
蘆
寺
に
住
持
し
た
禅
者
（
ゴ
シ
ッ
ク
）
の
系
統
を
禅
宗
系
譜
で
示
す
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

［
法
眼
宗
］

法
眼
文
益
―
帰
宗
義
柔
―
羅
漢
行
林
―
長
蘆
□
賛

［
雲
門
宗
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祖
印
智
福
―
長
蘆
法
海

雲
門
文
偃
…
（
中
略
）
…
雪
竇
重
顕
―
天
衣
義
懐
―
円
照
宗
本
―
大
通
善
本
―
祖
照
道
和
―
長
蘆
法
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
鑑
体
明

浄
照
崇
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
通
法
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
照
応
夫
―
慈
覚
宗
瞔
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［
曹
洞
宗
］

洞
山
良
价
…
（
中
略
）
…
大
陽
警
玄
…
（
代
付
）
…
投
子
義
青
―
芙
蓉
道
楷
―
丹
霞
子
淳
―
真
歇
清
了
―
妙
覚
慧
悟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宏
智
正
覚
―
長
蘆
道
琳

［
臨
済
宗
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［
黄
龍
派
］

臨
済
義
玄
…
（
中
略
）
…
石
霜
楚
円
―
黄
龍
慧
南
―
晦
堂
祖
心
―
霊
源
惟
清
―
長
霊
守
卓
―
無
示
介
諶
―
心
聞
曇
賁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楊
岐
方
会　
　
　
　
　

草
堂
善
清
―
雪
巣
法
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［
楊
岐
派
］

［
臨
済
宗
楊
岐
派
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虎
丘
紹
隆
―
応
庵
曇
華
―
密
菴
咸
傑
―
松
源
崇
嶽
―
蒺
藜
正
曇

楊
岐
方
会
―
白
雲
守
端
―
五
祖
法
演
―
圜
悟
克
勤
―
大
慧
宗
杲
―
大
禅
了
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瞎
堂
慧
遠
―
叡
山
覚
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
眼
清
遠
―
雪
堂
道
行
―
且
庵
守
仁

　

宏
智
正
覚
は
「
崇
先
真
歇
了
禅
師
塔
銘
」
に
お
い
て
、清
了
が
長
蘆
寺
で
化
導
を
敷
く
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

時
祖
照
禅
師
住
二

儀
真
長
蘆
一、
龍
象
之
衆
、
蹴
踏
万
指
、
師
投
二

其
中
一。
英
俊
相
親
、
駸
駸
殆
半
、
延
為
二

侍
者
一。
踰
レ

年
而
罷
、
以
二

転
物
寮
一

待
レ

之
。

挙
分
座
入
室
、
師
黙
遁
去
。
祖
照
以
レ

偈
招
レ

之
、
復
回
秉
払
。
叢
林
老
成
、
趨
レ

門
折
レ

節
、
命
為
二

首
座
一。
政
和
八
年
、
祖
照
退
レ

院
。
夜
夢
人
告
曰
、

蜀
僧
当
レ

代
レ

公
。
既
寤
疑
曰
、
仏
果
耶
仏
眼
耶
。
未
レ

幾
再
請
主
レ

之
。
宣
和
三
年
祖
照
病
。
復
命
レ

師
為
二

第
一
座
一。
病
甚
退
レ

院
。
四
年
秋
七
月
、

経
制
使
陳
公
請
レ

師
補
処
。
五
年
夏
至
、
居
二

雲
堂
千
七
百
僧
一。
五
月
開
堂
、
嗣
二

法
淳
和
尚
一。
六
月
江
風
駕
レ

潮
、
漫
田
殆
無
レ

穫
矣
。
師
陞
堂
告
レ

衆
、
安
坐
勿
レ

憂
。
八
月
祖
照
遷
化
、
師
行
レ

喪
以
二

師
礼
一。
十
月
躬
行
乞
食
。（
卍
続
蔵
一
二
四
・
三
一
七
ｂ
～
ｃ
）

　

清
了
は
左
綿
（
四
川
省
）
安
昌
の
雍
氏
の
出
身
で
あ
り
、
出
家
受
具
し
て
後
、
鄧
州
（
河
南
省
）
南
召
県
の
丹
霞
山
棲
隠
寺
に
到
っ
て
曹
洞

宗
の
丹
霞
子
淳
（
徳
淳
と
も
、
一
〇
六
四
―
一
一
一
七
）
の
も
と
で
悟
道
し
て
印
可
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
長
蘆
寺
に
到
っ
て
雲
門
宗
の
長

蘆
道
和
（
祖
照
禅
師
、
一
〇
五
七
―
一
一
二
四
）
に
参
学
し
て
そ
の
信
認
を
得
て
い
る
。
宣
和
四
年
（
一
一
二
二
）
七
月
に
長
蘆
寺
の
首
座
で
あ
っ

た
清
了
は
経
制
使
陳
璋
の
請
を
受
け
、
病
を
発
症
し
た
道
和
に
代
わ
っ
て
住
持
職
を
補
し
て
お
り
、
宣
和
五
年
（
一
一
二
三
）
の
夏
安
居
に
は

僧
堂
内
に
一
七
〇
〇
僧
を
擁
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
夏
安
居
中
の
五
月
に
正
式
に
住
持
と
し
て
開
堂
出
世
し
、
こ
の
と
き
清
了
は
雲
門
宗
の
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道
和
に
対
し
て
で
は
な
く
、
曹
洞
宗
の
子
淳
に
報
恩
の
嗣
承
香
を
焚
い
た
の
で
あ
る
。
新
た
な
住
職
清
了
が
曹
洞
宗
の
嗣
承
を
表
明
し
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
よ
り
長
蘆
寺
は
曹
洞
宗
発
展
の
一
大
拠
点
と
し
て
世
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
八
月
に
祖
照
道

和
が
遷
化
し
た
際
、
清
了
は
師
礼
を
も
っ
て
道
和
の
葬
儀
を
執
行
し
、
そ
の
報
恩
に
酬
い
て
い
る
。
清
了
が
長
蘆
寺
で
行
な
っ
た
上
堂
や
小

参
な
ど
は
『
真
州
長
蘆
了
和
尚
劫
外
録
』
一
巻
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
近
年
、
こ
の
語
録
の
古
版
で
あ
る
カ
ラ
ホ
ト
本
も
発
見
紹
介
さ
れ
て

い
る

）
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智
鑑
が
長
蘆
寺
の
清
了
の
も
と
に
投
じ
た
の
は
、
清
了
が
長
蘆
寺
で
多
大
な
接
化
を
振
い
始
め
て
以
降
の
こ
と
と
見
ら
れ
、
智
鑑
の
一
八

歳
以
降
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
若
い
清
了
が
新
た
に
近
隣
の
長
蘆
寺
で
曹
洞
宗
旨
を
挙
揚
し
、
多
く
の
学
徒
を
化
導
し
て
い
る
情
報

が
全
椒
の
地
に
も
知
れ
渡
っ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
清
了
は
会
下
に
投
じ
た
未
得
度
の
智
鑑
を
一
見
す
る
や
、
法
器
と
し
て

見
抜
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
寄
る
辺
を
失
っ
た
智
鑑
が
一
途
に
仏
法
を
求
め
て
い
た
真
摯
な
姿
に
感
じ
る
も
の
が
存
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
長
蘆
寺
の
清
了
の
も
と
に
投
じ
た
智
鑑
の
さ
ま
は
、
あ
た
か
も
在
俗
の
ま
ま
五
祖
弘
忍
（
大
満
禅
師
、
六
〇
一
―
六
七
四
）
に
参
じ
て

盧
行
者
と
称
せ
ら
れ
た
六
祖
慧
能
（
大
鑑
禅
師
、
六
三
八
―
七
一
三
）
の
ご
と
き
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
北
宋
最
末
期
の
動
乱
の

中
で
、
曹
洞
宗
は
そ
れ
ま
で
河
南
や
湖
北
の
地
を
化
導
の
中
心
と
し
て
い
た
が
、
芙
蓉
道
楷
（
定
照
禅
師
、
一
〇
四
三
―
一
一
一
八
）
や
丹
霞
子

淳
（
徳
淳
、
一
〇
六
四
―
一
一
一
七
）
が
遷
化
し
た
直
後
で
あ
っ
た
も
の
の
、
真
歇
清
了
が
江
蘇
の
真
州
長
蘆
寺
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
新
た
な

展
開
を
見
せ
て
い
る
。
滁
州
全
椒
県
の
出
身
で
あ
っ
た
智
鑑
も
そ
う
し
た
恩
恵
を
受
け
、
郷
里
に
近
い
真
州
長
蘆
寺
に
赴
い
て
新
進
気
鋭
の

住
持
清
了
に
就
い
て
参
学
す
る
好
因
縁
が
結
ば
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

清
了
か
ら
資
質
を
認
め
ら
れ
た
智
鑑
に
つ
い
て
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
で
は
「
師
、
勤
苦
精
進
し
て
、
終
歳
、
脇
は
席
に
至
ら
ず
」
と

あ
り
、『
補
続
高
僧
伝
』
で
も
「
厲
精
し
て
脇
の
席
に
至
ら
ざ
る
こ
と
数
年
な
り
」
と
あ
る
か
ら
、
よ
り
一
層
、
心
血
を
注
い
で
精
進
努
力
し

た
も
の
ら
し
い
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
脇
を
席
に
つ
け
て
寝
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、身
を
擦
り
減
ら
し
て
一
心
不
乱
に
坐
禅
辦
道
し
、

精
進
努
力
を
重
ね
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

首
座
の
大
休
宗
珏
と
知
り
合
う

足
菴
…
大
休
小
珏
禅
師
、
領
二

千
七
百
衆
一

為
二

首
座
一。
独
指
レ

師
為
二

法
器
一

曰
、
汝
当
レ

振
二

吾
宗
一。

補
続
…
時
大
休
珏
公
為
二

首
座
一、
指
為
二

法
器
一。
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三
五

祖
燈
…
時
大
休
珏
典
二

第
一
座
一、
目
レ

師
為
二

法
器
一。

全
書
…
大
休
首
レ

衆
、
即
器
レ

之
。

四
明
…
天
童
宗
珏
、
時
為
二

首
座
一、一
見
指
為
二

法
器
一。

　

清
了
が
長
蘆
寺
で
化
導
を
敷
く
や
、
次
世
代
を
担
う
若
き
有
能
な
人
材
が
諸
方
か
ら
参
集
し
て
お
り
、
北
宋
末
期
の
混
乱
期
に
長
蘆
寺
叢

林
は
曹
洞
宗
の
江
南
進
出
の
上
で
新
た
な
一
大
拠
点
と
し
て
形
成
さ
れ
大
き
な
躍
進
を
遂
げ
て
い
る
。「
宏
智
禅
師
行
業
記
」
に
よ
れ
ば
、

真
歇
住
二

長
蘆
一、
聞
二

師
名
一

遣
レ

書
招
レ

之
。
撞
レ

鐘
出
迎
、
大
衆
聳
観
。
師
須
眉
奇
古
、
頎
然
而
黒
、
衣
裓
破
弊
、
履
襪
皆
穿
。
真
歇
遣
二

侍
者
一

易
以
二

新
履
一。
師
却
レ

之
曰
、
吾
豈
為
レ

鞵
而
来
邪
。
真
歇
与
レ

衆
懇
請
居
二

第
一
座
一。
時
衆
踰
二

千
七
百
一。
見
二

師
年
少
一、
初
亦
易
レ

之
。
至
二

秉
払
一、

老
二

於
参
請
一

者
無
レ

不
二

心
服
一。
又
二
年
、
住
二

泗
州
普
照
一。（
大
正
蔵
四
八
・
一
二
〇
ａ
）

と
あ
り
、
清
了
が
長
蘆
寺
に
住
持
し
て
ま
も
な
い
時
期
に
法
弟
の
宏
智
正
覚
が
招
か
れ
て
首
座
（
第
一
座
）
を
務
め
た
際
の
逸
話
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
あ
る
い
は
こ
の
と
き
智
鑑
も
一
七
〇
〇
僧
の
末
席
に
連
な
る
一
員
と
し
て
、
遠
く
首
座
正
覚
の
秉
払
法
語
な
ど
を
拝
聴
し
て
い
た

か
も
知
れ
な
い
。
正
覚
が
長
蘆
寺
の
首
座
に
あ
っ
た
の
は
二
年
間
に
す
ぎ
ず
、
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）
一
〇
月
に
は
泗
州
僧
伽
（
泗
州
大
聖
、

六
二
八
―
七
一
〇
）
を
仰
ぐ
泗
州
（
安
徽
省
）
西
の
大
聖
普
照
禅
寺
（
普
光
王
寺
）
に
開
堂
出
世
し
て
お
り
、
普
照
寺
で
正
覚
は
「
泗
州
普
照
覚

和
尚
頌
古
一
百
則
」
（
後
に
『
宏
智
頌
古
』
と
称
さ
れ
る
）
を
ま
と
め
た
こ
と
は
名
高
い
。

　

こ
の
正
覚
に
つ
づ
い
て
長
蘆
寺
の
清
了
の
も
と
で
第
一
座
を
務
め
た
の
が
大
休
宗
珏
で
あ
り
、「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

長
蘆
祖
照
道
和
、
声
振
二

東
南
一、
師
往
叩
謁
。
照
与
語
奇
レ

之
、
留
為
二

侍
者
一。
時
真
歇
了
公
為
二

座
元
一。
師
入
室
問
云
、
仏
祖
不
レ

到
処
、
是
什
麼

境
界
。
師
豎
二

起
一
拳
一。
師
擬
議
。
歇
揮
レ

之
。
師
即
領
悟
、
遂
云
、
将
謂
無
二

人
到
一。
歇
云
、
放
二

過
一
著
一。
宣
和
中
、
歇
主
二

長
蘆
一、
学
徒
益
集
、

至
二

千
七
百
衆
一。
師
代
居
二

第
一
座
一、
為
レ

衆
説
法
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
珏
は
正
覚
と
同
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
す
で
に
雲
門
宗
の
祖
照
道
和
の
代
に
長
蘆
寺
に
投
じ
、
清
了
が
首
座
（
座
元
）

で
あ
っ
た
と
き
に
は
道
和
の
も
と
で
侍
者
を
務
め
て
い
る
。
宗
珏
は
首
座
清
了
の
も
と
に
入
室
し
て
問
答
を
な
し
、「
仏
祖
も
到
ら
ざ
る
処
」

を
参
究
し
て
印
可
を
得
て
い
る

）
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。
そ
の
後
、
清
了
が
長
蘆
寺
の
住
持
に
就
任
す
る
や
、
正
覚
が
第
一
座
と
し
て
化
導
す
る
さ
ま
を
仰
ぎ
見
て
後
、

宗
珏
も
ま
た
半
座
を
分
か
っ
て
第
一
座
に
就
き
、
参
学
の
大
衆
（
修
行
僧
）
に
説
法
を
な
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
状
況
か
ら
し
て
正
覚
が
長

蘆
寺
を
去
っ
た
直
後
に
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
宗
珏
が
新
た
に
第
一
座
を
務
め
た
も
の
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
に
、

而
大
覚
小
珏
之
名
、
尤
著
且
久
。
大
則
宏
智
正
覚
、
小
則
師
也
。
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三
六

　

而
し
て
大
覚
・
小
珏
の
名
、
尤
も
著
わ
れ
且
つ
久
し
。
大
と
は
則
ち
宏
智
正
覚
に
し
て
、
小
と
は
則
ち
師
な
り
。

と
あ
る
か
ら
、
当
時
、
法
叔
の
宏
智
正
覚
を
大
覚
と
称
し
た
の
に
対
し
、
法
姪
の
宗
珏
は
小
珏
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
あ

た
か
も
北
宋
末
に
雲
門
宗
の
慧
林
宗
本
（
円
照
禅
師
、
一
〇
二
〇
―
一
〇
九
九
）
が
大
本
と
称
さ
れ
た
の
に
対
し
、
宗
本
の
法
嗣
で
あ
る
法
雲

善
本
（
大
通
禅
師
、
一
〇
三
五
―
一
一
〇
九
）
が
小
本
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
同
じ
く
北
宋
末
に
雲
門
宗
の
法
雲
法
秀
（
秀
鉄
面
、
円
通
禅
師
、

一
〇
二
七
―
一
〇
九
〇
）
が
大
秀
と
称
さ
れ
た
の
に
対
し
、
臨
済
宗
黄
龍
派
の
潙
山
懐
秀
が
小
秀
と
称
さ
れ
た
故
事
に
類
似
し
て
い
る
。
お
そ

ら
く
宗
珏
は
常
に
正
覚
と
比
較
さ
れ
る
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
禅
者
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
同
い
年
の
正
覚
の
陰
に
隠
れ
た
存
在
と
し
て
常

に
一
歩
下
が
っ
た
立
場
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

）
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。

　

当
時
、
長
蘆
寺
は
修
行
僧
一
七
〇
〇
衆
を
抱
え
る
大
叢
林
へ
と
変
貌
拡
充
し
て
お
り
、
そ
の
規
模
の
ほ
ど
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
住
持

を
支
え
る
職
位
と
し
て
第
一
座
（
首
座
）
の
重
要
性
も
き
わ
め
て
増
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
と
き
ま
さ
に
北
宋
最
末
期
と
い
う
動
乱

の
時
世
で
あ
り
、
そ
ん
な
中
で
長
江
流
域
の
真
州
の
地
に
長
蘆
寺
叢
林
と
い
う
曹
洞
宗
の
一
大
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ

う
し
た
雲
門
宗
か
ら
曹
洞
宗
へ
と
叢
林
の
基
盤
が
変
貌
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
奇
し
く
も
長
蘆
寺
僧
団
に
投
じ
た
智
鑑
は
参
学
の
初
め
に

曹
洞
宗
と
縁
を
結
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
た
わ
け
で
あ
り
、時
代
の
趨
勢
が
有
効
に
働
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」に
よ
れ
ば
、

大
休
小
珏
禅
師
、
千
七
百
衆
を
領
し
て
首
座
と
為
る
。
独
り
師
を
指
し
て
法
器
と
為
し
て
曰
く
、「
汝
、
当
に
吾
が
宗
を
振
う
べ
し
」
と
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
珏
は
清
了
の
も
と
一
七
〇
〇
人
の
修
行
僧
を
抱
え
る
長
蘆
寺
叢
林
の
首
座
と
し
て
力
量
を
発
揮
し
て
お
り
、
そ
ん
な

中
で
若
き
智
鑑
を
法
器
と
見
抜
い
て
、
い
ず
れ
曹
洞
宗
旨
を
振
う
べ
き
こ
と
を
記
別
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
智
鑑
は
長
蘆
寺
に
お
い

て
住
持
清
了
や
首
座
宗
珏
ら
よ
っ
て
次
世
代
を
担
う
有
望
な
人
材
と
し
て
早
く
か
ら
期
待
さ
れ
、
曹
洞
宗
の
将
来
を
託
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

明
州
普
陀
山
に
赴
き
馬
秦
山
に
避
地
す
る

足
菴
…
已
而
侍
二

真
歇
一

来
二

四
明
一、
至
二

補
陀
山
一。
遇
二

羣
盗
蜂
起
一、
避
二

地
之
馬
秦
一。
駭
浪
翻
空
、
挙
レ

舟
驚
懼
、
師
坐
二

篷
外
一、
独
不
二

沾
湿
一。

真
歇
益
異
レ

之
。

　

そ
の
後
、
真
歇
清
了
は
真
州
長
蘆
寺
の
住
持
を
退
い
て
お
り
、「
崇
先
真
歇
了
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

建
炎
二
年
六
月
退
院
。
八
月
絶
二

銭
塘
一、
如
二

明
之
梅
岑
一、
礼
二

観
音
大
士
一。
海
山
七
百
餘
家
、
一
聞
二

教
音
一、
倶
棄
二

漁
業
一、
計
日
活
二

千
万
億
命
一。
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三
七

四
年
、
過
二

我
結
制
一。
五
月
、
天
台
国
清
寺
、
三
請
三
辞
。（
卍
続
蔵
一
二
四
・
三
一
七
ｃ
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
清
了
が
長
蘆
寺
の
住
持
を
退
院
し
た
の
は
建
炎
二
年
（
一
一
二
八
）
六
月
の
こ
と
で
あ
り
、
八
月
に
は
杭
州
（
浙
江
省
）

銭
塘
県
の
銭
塘
江
（
浙
江
）
を
渡
っ
て
明
州
へ
と
赴
き
、
さ
ら
に
明
州
昌
国
県
の
東
海
上
、
普
陀
山
（
補
陀
山
）
の
梅
岑
山
観
音
宝
陀
寺
に
到

っ
て
観
音
菩
薩
を
礼
拝
し
て
い
る
。
普
陀
山
は
唐
代
末
期
に
日
本
僧
慧
蕚
が
創
建
し
た
と
さ
れ
る
観
音
霊
場
で
あ
り
、
当
時
す
で
に
中
国
三

大
霊
場
の
一
角
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
清
了
は
修
行
時
代
に
郷
里
の
四
川
で
峨
眉
山
に
普
賢
菩
薩
を
礼
し
、
山
西
の
五
臺
山
に

赴
い
て
文
殊
菩
薩
を
拝
し
て
い
る
か
ら
、
普
陀
山
の
観
音
菩
薩
を
含
め
て
中
国
仏
教
の
三
大
霊
場
を
踏
破
拝
登
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

智
鑑
が
清
了
に
随
侍
し
て
明
州
か
ら
普
陀
山
に
赴
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
は
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
み
で
あ
り
、「
雪
竇
足
菴
禅

師
塔
銘
」
に
は
「
已
に
し
て
真
歇
に
侍
し
て
四
明
に
来
た
り
、
補
陀
山
に
至
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
侍
す
る
と
い
う
の
が
侍
者
と
し
て
付

き
従
う
意
で
あ
れ
ば
、
こ
の
と
き
智
鑑
は
清
了
に
随
侍
し
、
そ
の
も
と
で
侍
者
を
務
め
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

普
陀
山
に
到
っ
た
清
了
は
島
内
の
人
々
に
請
わ
れ
、
観
音
宝
陀
寺
の
禅
刹
開
山
に
就
任
し
て
お
り
、
こ
の
寺
で
も
多
く
の
信
者
を
得
て
法

を
説
い
て
い
る
。
普
陀
山
に
居
住
し
て
い
た
七
〇
〇
余
家
の
人
々
は
一
た
び
清
了
の
説
法
を
聞
く
や
、
漁
業
を
捨
て
て
教
え
に
帰
依
し
、
多

く
の
魚
類
の
命
が
救
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
記
載
内
容
を
す
べ
て
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
普
陀
山
が
さ
ら
な
る

観
音
信
仰
の
霊
場
と
し
て
大
き
く
躍
進
す
る
土
台
が
形
作
ら
れ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
智
鑑
は
そ
ん
な
清
了
が
絶
大
な
接
化
を
な
す
の
を

目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

一
方
、
宗
珏
は
い
っ
た
ん
長
蘆
寺
の
清
了
の
も
と
を
辞
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
再
び
清
了
に
随
侍
し
て
普
陀
山
へ
と
赴
い
て
い
る
。「
天
童

大
休
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

建
炎
初
元
、
之
二

蒋
山
一、
入
二

慈
受
深
公
室
一。
語
契
二

淵
微
一、
尤
相
器
重
。
尋
避
二

地
浙
東
一、
侍
レ

歇
居
二

補
陀
巌
一、
道
価
愈
高
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
建
炎
元
年
（
一
一
二
七
）
に
宗
珏
は
首
座
の
任
期
を
終
え
て
長
蘆
寺
を
離
れ
て
お
り
、建
康
府
（
南
京
）
上
元
県
の
蒋
山
（
鍾
山
）

太
平
興
国
禅
寺
に
赴
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
時
、
蒋
山
に
は
雲
門
宗
の
慧
林
懐
深
（
慈
受
禅
師
、
一
〇
七
七
―
一
一
三
二
）
が
お
り
、
宗
珏

は
懐
深
の
室
に
投
じ
て
語
句
の
契
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
懐
深
か
ら
大
い
に
器
重
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、清
了
が
普
陀
山
（
補
陀
洛
迦
山
と
も
）
に
赴
く
の
に
呼
応
し
て
宗
珏
は
蒋
山
の
懐
深
の
も
と
を
離
れ
、つ
い
で
動
乱
を
避
け
て
浙
東
（
浙

江
の
東
部
）
に
避
地
し
、
東
海
上
の
普
陀
山
に
到
っ
て
再
び
清
了
の
も
と
に
随
侍
し
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
と
き
も
首
座
な
ど
の
要
職

を
務
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
普
陀
山
で
は
清
了
が
住
持
と
な
り
、
宗
珏
が
化
導
を
補
佐
し
た
た
め
道
価
が
高
ま
り
、
さ
ら
に



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

三
八

智
鑑
も
学
徒
の
一
人
と
し
て
行
動
を
共
に
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

群
盗
の
蜂
起
す
る
に
遭
い
、
之
れ
を
馬
秦
に
避
地
す
。
駭
浪
翻
空
し
て
、
舟
を
挙
げ
て
驚
懼
す
る
も
、
師
は
篷
外
に
坐
し
て
、
独
り
沾
濕
せ
ず
。
真
歇
、

益
ま
す
之
れ
を
異
と
す
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
南
宋
建
国
の
こ
の
時
期
に
国
情
の
不
安
に
乗
じ
て
群
盗
が
蜂
起
し
た
た
め
、
智
鑑
は
清
了
と
と
も
に
普
陀
山
を
立
ち
退

い
て
お
り
、
普
陀
山
の
南
に
あ
る
馬
秦
山
に
身
を
避
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
激
し
い
浪
が
逆
巻
き
、
舟
に
乗
っ
て
い
た
者
が
み
な
恐
れ
動
揺

す
る
中
に
あ
っ
て
、
智
鑑
は
舟
の
篷
の
外
で
只
管
に
坐
禅
を
組
み
つ
づ
け
た
が
、
そ
の
姿
は
何
ら
波
に
濡
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
智
鑑
の
崇
高
な
さ
ま
を
目
の
当
た
り
に
し
、清
了
は
ま
す
ま
す
智
鑑
の
人
と
な
り
を
異
と
し
て
器
重
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
と
き
清
了
や
智
鑑
ら
が
避
地
し
た
馬
秦
と
は
、
明
州
昌
国
県
東
南
に
あ
る
馬
秦
山
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、『
宝
慶
四
明
志
』
巻

二
〇
「
昌
国
県
」
の
「
敍
山
」
に
は
僅
か
に
「
馬
秦
山
」
の
名
の
み
が
記
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
如
何
な
る
山
な
の
か
が
定
か
で
な
い
。
辛
う

じ
て
『
重
修
普
陀
山
志
』
巻
四
に
載
る
元
代
の
呉
莱
と
い
う
官
僚
が
記
し
た
「
甬
東
山
水
古
蹟
記
」
に
、

昌
国
古
会
稽
海
東
洲
也
。
東
控
二

三
韓
・
日
本
一、
北
抵
二

登
莱
・
淮
泗
一、
南
至
二

慶
元
城
三
百
五
十
里
一。（
中
略
）
南
望
二

桃
花
・
馬
秦
諸
山
一、
嵌
空
刻
露
、

屹
立
巨
浸
、
如
三

山
疊
二

太
湖
一、
霊
壁
不
レ

着
二

寸
土
尺
樹
一、
天
然
可
レ

愛
。

と
あ
り
、
ま
た
『
普
陀
洛
迦
新
志
』
巻
二
に
載
る
明
州
鄞
県
の
陸
宝
（
字
は
敬
身
、
号
は
中
條
）
が
記
し
た
「
遊
補
陀
記
」
に
も
、

余
因
得
縦
纜
海
外
、
若
二

翁
州
一、
若
二

桃
花
・
馬
秦
一、
珍
錯
碁
置
、
蜿
二

蜒
巨
浸
中
一、
如
二

渇
虯
欲
一レ

飲
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。『
大
徳
昌
国
州
図
志
』
巻
四
「
敍
山
」
に
は
、

馬
秦
山
、
在
二

海
之
東
南
一。
昔
有
二

碧
雲
庵
一、
馬
耆
禅
師
修
二

道
於
此
一、
与
二

黄
給
事
亀
年
等
聯
句
一、
刻
二

諸
石
一。
有
日
団
団
深
鎖
碧
煙
籠
〈
馬
〉・

安
隠
禅
居
瑞
気
中
〈
黄
〉・
万
頃
滄
浪
終
夜
月
〈
張
居
士
光
〉・
更
於
二

何
処
一

覓
二

天
宮
一

〈
黄
承
事
岳
年
〉。

と
若
干
な
が
ら
詳
し
い
記
載
が
見
ら
れ
る
。
馬
秦
山
は
桃
花
山
と
と
も
に
普
陀
山
の
南
方
ま
た
は
東
南
の
洋
上
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
り
、
海
岸

線
が
か
な
り
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
馬
耆
禅
師
（
未
詳
）
が
居
し
た
碧
雲
庵
が
あ
り
、
給
事
の
黄
亀
年
（
字
は
徳
邵
、

一
〇
八
三
―
一
一
四
五
）
ら
と
詠
じ
た
聯
句
を
刻
ん
だ
石
な
ど
が
存
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

　

一
方
、『
宝
慶
四
明
志
』
巻
二
〇
「
昌
国
県
志
」
の
「
寺
院
〈
禅
院
〉」
に
よ
れ
ば
、

梅
岑
山
観
音
宝
陀
寺
、
在
二

県
東
海
中
一。
梁
貞
明
二
年
建
。
因
レ

山
為
レ

名
、
寺
以
二

観
音
一

著
レ

霊
、
使
二

高
麗
一

者
必
禱
焉
。
皇
朝
元
豊
三
年
、
有
レ

旨
改
建
賜
二

名
宝
陀
一、
且
許
三

歳
度
二

僧
一
人
一、
従
二

内
殿
一

承
レ

旨
王
舜
封
請
也
。
紹
興
元
年
、
郡
請
二

于
朝
一、
革
レ

律
為
レ

禅
。
嘉
定
七
年
、
寧
宗
皇
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三
九

帝
御
二

書
円
通
宝
殿
四
大
字
一

賜
レ

之
、
且
給
二

降
緡
銭
一
万
一、
俾
レ

新
二

祠
宇
一。
常
住
田
五
百
六
十
七
畝
、
山
一
千
六
百
七
畝
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
南
宋
初
期
か
ら
中
期
に
お
け
る
普
陀
山
宝
陀
寺
の
状
況
が
知
ら
れ
る
。
普
陀
山
の
宝
陀
寺
が
正
式
に
律
寺
か
ら
禅
寺
に

改
ま
っ
た
の
は
紹
興
元
年
（
一
一
三
一
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
清
了
は
普
陀
山
に
入
寺
し
て
伽
藍
の
整
備
な
ど
に
奔
走
し
た
も

の
の
、
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
）
に
は
普
陀
山
を
去
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
清
了
が
群
盗
の
蜂
起
に
際
し
て
馬
秦
山
に
避
地
し
た
こ
と
は
「
崇

先
真
歇
了
禅
師
塔
銘
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、先
の
ご
と
く
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
内
容
か
ら
窺
わ
れ
る
。「
崇
先
真
歇
了
禅
師
塔
銘
」

に
よ
れ
ば
、
清
了
は
建
炎
四
年
に
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
に
赴
き
、
四
月
一
五
日
か
ら
の
夏
安
居
を
法
弟
の
宏
智
正
覚
の
も
と
で
過

ご
し
て
い
る
。
五
月
に
は
台
州
（
浙
江
省
）
天
台
県
の
国
清
禅
寺
か
ら
住
持
の
要
請
が
存
し
て
い
る
が
、清
了
は
そ
の
申
し
出
を
辞
退
し
て
い
る
。

　

一
方
、
清
了
が
去
っ
た
普
陀
山
の
宝
陀
寺
で
は
、
ま
も
な
く
雲
門
宗
の
祖
印
常
悟
の
法
嗣
で
あ
る
継
以
了
然
が
後
席
を
継
ぐ
か
た
ち
で
入

寺
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る

）
29
（

。
さ
ら
に
了
然
の
後
を
継
い
で
宏
智
正
覚
の
高
弟
で
あ
る
自
得
慧
暉
（
慧
輝
と
も
、
一
一
九
七
―
一
一
八
三
）
が
清
了

の
法
姪
と
し
て
紹
興
七
年
（
一
一
三
七
）
に
普
陀
山
に
入
寺
開
堂
し
て
い
る

）
30
（

。
清
了
が
宝
陀
寺
を
律
寺
か
ら
禅
寺
に
改
め
る
基
を
築
い
た
こ
と

か
ら
禅
刹
開
山
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
さ
ら
に
了
然
や
慧
暉
ら
に
よ
っ
て
伽
藍
の
拡
充
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
智
鑑

は
了
然
が
入
寺
す
る
以
前
に
普
陀
山
を
離
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
了
然
や
慧
暉
ら
の
も
と
に
止
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

京
城
に
て
三
蔵
道
法
師
に
就
い
て
菩
薩
戒
を
受
け
る

足
菴
…
会
三

京
城
三
蔵
道
法
師
講
二

菩
薩
戒
一、
師
受
戒
已
、
背
若
レ

負
二

萬
金
一。
然
道
曰
、
汝
真
得
二

上
乗
戒
一

之
証
也
。
徐
即
身
軽
。

補
続
…
従
二

道
法
師
一

領
戒
。

祖
燈
…
具
戒
。

　

智
鑑
は
清
了
の
も
と
を
離
れ
て
漸
く
杭
州
内
の
律
寺
に
赴
き
、
菩
薩
戒
を
受
け
て
仏
弟
子
の
末
端
に
連
な
っ
て
い
る
。「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔

銘
」
に
よ
れ
ば
、

京
城
の
三
蔵
道
法
師
が
菩
薩
戒
を
講
ず
る
に
会
い
、
師
、
受
戒
し
已
わ
り
て
、
背
に
万
金
を
負
う
が
若
し
。
然
し
て
道
曰
く
、「
汝
、
真
に
上
乗
戒

を
得
る
の
証
な
り
」
と
。
徐
に
即
ち
身
軽
し
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、『
補
続
高
僧
伝
』
で
は
単
に
「
道
法
師
に
従
い
て
戒
を
領
す
」
と
簡
略
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
智
鑑
は
京
城

に
到
っ
た
と
さ
れ
る
が
、京
城
と
は
宋
の
南
遷
に
よ
っ
て
南
宋
の
新
た
な
国
都
と
な
っ
た
杭
州
（
臨
安
府
）
の
行
在
所
の
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。
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四
〇

　

京
城
の
三
蔵
道
法
師
が
如
何
な
る
律
師
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
当
時
、
杭
州
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
律
僧
と
見
ら
れ
る
。

智
鑑
は
京
城
で
三
蔵
道
法
師
が
講
ず
る
菩
薩
戒
の
講
義
を
受
け
、
そ
の
後
に
受
戒
し
た
も
の
ら
し
い
。
上
乗
戒
と
は
上
乗
の
戒
律
す
な
わ
ち

大
乗
戒
の
こ
と
で
あ
り

）
31
（

、
こ
の
と
き
智
鑑
は
あ
く
ま
で
小
乗
の
具
足
戒
で
は
な
く
大
乗
の
菩
薩
戒
（
上
乗
戒
）
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

い
ま
だ
正
式
な
出
家
比
丘
の
戒
律
を
受
け
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
菩
薩
戒
を
受
け
終
え
た
智
鑑
は
戒
律
を
受
け
た
重

み
を
実
感
し
、
背
中
に
万
金
を
背
負
っ
た
か
の
ご
と
く
思
い
を
新
た
に
し
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
と
き
道
法
師
が
智
鑑
に
対
し
て
「
汝
が
真
に
上
乗
戒
を
得
る
の
証
し
な
り
」
と
告
げ
た
た
め
、
漸
く
智
鑑
は
身
が
軽
く
な
る
の
を
覚

え
た
と
さ
れ
る
。
仏
法
を
背
中
に
加
担
し
た
と
い
う
重
責
に
飲
み
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
智
鑑
の
勇
ん
だ
気
持
ち
が
道
法
師
の
一
言
で

吹
き
飛
ん
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
智
鑑
が
受
け
た
戒
は
あ
く
ま
で
菩
薩
戒
で
あ
っ
て
、
い
ま
だ
具
足
戒
を
受
け
て
正
式

な
僧
侶
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
点
は
興
味
深
い
。

福
州
雪
峰
山
へ
赴
い
て
再
び
真
歇
清
了
の
も
と
に
参
学
す
る

足
菴
…
真
歇
住
二

雪
峯
一。
服
勤
三
載
、
雖
三

日
親
二

示
誨
一、
終
未
二

超
徹
一。

　

そ
の
後
、
智
鑑
は
再
び
行
脚
の
旅
に
出
て
福
州
（
福
建
省
）
侯
官
県
西
の
雪
峰
山
崇
聖
禅
寺
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」

に
よ
れ
ば
、

真
歇
、
雪
峯
に
住
す
。
服
勤
す
る
こ
と
三
載
、
日
に
示
誨
に
親
し
む
と
雖
も
、
終
に
未
だ
超
徹
せ
ず
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
再
び
真
歇
清
了
に
参
学
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。「
崇
先
真
歇
了
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

（
建
炎
四
年
）
八
月
為
二

鴈
蕩
之
遊
一、
十
月
客
二

天
封
寺
一、
受
二

福
唐
雪
峰
請
一、
十
一
月
入
院
。
雲
水
之
儔
、
復
過
二

長
蘆
之
数
一、
檀
信
趨
施
、
歳
用
舒

裕
。
閩
中
仏
刹
、
自
レ

古
禅
居
、
深
林
遠
壑
、
楼
観
相
望
、
主
盟
之
人
、
悉
挙
二

江
湖
有
道
尊
宿
一、一
二

洗
故
習
一。
紹
興
五
年
、
退
二

居
東
庵
一。（
卍
続

蔵
一
二
四
・
三
一
七
ｃ
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
建
炎
四
年
の
解
制
罷
に
当
た
る
八
月
に
清
了
は
天
童
山
の
宏
智
正
覚
の
も
と
を
離
れ
て
温
州
（
浙
江
省
）
楽
清
県
の
北
雁

蕩
山
に
歴
遊
し
て
お
り
、
一
〇
月
に
は
台
州
（
浙
江
省
）
天
台
県
の
天
台
山
中
の
元
通
峰
に
存
し
た
天
封
寺
に
暫
し
寓
居
滞
在
し
て
い
る
。
清

了
が
雪
峰
山
に
住
持
し
た
の
は
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
）
一
一
月
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
紹
興
五
年
（
一
一
三
五
）
に
山
内
の
東
庵
に
退

居
す
る
ま
で
六
年
間
に
わ
た
っ
て
化
導
を
敷
い
て
い
る

）
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。
こ
の
間
、
清
了
は
福
建
の
地
に
曹
洞
宗
旨
を
敷
衍
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
が
、
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四
一

そ
ん
な
中
で
臨
済
宗
楊
岐
派
（
大
慧
派
祖
）
の
大
慧
宗
杲
が
雪
峰
山
の
清
了
を
相
手
取
っ
て
黙
照
禅
批
判
を
大
々
的
に
展
開
し
、
雪
峰
山
の
清

了
の
周
り
が
大
き
く
動
揺
す
る
時
期
に
相
応
し
て
い
る
。

　

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
「
真
歇
、
雪
峯
に
住
す
。
服
勤
す
る
こ
と
三
載
、
日
に
示
誨
に
親
し
む
と
雖
も
、
終
に
未
だ
超
徹
せ
ず
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
清
了
が
雪
峰
山
に
住
持
す
る
や
、
智
鑑
は
雪
峰
山
に
上
山
し
て
三
年
間
に
わ
た
り
清
了
に
再
び
随
侍
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
智
鑑
は
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
に
は
雪
峰
山
を
辞
し
て
い
る
か
ら
、
清
了
が
雪
峰
山
に
住
持
し
た
建
炎
四
年
の
冬
か
ら
三
年
間
を
清

了
の
も
と
に
随
侍
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
智
鑑
は
日
々
親
し
く
清
了
の
教
え
を
受
け
て
い
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
清
了

の
も
と
で
真
に
超
徹
す
な
わ
ち
悟
道
に
徹
底
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る

）
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。
示
誨
と
は
垂
示
教
誨
の
略
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
清
了
か
ら

直
に
親
し
く
教
え
を
聴
聞
し
て
い
た
こ
と
を
い
う
。

　

智
鑑
が
雪
峰
山
の
清
了
の
も
と
を
去
っ
た
直
後
、
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
三
月
に
楊
岐
派
（
大
慧
派
祖
）
の
大
慧
宗
杲
が
雪
峰
山
の
清
了

の
も
と
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
の
後
、
宗
杲
は
福
州
長
楽
県
の
洋
嶼
庵
に
在
っ
て
、
雪
峰
山
の
清
了
を
対
象
に
し
て
大
々
的
な
黙
照
禅
批
判
を

盛
ん
に
展
開
し
て
い
る
。『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
巻
二
五
「
大
慧
普
覚
禅
師
書
」
の
「
答
陳
少
卿
〈
季
任
〉」
に
て
、

近
年
以
来
有
二

一
種
邪
師
一、
説
二

黙
照
禅
一、
教
下

人
十
二
時
中
、
是
事
莫
レ

管
、
休
去
歇
去
、
不
上
レ

得
レ

做
レ

声
。（
大
正
蔵
四
七
・
九
二
三
ａ
）

と
述
べ
て
い
る
。
一
種
の
邪
師
が
黙
照
禅
を
説
き
、
修
行
僧
に
朝
か
ら
晩
ま
で
悟
り
（
是
事
）
の
こ
と
に
拘
わ
ら
せ
ず
、
す
べ
て
を
休
歇
し
去

っ
て
声
も
出
さ
ず
に
黙
々
と
坐
禅
さ
せ
て
い
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
る

）
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。
こ
の
や
り
取
り
は
智
鑑
が
雪
峰
山
の
清
了
の
も
と
を
去
っ
た
以
後

の
出
来
事
で
あ
る
が
、
宗
杲
が
清
了
の
禅
風
を
黙
照
邪
禅
と
し
て
批
判
を
展
開
し
た
情
報
は
、
お
そ
ら
く
や
が
て
智
鑑
の
耳
に
も
届
い
た
は

ず
で
あ
ろ
う
か
ら
、
当
時
の
智
鑑
が
宗
杲
に
よ
る
黙
照
禅
批
判
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

明
州
象
山
県
の
鄭
行
山
で
独
居
す
る

足
菴
…
復
回
二

四
明
一、
遯
二

于
象
山
県
之
鄭
行
山
一、
乃
海
岸
孤
絶
之
処
、
相
伝
山
有
二

怪
妖
一

不
レ

可
レ

入
。
入
亦
多
以
二

驚
異
一

逃
帰
。
師
曰
、
吾
為
レ

法
忘
レ

形
、
何
懼
耶
。
乃
即
山
中
盤
石
縛
レ

茅
為
レ

菴
、
地
高
無
二

泉
脉
一。
師
禱
曰
、
吾
辦
道
来
レ

此
、
山
神
其
恵
二

吾
泉
一。
因
鋤
二

小
坎
一、
移

レ

時
而
水
溢
。
食
不
レ

継
、
則
啖
二

松
枝
一

以
療
レ

飢
。
時
紹
興
二
年
也
。

補
続
…
入
二

象
山
之
鄭
行
山
一、縛
レ

茅
而
居
。
山
当
二

海
岸
孤
絶
処
一

多
二

怪
妖
一。
師
吊
二

影
其
間
一、百
怪
不
レ

能
レ

惑
。
地
高
無
レ

水
。
禱
曰
、吾
辦
道
来
レ

此
、

神
其
恵
二

我
泉
一。
因
鋤
二

小
坎
一、
移
レ

時
而
水
溢
。
食
不
レ

継
、
啖
二

松
栢
一

以
療
レ

飢
。
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四
二

祖
燈
…
具
戒
後
、
入
二

象
山
之
鄭
行
山
一

縛
レ

庵
而
居
。
山
当
二

海
岸
一

多
二

妖
怪
一。

全
書
…
後
遯
二

象
山
一、百
怪
不
レ

能
レ

惑
。

四
明
…
習
二

静
於
象
山
鄭
行
山
一。
海
岸
孤
絶
、
百
色
妖
露
、
鑑
不
二

為
動
一。

　

紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
に
智
鑑
は
福
州
雪
峰
山
の
真
歇
清
了
の
も
と
を
辞
し
て
再
び
四
明
に
帰
り
、
明
州
象
山
県
の
鄭
行
山
に
遁
世
し
て

い
る
。
象
山
県
は
明
州
の
東
南
に
位
置
す
る
半
島
で
あ
り
、
北
は
鄞
県
に
、
西
は
奉
化
県
に
接
し
、
南
西
は
台
州
寧
海
県
に
達
す
る
。
県
治

の
北
に
象
が
伏
し
た
よ
う
な
か
た
ち
の
山
が
あ
り
、
象
山
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
さ
れ
る
。
鄭
行
山
と
は
象
山

県
西
北
一
〇
里
に
存
す
る
山
で
、
県
内
で
最
も
高
く
聳
え
て
お
り
、
山
の
上
で
は
霊
草
や
佳
茗
が
採
れ
る
と
さ
れ
る
。『
宝
慶
四
明
志
』
巻

二
一
「
象
山
県
志
」
の
「
敍
山
」
に
、

鄭
行
山
、
県
西
北
十
里
。
山
尤
高
聳
、
上
産
二

霊
草
佳
茗
一。
旧
有
二

鄭
行
一、
結
二

庵
於
上
一。

と
あ
り
、『
民
国
象
山
県
志
』
巻
二
之
一
「
山
脈
図
説
」
に
、

象
山
稍
西
中
、
中
峙
二

一
峯
一

曰
二

煉
丹
山
一、
旧
名
二

蓬
莱
山
一。（
中
略
）
煉
丹
山
之
水
、
繞
レ

城
而
西
合
二

彭
姥
嶺
一。（
中
略
）
大
煉
丹
山
、
逆
折
而
北

起
二

鄭
行
山
一、
産
二

白
堊
佳
荈
一。
有
二

石
井
潭
一、
其
石
方
竇
如
レ

井
因
名
、
旱
禱
輒
応
。
山
半
有
二

石
磬
一、
撃
レ

之
鏗
然
。

　

一
統
志
。
鄭
行
山
、
在
二

県
北
十
里
一、
形
勢
聳
抜
。

　

宝
慶
志
。
鄭
行
山
、
県
西
北
十
里
。
上
産
二

霊
草
佳
茗
一。
旧
有
二

鄭
行
一、
結
二

菴
於
此
一、
故
名
。
山
陽
石
井
潭
、
石
有
二

方
竇
一

如
レ

井
、
因
名
。

と
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
山
の
名
は
古
く
鄭
行
（
未
詳
）
と
い
う
人
が
山
上
に
草
庵
を
結
ん
だ
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。「
雪
竇
足
菴

禅
師
塔
銘
」
や
『
補
続
高
僧
伝
』
に
よ
れ
ば
、
鄭
行
山
は
海
岸
部
に
孤
絶
し
て
お
り
、
山
に
は
古
く
よ
り
妖
気
が
漂
い
、
入
山
し
た
者
の
多

く
は
恐
れ
慄
い
て
逃
げ
帰
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
こ
の
た
め
地
元
の
人
々
は
鄭
行
山
に
近
づ
く
こ
と
を
避
け
て
い
た
も
の
ら
し
い
。「
雪
竇
足

菴
禅
師
塔
銘
」
に
よ
る
と
、
智
鑑
は
鄭
行
山
中
の
盤
石
の
上
に
茅
を
縛
っ
て
草
庵
を
造
っ
て
お
り
、
そ
の
地
が
高
く
て
泉
脈
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
自
ら
「
吾
れ
辦
道
し
て
此
に
来
た
る
、
山
神
、
其
れ
吾
れ
に
泉
を
恵
み
た
ま
え
」
と
祈
り
、
鋤
で
小
さ
な
穴
を
掘
る
と
、
し
ば
ら

く
し
て
水
が
溢
れ
出
し
た
と
さ
れ
る
。
食
料
が
途
絶
え
る
と
、
智
鑑
は
松
や
栢
を
貪
り
食
べ
て
飢
え
を
凌
い
だ
と
伝
え
て
お
り
、
あ
た
か
も

唐
代
に
馬
祖
下
の
大
梅
法
常
（
七
五
二
─
八
三
九
）
が
明
州
鄞
県
の
大
梅
山
中
に
入
り
、
松
実
を
食
し
荷
葉
を
衣
と
し
た
故
事
を
彷
彿
さ
せ
る

）
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。

た
だ
し
、
智
鑑
が
鄭
行
山
に
結
ん
だ
草
庵
が
如
何
な
る
名
称
で
あ
っ
た
の
か
、
残
念
な
が
ら
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
も
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
。



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

四
三

巨
蟒
が
出
没
し
巨
石
が
飛
墜
す
る

足
菴
…
一
日
有
二

巨
蟒
一

入
レ

菴
、
矯
レ

首
怒
視
。
越
二

数
日
一、
復
旋
二

繞
于
牀
一。
師
不
レ

顧
而
去
。
夜
聞
三

菴
後
巌
谷
震
響
如
二

霆
撃
一。
旦
起
視
レ

之
、

有
二

巨
石
一

飛
墜
、
越
レ

菴
而
立
二

于
門
一、
並
菴
大
木
皆
為
レ

之
摧
拉
。
変
怪
百
出
、
略
可
レ

記
者
如
レ

此
。
師
不
二

為
動
一、
終
不
レ

能
レ

害
也
。

補
続
…
甞
深
夜
打
坐
、
聞
三

菴
後
巗
谷
震
響
如
二

鬪
撃
一。
旦
起
視
レ

之
、
有
二

巨
石
一

飛
墜
、
越
レ

庵
而
立
二

於
門
一、
並
庵
大
木
無
レ

不
二

摧
拉
一。
而
庵
独

無
レ

恙
。
一
日
有
二

巨
蟒
一

入
レ

庵
、
矯
レ

首
怒
視
。
越
二

数
日
一、
復
旋
二

繞
於
牀
一。
師
不
レ

顧
而
去
。
変
怪
百
出
、
師
挙
不
二

為
動
一、
徐
亦
帖
然
。

祖
燈
…
有
二

巨
蟒
一

入
レ

庵
、
矯
レ

首
怒
視
。
越
二

数
日
一、
復
旋
二

繞
於
牀
一。
師
不
レ

顧
、
蟒
為
引
去
。
変
怪
百
出
、
皆
不
レ

能
レ

惑
。
徐
亦
帖
然
。

　

智
鑑
が
鄭
行
山
で
な
し
た
事
跡
と
し
て
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
や
『
補
続
高
僧
伝
』
に
は
大
蛇
を
鎮
圧
し
た
説
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

一
日
、
巨
蟒
有
り
て
菴
に
入
り
、
首
を
矯
げ
て
怒
視
す
。
数
日
を
越
え
て
、
復
た
牀
を
旋
繞
す
。
師
、
顧
み
ざ
れ
ば
、
而
し
て
去
る
。
夜
に
菴
後

の
巌
谷
の
震
響
す
る
こ
と
霆
撃
の
如
き
を
聞
く
。
旦
に
起
き
て
之
れ
を
視
れ
ば
、
巨
石
有
り
て
飛
墜
し
、
菴
を
越
え
て
門
に
立
ち
、
並
び
に
菴
の

大
木
皆
な
之
れ
が
為
め
に
摧
拉
す
。
変
怪
百
出
し
、
略
ぼ
記
す
べ
き
は
此
の
如
し
。
師
、
為
め
に
動
ぜ
ざ
れ
ば
、
終
に
害
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
補
続
高
僧
伝
』
で
は
こ
れ
を
二
つ
の
説
話
と
し
て
分
け
、
し
か
も
内
容
の
順
番
を
入
れ
替
え
て
お
り
、『
祖

燈
大
統
』
で
は
さ
ら
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
基
づ
い
て
内
容
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

あ
る
一
日
、
一
匹
の
巨
蟒
が
庵
中
に
入
り
込
み
、
首
を
曲
げ
て
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
智
鑑
を
睨
み
つ
け
て
い
た
。
蟒
と
は
蟒
蛇
（
う
わ
ば
み
）

あ
る
い
は
大
蛇
（
お
ろ
ち
）
の
こ
と
で
あ
り
、
大
き
な
蛇
を
い
う
。
数
日
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
巨
蟒
は
床
を
ぐ
る
ぐ
る
と
這
い
回
っ
た
。
智
鑑

が
そ
れ
を
何
ら
顧
み
ず
に
い
る
と
、
や
が
て
巨
蟒
は
立
ち
去
っ
て
い
っ
た

）
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。
そ
の
夜
、
智
鑑
が
深
夜
に
庵
中
で
坐
禅
を
組
ん
で
い
る
と
、
庵

の
後
ろ
の
巌
谷
で
稲
妻
の
よ
う
に
大
き
く
振
動
し
て
鳴
り
響
く
音
が
し
た
。
明
け
方
に
智
鑑
が
起
き
て
見
て
み
る
と
、
巨
大
な
石
が
飛
来
し

て
庵
を
越
え
て
門
に
立
ち
塞
が
り
、
し
か
も
庵
の
周
り
の
大
木
を
み
な
薙
ぎ
倒
し
て
い
た
と
い
う
。
あ
た
か
も
巨
蟒
が
智
鑑
に
庵
に
災
い
す

る
飛
来
石
を
告
げ
に
来
た
か
の
印
象
が
あ
り
、
飛
来
石
と
は
山
中
の
岩
石
が
何
ら
か
の
原
因
で
崩
れ
落
ち
て
落
下
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
ほ
か
に
も
怪
し
げ
な
こ
と
が
頻
繁
に
存
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
智
鑑
が
そ
れ
ら
に
何
ら
動
ず
る
こ
と
な
く
、
い
ず
れ
も
危
害
を
被
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
因
縁
は
『
五
燈
会
元
』
の
智
鑑
の
章
に
も
簡
略
に
「
後
遯
二

象
山
一
、百
怪
不
レ

能
レ

惑
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
百
怪
が
智
鑑
を
惑
わ
す
こ
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四
四

と
は
な
か
っ
た
と
ま
と
め
て
い
る
。
あ
た
か
も
日
本
中
世
後
期
の
曹
洞
禅
者
の
伝
記
史
料
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
悪
霊
鎮
圧
の
説
話
の
ご
と

き
で
あ
り
、
興
味
深
い
も
の
を
覚
え
る

）
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禅
定
中
に
開
悟
し
て
延
寿
□
然
に
相
見
し
て
問
答
す
る

足
菴
…
明
年
正
月
十
四
夜
、
于
二

深
定
中
一、
豁
然
開
悟
。
師
自
念
云
、
威
音
王
以
前
無
レ

師
自
証
、
威
音
王
以
後
無
レ

師
自
証
者
、
皆
天
魔
外

道
。
遂
下
レ

山
、
見
二

延
寿
然
一

曰
、
日
来
肚
大
無
二

物
可
一レ

餐
、
菴
小
無
二

牀
可
一レ

臥
、
若
能
与
レ

食
展
レ

菴
則
住
、
不
レ

然
則
去
。
然

与
レ

師
反
二

覆
問
答
一

不
レ

能
レ

屈
、
因
叩
二

師
見
地
一。
師
云
、
一
坐
四
旬
、
身
心
瑩
徹
、
忽
爾
古
鏡
現
前
、
非
二

由
レ

天
降
一、
不
二

従
レ

地

出
一。
自
是
本
有
垢
浄
、
光
通
不
レ

労
二

心
力
一

自
照
也
。
昔
真
歇
嘗
于
二

室
中
一

挙
問
、
一
物
上
拄
レ

天
、
下
拄
レ

地
、
常
在
二

動
用
中
一、

 

道
用
中
收
不
レ

得
、
是
什
麼
物
。
得
二

恁
麼
一

而
今
照
破
、
方
知
天
蓋
不
レ

及
、
地
載
不
レ

起
、
喚
作
二

古
鏡
一。
亦
是
謗
レ

他
。
遂
有
レ

頌
云
、
箇

鏡
光
流
遍
二

刹
塵
一、
鑑
照
無
碍
体
難
レ

分
、
羣
霊
巨
徳
皆
称
レ

妙
、
凡
聖
無
レ

非
二

裏
許
身
一。
然
云
、
不
レ

易
レ

到
二

者
田
地
一。

補
続
…
一
夕
深
定
中
、
豁
然
開
悟
、
身
心
世
界
、
洞
如
二

琉
璃
一。
自
念
云
、
威
音
王
已
前
無
レ

師
自
証
、
威
音
王
已
後
無
レ

師
自
証
者
、
皆
天
魔
外
道
。

遂
下
レ

山
、
見
二

延
寿
然
一

曰
、
日
来
肚
大
無
二

物
可
一レ

餐
、
庵
小
無
二

床
可
一レ

臥
、
若
能
与
レ

食
展
レ

庵
則
住
、
不
レ

然
則
去
。
然
与
レ

師
反
二

覆

問
答
一、
不
レ

能
レ

屈
。
因
叩
二

其
所
一レ

得
、
呈
二

一
頌
一。
然
喜
曰
、
鑒
公
徹
也
。

祖
燈
…
一
夜
深
定
中
自
念
、
此
豈
外
物
耶
。
遂
豁
然
大
悟
、
身
心
世
界
、
洞
如
二

瑠
璃
一。
乃
下
レ

山
見
二

延
寿
然
一

曰
、
日
来
肚
大
無
二

物
可
一レ

餐
、
庵

小
無
二

牀
可
一レ

臥
。
若
能
与
レ

食
展
レ

菴
則
住
、
否
則
去
。
然
曰
、
者
漢
、
従
二

甚
処
一

見
レ

神
見
レ

鬼
、
来
二

者
裏
一

納
敗
。
師
便
喝
。
於
レ

是
反

覆
徴
詰
、
不
レ

能
レ

屈
。
然
乃
曰
、
鑒
公
徹
人
也
。

全
書
…
深
夜
開
悟
。
求
二

証
於
延
寿
然
一

曰
、
日
来
肚
大
無
二

物
可
一レ

餐
、
庵
小
無
二

床
可
一レ

臥
。
若
能
与
レ

食
展
レ

庵
則
住
、
否
則
去
。
然
曰
、
這
漢
、

従
二

甚
処
一

見
レ

神
見
レ

鬼
、
来
二

者
裏
一

納
敗
。
師
便
喝
。
於
レ

是
反
覆
徴
詰
、
不
レ

能
レ

屈
。
然
乃
曰
、
鑒
公
徹
人
也
。

四
明
…
深
定
中
豁
然
開
悟
。
遂
出
求
二

証
於
知
識
一。

　

紹
興
三
年
（
一
一
三
三
）
正
月
一
四
日
の
夜
に
鄭
行
山
の
庵
中
で
深
い
禅
定
に
入
っ
て
い
た
と
き
、
智
鑑
は
漸
く
悟
道
の
機
縁
に
恵
ま
れ
、

豁
然
と
し
て
開
悟
し
て
い
る
。「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
智
鑑
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
自
ら
思
い
を
巡
ら
し
た
と
さ
れ
る
。

　
　

威
音
王
以
前
に
師
無
く
し
て
自
ら
証
し
、
威
音
王
以
後
に
師
無
く
し
て
自
ら
証
す
る
者
は
、
皆
な
天
魔
外
道
な
り
。

　

こ
の
よ
う
に
念
じ
た
智
鑑
は
自
ら
進
ん
で
庵
を
出
て
鄭
行
山
を
下
っ
て
い
る
。
智
鑑
と
し
て
は
無
師
独
悟
、
自
悟
自
証
は
あ
く
ま
で
天
魔
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四
五

外
道
の
見
解
で
あ
っ
て
、
す
ぐ
れ
た
禅
匠
か
ら
印
可
証
明
を
得
な
け
れ
ば
真
の
悟
道
と
は
言
え
な
い
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る

）
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こ
の
と
き
智
鑑
が
先
ず
印
可
証
明
を
得
よ
う
と
赴
い
た
の
が
延
寿
□
然
と
い
う
禅
者
の
も
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
延
寿
と
は
禅
院
の
名

称
で
あ
り
、明
州
象
山
県
北
七
里
に
存
し
た
瑞
雲
峰
延
寿
院
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。『
宝
慶
四
明
志
』
巻
二
一
「
象
山
県
志
」
の
「
寺
院
〈
禅

院
〉」
に
、

瑞
雲
峯
延
寿
院
、県
北
七
里
。
旧
名
二

龍
寿
院
一。
漢
乾
祐
二
年
置
、王
説
記
。
皇
朝
治
平
二
年
、改
賜
二

今
額
一。
常
住
田
九
百
一
十
四
畝
、山
二
百
七
十
畝
。

と
し
て
延
寿
禅
院
の
簡
略
な
寺
史
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
寺
は
古
く
五
代
後
漢
の
乾
祐
二
年
（
九
四
九
）
に
建
て
ら
れ
て
龍
寿
院
と
称
さ
れ
て
い

た
が
、
北
宋
の
治
平
二
年
（
一
〇
六
五
）
に
瑞
雲
山
延
寿
院
の
勅
額
を
賜
っ
て
い
る
。「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
「
象
山
延
寿
虚
レ

席
、

使
君
延
請
再
三
、
始
従
レ

之
」
と
あ
り
、
こ
れ
よ
り
先
、
や
は
り
象
山
県
の
延
寿
禅
院
が
虚
席
と
な
っ
た
際
に
大
休
宗
珏
も
住
持
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
『
宝
慶
四
明
志
』
巻
九
「
僊
釈
」
の
「
僧
法
平
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
大
慧
宗
杲
の
法
を
嗣
い
だ
大
慧
派
の
元
衡
法
平
（
怡
雲
野
人
）

も
延
寿
院
に
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

）
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延
寿
院
に
到
っ
た
智
鑑
が
問
答
を
交
わ
し
た
の
は
、
と
き
に
住
持
で
あ
っ
た
延
寿
□
然
と
い
う
禅
者
で
あ
っ
た
。
延
寿
然
に
関
し
て
は
法

諱
の
上
字
や
嗣
承
が
知
ら
れ
ず
、
そ
の
事
跡
も
一
切
定
か
で
な
い
が
、
状
況
的
に
宗
珏
の
後
席
を
継
ぐ
か
た
ち
で
延
寿
院
に
住
持
し
て
い
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
あ
る
い
は
清
了
や
宗
珏
ゆ
か
り
の
曹
洞
禅
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
延
寿
然
を
清
了
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
、
宗

珏
と
は
同
門
に
当
た
る
禅
者
で
あ
っ
た
と
見
た
い
が
、
定
か
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
延
寿
然
は
智
鑑
が
印
可
を
求
め

よ
う
と
す
る
に
足
る
禅
者
で
あ
っ
た
も
の
ら
し
く
、
当
時
、
象
山
県
内
の
諸
禅
刹
で
も
す
ぐ
れ
た
禅
匠
と
し
て
定
評
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
四
明
山
志
』
に
よ
れ
ば
「
遂
に
出
で
て
証
を
知
識
に
求
む
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
智
鑑
は
善
知
識
か
ら
印
証
を
求
め
る
た
め
に
鄭
行
山
を
後

に
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
善
知
識
と
は
延
寿
然
の
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。

　

延
寿
然
に
相
見
し
た
智
鑑
は
「
日
来
、
肚
は
大
に
し
て
物
の
餐
す
べ
き
無
く
、
菴
は
小
に
し
て
牀
の
臥
す
べ
き
無
し
、
若
し
能
く
食
を
与

え
菴
を
展
ぜ
ば
則
ち
住
し
、
然
ら
ず
ば
則
ち
去
ら
ん
」
と
問
い
を
発
し
て
い
る
。
食
を
与
え
庵
を
広
げ
て
く
れ
た
な
ら
ば
止
ま
り
た
い
と
は
、

満
足
す
る
印
可
を
与
え
て
く
れ
た
な
ら
法
を
嗣
ぎ
た
い
と
い
う
意
向
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
智
鑑
が
自
ら
「
肚
は
大
に
し
て
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
体
が
大
き
く
腹
が
出
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
後
も
智
鑑
は
延
寿
然
と
問
答
商
量
を
交
わ
し
て
お
り
、

延
寿
然
は
智
鑑
を
問
答
で
屈
服
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
延
寿
然
は
智
鑑
の
見
地
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
諮
問
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
智
鑑
が
述
べ
た
こ
と
ば
と
し
て
、
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四
六

一
た
び
坐
す
る
こ
と
四
旬
、
身
心
は
瑩
徹
に
し
て
、
忽
爾
と
し
て
古
鏡
現
前
す
、
天
由
り
降
り
る
に
非
ず
、
地
よ
り
出
づ
る
に
あ
ら
ず
。
自
ず
か

ら
是
れ
本
有
の
垢
浄
に
し
て
、
光
り
通
じ
て
心
力
を
労
せ
ず
し
て
自
照
す
る
な
り
。
昔
、
真
歇
、
嘗
て
室
中
に
于
い
て
挙
問
す
、「
一
物
、
上
は
天

を
拄
え
、
下
は
地
を
拄
え
、
常
に
動
用
中
に
在
り
て
、
道
用
中
に
收
め
得
ず
、
是
れ
什
麼
物
ぞ
。
恁
麼
を
得
て
而
今
照
破
せ
ば
、
方
め
て
知
ら
ん
、

天
も
蓋
い
及
ば
ず
、
地
も
載
せ
起
せ
ず
、
喚
ん
で
古
鏡
と
作
す
こ
と
を
」
と
。
亦
た
是
れ
他
を
謗
ず
。

と
答
え
て
お
り
、
貴
重
な
智
鑑
の
こ
と
ば
を
伝
え
て
い
る
。
智
鑑
が
鄭
行
山
で
坐
禅
を
行
じ
た
期
間
が
四
旬
す
な
わ
ち
四
〇
日
間
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
、
古
鏡
と
は
一
切
の
も
の
を
す
べ
て
映
し
出
す
円
鏡
で
あ
り
、
仏
性
に
準
え
ら
れ
て
い
る
。
智
鑑
は
真
歇
清
了
が
か
つ
て
室

中
で
修
行
僧
ら
に
示
し
て
い
た
古
鏡
の
設
問
す
ら
不
要
の
も
の
と
し
て
退
け
て
い
る

）
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。
こ
の
清
了
の
説
示
に
つ
い
て
は
出
典
が
定
か
で
な
い

も
の
の
、
真
州
長
蘆
寺
か
普
陀
山
で
説
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
聯
燈
会
要
』
巻
二
〇
「
筠
州
洞
山
良
价
禅
師
」
の
章
に
、

師
与
二

泰
首
座
一

喫
二

果
子
一

次
、
師
問
、
有
二

一
物
一

上
拄
レ

天
下
拄
レ

地
黒
如
レ

漆
、
常
在
二

動
用
中
一、
動
用
中
収
不
レ

得
。
儞
道
、
過
在
二

甚
麼
処
一。
泰
云
、

過
在
二

動
用
中
一。
師
便
喝
、
掇
二

却
果
卓
一。（
卍
続
蔵
一
三
六
・
三
八
三
ｃ
）

と
あ
る
「
洞
山
果
子
」
の
古
則
公
案
を
踏
ま
え
た
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
と
き
智
鑑
は
自
身
の
境
地
を
つ
ぎ
の
よ

う
な
一
首
の
偈
頌
に
託
し
て
詠
じ
て
お
り
、
こ
れ
を
延
寿
然
に
呈
し
て
い
る
。

箇
鏡
光
流
遍
二

刹
塵
一、
鑑
照
無
碍
体
難
レ

分
、
羣
霊
巨
徳
皆
称
レ

妙
、
凡
聖
無
レ

非
二

裏
許
身
一。

箇
の
鏡
、
光
り
流
れ
て
刹
塵
に
遍
く
、
鑑
照
無
碍
に
し
て
体
は
分
か
ち
難
し
。
群
霊
巨
徳
は
皆
な
妙
と
称
す
、
凡
聖
は
裏
許
の
身
に
非
ざ
る
無
し
。

　

こ
の
偈
頌
は
智
鑑
の
古
鏡
に
因
む
「
悟
道
偈
」
と
し
て
出
世
以
前
の
若
い
頃
に
詠
じ
た
貴
重
な
作
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
後
に
日
本
の

道
元
が
智
鑑
の
法
孫
と
し
て
『
正
法
眼
蔵
』「
古
鏡
」
の
巻
を
残
し
て
い
る
の
も
、
偶
然
と
は
い
え
因
縁
深
い
も
の
を
覚
え
る
。
智
鑑
が
呈
し

た
「
悟
道
偈
」
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、延
寿
然
は
「
者
の
田
地
に
到
る
こ
と
易
か
ら
ず
」
と
述
べ
、智
鑑
の
境
涯
を
賞
賛
し
た
と
さ
れ
る
。『
補

続
高
僧
伝
』
で
は
延
寿
然
が
「
鑒
公
徹
せ
り
」
と
認
め
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、『
祖
燈
大
統
』
と
『
五
燈
全
書
』
で
は
「
鑒
公
は
徹
人
な
り
」

と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
と
き
智
鑑
と
し
て
は
延
寿
然
を
あ
え
て
嗣
法
の
本
師
と
仰
ぐ
こ
と
は
せ
ず
、
つ
い
に
大
休
宗
珏
の

も
と
に
再
参
し
て
法
門
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
。

鄭
行
山
の
肉
身
菩
薩
と
称
さ
れ
る

足
菴
…
師
至
二

陳
山
一

欲
二

航
海
一。
或
指
曰
、此
鄭
行
山
中
肉
身
菩
薩
也
。
人
皆
環
遶
求
レ

偈
。
時
天
大
風
不
レ

可
レ

渡
。
師
謂
二

篙
人
一

曰
、吾
為
レ

汝
借
。
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風
洎
レ

登
レ

舟
、
俄
頃
而
済
。
抵
レ

岸
則
逆
風
如
レ

故
。

補
続
…
復
航
海
。

　

延
寿
然
の
も
と
を
辞
し
た
智
鑑
は
象
山
県
内
の
陳
山
と
い
う
地
に
到
り
、
海
を
渡
っ
て
同
じ
明
州
の
奉
化
県
に
渡
ろ
う
と
し
た
も
の
ら
し

い
。
陳
山
と
は
明
州
象
山
県
北
一
五
里
に
存
し
た
政
実
郷
美
政
里
陳
山
保
の
地
を
指
す
と
見
ら
れ
、『
宝
慶
四
明
志
』巻
二
一「
昌
国
県
志
」の「
郷

村
」
の
「
政
実
郷
負
郭
管
里
一
保
十
二
」
に
は
美
政
里
の
中
の
一
保
と
し
て
「
陳
山
保
、
県
北
十
五
里
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
象
山
県
は
海

に
突
き
出
た
半
島
で
あ
り
、
象
山
県
の
北
側
か
ら
は
陸
路
で
南
西
に
回
り
道
を
し
て
奉
化
県
に
到
る
よ
り
、
船
で
一
足
飛
び
に
奉
化
県
に
赴

く
方
が
便
利
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

智
鑑
が
象
山
県
陳
山
保
の
港
か
ら
船
で
航
海
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
あ
る
者
が
智
鑑
を
指
差
し
て
「
此
れ
は
鄭
行
山
中
の
肉
身
菩
薩
な
り
」

と
告
げ
る
と
、
人
々
は
み
な
で
智
鑑
を
取
り
囲
ん
で
偈
頌
を
求
め
た
と
い
う
。
す
で
に
当
時
か
ら
智
鑑
が
偈
頌
の
名
手
と
し
て
象
山
県
の
人
々

の
間
に
も
定
評
が
存
し
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る

）
41
（

。

　

と
き
に
天
候
が
不
順
で
大
風
が
吹
き
荒
れ
た
た
め
に
、
船
は
出
航
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
て
い
た
。
智
鑑
は
篙
人
す
な
わ
ち
船
頭
（
水
夫
）

に
対
し
て
「
吾
れ
汝
が
為
め
に
借
け
ん
」
と
告
げ
て
い
る
。「
私
が
あ
な
た
の
た
め
に
力
を
貸
し
て
あ
げ
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
す
る
と
風
が
収
ま
り
船
に
乗
っ
て
僅
か
な
時
間
で
渡
る
こ
と
が
で
き
た
。
岸
に
至
る
と
、
ま
た
も
と
の
逆
風
が
吹
き
荒
れ
た
と
い
う
。

船
に
同
乗
し
た
の
は
智
鑑
と
水
夫
の
ほ
か
に
も
存
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
う
し
た
こ
と
が
さ
ら
に
「
鄭
行
山
肉
身
菩
薩
」
の
尊
称
で

智
鑑
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
と
な
り
、
智
鑑
の
名
を
世
間
に
広
め
た
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
希
叟
紹
曇
は
『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
「
天
童
珏
禅
師
」
の
章
に
お
い
て
、
智
鑑
が
鄭
行
山
で
悟
道
し
て
肉
身
菩
薩
と
称
せ
ら
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
、

雪
竇
鑑
入
二

海
山
一、
発
明
後
乃
曰
、
威
音
王
已
前
無
レ

師
自
証
、
威
音
王
已
後
無
レ

師
自
証
者
、
即
邪
魔
外
道
。
出
レ

山
聞
二

空
中
語
一

云
、
鄭
行
山
肉

身
菩
薩
。
至
二

長
蘆
一

見
レ

師
求
二

印
証
一。
師
肯
レ

之
。（
中
略
）
有
レ

眼
無
レ

筋
、
錯
印
二

証
鄭
行
山
肉
身
菩
薩
一、
致
二

飛
雪
千
丈
一

伸
二

冤
苦
一、
声
撼
二

叢
林
一。（
卍
続
蔵
一
三
五
・
四
八
四
ｂ
～
ｃ
）

と
書
き
記
し
て
い
る
。『
五
家
正
宗
賛
』
に
よ
れ
ば
、
智
鑑
が
鄭
行
山
で
悟
道
し
て
山
を
出
た
際
に
空
中
か
ら
「
鄭
行
山
肉
身
菩
薩
」
と
い
う

声
が
聞
こ
え
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
記
載
と
は
か
な
り
相
違
し
た
内
容
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

四
八

明
州
奉
化
県
の
大
中
岳
林
寺
に
到
っ
て
大
休
宗
珏
と
機
縁
が
契
う

足
菴
…
径
至
二

岳
林
一、
見
二

大
休
一

云
、
久
違
二

尊
顔
一

即
不
レ

無
、
如
何
是
同
レ

風
不
レ

間
底
人
。
珏
云
、
井
底
蝦
蟇
呑
二

却
月
一。
師
云
、
賓
主
不
レ

立
、

報
化
平
呑
。
珏
云
、
向
二

賓
主
不
レ

立
処
一

道
。
師
云
、
不
レ

辞
レ

道
、
恐
渉
二

唇
吻
一。
珏
云
、
只
今
将
二

什
麼
一

抵
対
。
師
云
、
不
レ

借
。
珏
云
、

仏
祖
不
二

奈
レ

爾
何
一。
師
礼
拝
。
遂
令
二

受
具
一。

補
続
…
見
二

大
休
於
岳
林
一。
試
二

其
機
辯
無
碍
一、
歎
曰
、
仏
祖
不
二

奈
レ

爾
何
一。

祖
燈
…
復
走
見
二

大
休
於
嶽
林
一、
機
辯
逸
出
。
休
曰
、
今
後
仏
祖
不
二

奈
レ

爾
何
一

矣
。

全
書
…
復
走
見
二

大
休
於
嶽
林
一、
機
辨
逸
出
。
休
曰
、
今
後
仏
祖
不
二

奈
レ

爾
何
一

矣
。

四
明
…
復
遇
二

珏
岳
林
一、
得
二

相
印
可
一。

　

そ
の
後
、
智
鑑
は
象
山
県
の
陳
山
か
ら
同
じ
明
州
内
の
奉
化
県
に
赴
い
て
い
る
。
奉
化
県
東
北
五
里
に
存
し
た
大
中
岳
林
禅
寺
に
到
っ
た

智
鑑
は
、
再
び
大
休
宗
珏
を
訪
ね
て
参
見
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
「
天
童
珏
禅
師
」
の
章
の
み
が
「
至
二

長
蘆
一

見
レ

師
求
二

印
証
一
。
師
肯
レ

之
」
と
記
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
っ
て
、
宗
珏
は
真
州
の
長
蘆
寺
に
は
住
持
し
て
お
ら
ず
、
智
鑑
が
宗
珏

に
再
び
相
見
し
た
の
は
あ
く
ま
で
明
州
奉
化
県
の
岳
林
寺
で
あ
っ
た
。

　

奉
化
県
の
岳
林
寺
（
嶽
林
寺
と
も
）
は
い
う
ま
で
も
な
く
唐
末
五
代
に
布
袋
和
尚
契
此
（
長
汀
子
、
定
応
大
師
、
？
─
九
一
六
）
が
居
住
し
て
い

た
寺
院
と
さ
れ
、一
に
岳
林
布
袋
道
場
と
も
称
せ
ら
れ
て
い
る
。『
宝
慶
四
明
志
』
巻
一
五
「
奉
化
県
志
巻
二
」
の
「
寺
院
〈
禅
院
〉」
に
よ
れ
ば
、

大
中
岳
林
寺
、
県
東
北
五
里
。
旧
名
二

崇
福
院
一。
梁
大
同
二
年
置
、
在
二

大
渓
西
一。
唐
相
李
紳
為
二

書
院
額
一、
廃
二

于
会
昌
中
一。
大
中
三
年
、
閑
曠
禅

師
復
建
二

于
渓
東
一。
皇
朝
大
中
祥
符
八
年
、
賜
二

今
額
一。
常
住
田
一
千
三
百
八
十
二
畝
、
山
九
十
一
畝
。
寺
乃
布
袋
和
尚
化
現
之
処
、
唐
末
有
レ

僧

形
裁
瀬
昇
、
蹙
額
膰
腹
、
常
以
レ

杖
荷
二

布
嚢
一、
随
処
偃
臥
。
時
号
二

長
汀
子
一。
布
袋
師
毎
臥
二

雪
中
一、
体
不
二

沾
濡
一。
或
示
レ

人
以
二

禍
福
一、
随
レ

語

即
応
。
天
将
レ

雨
、
則
著
二

湿
草
履
一

涂
中
驟
行
。
或
亢
陽
、
則
曳
二

高
歯
木
履
一、
植
レ

膝
而
臥
二

于
橋
中
一。
梁
貞
明
二
年
、
于
二

寺
之
東
廊
一、
端
二

坐

磐
石
一、
説
レ

偈
曰
、
彌
勒
真
彌
勒
、
分
二

身
百
千
億
一、
時
時
示
二

時
人
一、
時
人
自
不
レ

識
。
偈
畢
即
示
寂
、
葬
二

寺
之
西
南
二
里
一、
其
塔
亭
曰
二

彌
勒

庵
一。
後
有
レ

人
于
二

他
州
一、
見
下

和
尚
提
二

隻
舄
一

而
行
者
上
。
及
二

発
レ

棺
視
一レ

之
、
惟
隻
舄
存
焉
。
水
旱
祈
禱
、
霊
応
如
レ

響
。
元
符
元
年
、
賜
二

号
定

応
大
師
一。
三
年
有
下

見
二

祥
光
于
彌
勒
庵
側
一

者
上
、
掘
レ

土
得
二

所
レ

遺
錫
杖
浄
瓶
一。
邑
人
建
レ

閣
蔵
二

之
并
所
レ

書
偈
一。
坐
石
至
レ

今
猶
存
。
崇
寧
三
年
、

賜
レ

閣
名
二

崇
寧
一、
遇
二

天
寧
節
一、
度
二

僧
一
人
一。
先
レ

是
皇
祐
中
、
仁
宗
皇
帝
召
二

寺
僧
文
岳
禅
師
一、
入
二

禁
中
一

累
賜
二

御
製
詩
偈
并
御
札
一、
今
蔵
二
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崇
寧
閣
一。

と
あ
り
、
岳
林
寺
が
北
宋
代
か
ら
南
宋
代
に
か
け
て
如
何
な
る
歴
史
的
変
遷
を
経
た
か
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
岳
林
寺
は
古
く
南
朝
梁
の
大

同
二
年
（
五
三
六
）
に
大
渓
の
西
に
建
て
ら
れ
、
崇
福
院
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
に
始
ま
っ
て
い
る
。
唐
末
の
会
昌
破
仏
で
廃
さ
れ
た
が
、
大
中

三
年
（
八
四
九
）
に
閑
曠
に
よ
っ
て
大
渓
の
東
に
復
興
さ
れ
た
。
唐
末
か
ら
五
代
初
め
に
布
袋
和
尚
契
此
が
寓
居
し
た
寺
院
と
さ
れ
、
や
が
て

布
袋
和
尚
は
弥
勒
菩
薩
の
化
身
と
し
て
中
国
国
内
で
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
一
）
に
大
中
岳
林
寺
の
寺
額
を
賜

わ
っ
て
お
り
、
寺
の
近
辺
に
は
弥
勒
庵
や
崇
寧
閣
な
ど
が
存
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

智
鑑
が
こ
の
布
袋
和
尚
ゆ
か
り
の
岳
林
寺
に
到
っ
た
と
き
、
住
持
を
務
め
て
い
た
の
が
大
休
宗
珏
で
あ
り
、
智
鑑
と
し
て
は
予
め
宗
珏
に

参
じ
て
印
証
を
得
る
べ
く
岳
林
寺
に
赴
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

郡
請
住
二

岳
林
布
袋
道
場
一、不
レ

就
。
寵
智
時
在
二

天
童
一、視
レ

歇
為
レ

兄
、邀
レ

帰
二

山
間
一。
又
命
レ

師
挂
レ

牌
領
レ

衆
。
象
山
延
寿
虚
レ

席
、使
君
延
請
再
三
、

始
従
レ

之
。
紹
興
二
年
、
太
守
陸
公
長
民
、
仍
遷
二

師
于
岳
林
一。
備
レ

礼
開
堂
。
丞
相
范
公
宗
尹
、
自
号
二

退
晦
居
士
一、
与
レ

師
為
二

方
外
交
一、
遠
来
勧
請
。

参
政
孫
公
近
、
時
為
二

部
使
者
一、
為
二

范
公
草
疏
一。
禅
門
以
為
二

美
談
一。
師
即
嗣
二

真
歇
一。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
宗
珏
と
岳
林
寺
と
の
因
縁
が
語
ら
れ
て
い
る
。
一
度
、
宗
珏
に
対
し
て
岳
林
寺
へ
の
住
持
要
請
が
存
し
た
も
の
の
、
そ

の
と
き
宗
珏
は
こ
れ
を
辞
退
し
て
就
任
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
直
後
、
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
法
叔
の
宏

智
正
覚
（
寵
智
）
が
宗
珏
を
招
い
て
天
童
山
の
第
一
座
（
首
座
）
に
任
じ
て
い
る
。
ま
も
な
く
明
州
象
山
県
の
瑞
雲
峰
延
寿
禅
院
で
住
持
の
席

が
空
い
た
際
、
宗
珏
は
再
三
請
わ
れ
て
天
童
山
の
第
一
座
か
ら
延
寿
寺
の
住
持
に
就
任
し
て
い
る
。
さ
ら
に
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
に
は
明

州
太
守
の
陸
長
民
の
請
で
岳
林
寺
に
遷
住
し
て
お
り
、
こ
の
と
き
宗
珏
は
儀
式
に
則
っ
て
厳
粛
な
開
堂
出
世
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

宗
珏
と
方
外
の
交
わ
り
を
な
し
て
い
た
丞
相
の
范
宗
尹
（
字
は
覚
民
、
退
晦
居
士
、
一
一
〇
〇
―
一
一
三
六
）
が
遠
来
し
て
勧
請
を
な
し
、
参

知
政
事
の
孫
近
（
字
は
叔
詣
）
が
使
者
と
し
て
到
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
応
じ
て
宗
珏
は
岳
林
寺
に
入
寺
し
、
嗣
承
香
を
真
歇
清
了
に
焚
い

て
正
式
に
曹
洞
禅
者
と
し
て
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
宗
珏
が
去
っ
た
瑞
雲
山
延
寿
院
で
は
新
た
に
延
寿
然
が
住
持

に
迎
え
ら
れ
て
お
り
、
延
寿
然
は
会
下
に
到
っ
た
智
鑑
と
問
答
を
交
わ
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

延
寿
院
か
ら
岳
林
寺
に
辿
り
着
い
た
智
鑑
は
久
々
に
宗
珏
に
相
見
し
て
お
り
、「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
は
両
者
の
問
答
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

伝
え
て
い
る
。

径
に
岳
林
に
至
り
、
大
休
に
見
え
て
云
く
、「
久
し
く
尊
顔
に
違
く
こ
と
は
、
即
ち
無
き
に
あ
ら
ず
、
如
何
な
る
か
是
れ
風
を
同
じ
く
し
て
間
せ
ざ
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五
〇

る
底
の
人
」
と
。
珏
云
く
、「
井
底
の
蝦
蟇
、
月
を
呑
却
す
」
と
。
師
云
く
、「
賓
主
立
た
ず
、
報
化
平
し
く
呑
む
」
と
。
珏
云
く
、「
賓
主
の
立
た

ざ
る
処
に
向
っ
て
道
え
」
と
。
師
云
く
、「
道
う
こ
と
は
辞
せ
ざ
る
も
、
恐
れ
ら
く
は
唇
吻
に
渉
ら
ん
」
と
。
珏
云
く
、「
只
今
、
什
麼
を
将
て
か

抵
対
せ
ん
」
と
。
師
云
く
、「
借
ら
ず
」
と
。
珏
云
く
、「
仏
祖
も
爾
を
奈
何
ん
と
も
せ
ず
」
と
。
師
、
礼
拝
す
。
遂
に
受
具
せ
し
む
。

　

こ
の
と
き
智
鑑
は
再
会
し
た
宗
珏
に
「
久
し
く
ご
尊
顔
に
背
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
趣
き
を
同
じ
く
し
て
間
を
開
け
な
い
人
と
は
ど

の
よ
う
で
す
か
」
と
質
問
し
て
い
る
。
師
匠
と
弟
子
が
ぴ
っ
た
り
と
相
応
し
て
い
る
消
息
を
問
う
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宗
珏
は
「
井
底
の
蝦
蟇
、

月
を
呑
却
す
」
と
答
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
井
の
中
の
蛙
が
天
空
の
月
を
呑
み
込
む
意
で
あ
る

）
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。
お
そ
ら
く
僧
堂
や
庵
中
で
坐
禅
を
行
じ
て

来
た
我
が
身
が
そ
の
ま
ま
真
如
の
世
界
、
宇
宙
の
真
理
を
体
現
し
て
い
る
こ
と
、
自
己
と
法
界
が
一
枚
と
な
っ
た
境
地
を
表
現
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
智
鑑
は
さ
ら
に
自
身
の
境
地
を
「
賓
主
立
た
ず
、
報
化
平
し
く
呑
む
」
と
表
現
し
て
お
り
、
こ
れ
は
主
客
の
対
待
が
消
え
、
報
身

や
化
身
を
超
え
て
法
身
一
枚
と
な
っ
た
あ
り
よ
う
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
宗
珏
は
さ
ら
に
そ
の
境
地
を
こ
と
ば
で
表
現
す
る
こ
と

を
智
鑑
に
求
め
て
い
る
。
智
鑑
の
答
え
は
「
道
う
こ
と
は
辞
せ
ざ
る
も
、
恐
れ
ら
く
は
唇
吻
に
渉
ら
ん
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
と
ば
で

表
現
し
た
な
ら
ば
、
概
念
の
世
界
に
落
ち
て
し
ま
う
と
し
て
、
一
旦
は
こ
れ
を
躊
躇
し
て
い
る

）
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。
さ
ら
に
宗
珏
が
「
で
は
即
今
、
何
で
も
っ

て
対
応
す
る
の
か
」
と
詰
め
寄
る
と
、
智
鑑
は
「
借
ら
ず
」
と
答
え
て
い
る
。
不
借
と
は
何
物
も
借
り
る
必
要
が
な
い
、
何
か
を
も
っ
て
表

現
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
と
ば
を
必
要
と
し
な
い
と
い
っ
た
意
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
智
鑑
の
対
応
に
満
足
し
た
宗
珏
は
「
仏
祖

も
爾
を
奈
何
ん
と
も
せ
ず
」
と
認
め
て
お
り
、
歴
代
の
仏
祖
も
こ
の
対
応
に
口
を
差
し
挟
め
な
い
と
褒
め
て
い
る
。
こ
の
と
き
智
鑑
は
す
ぐ

さ
ま
師
資
の
礼
を
も
っ
て
宗
珏
を
礼
拝
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
智
鑑
は
宗
珏
と
の
問
答
を
通
し
て
悟
道
を
認
め
ら
れ
、
こ
こ
に
真
に

宗
珏
を
正
師
と
仰
い
で
そ
の
印
可
証
明
を
得
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

い
ま
一
つ
注
目
す
べ
き
は
両
者
の
問
答
の
末
尾
に
「
遂
に
受
具
せ
し
む
」
と
い
う
記
事
が
存
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
受
具
と
は
具
足
戒
を

受
け
て
正
式
な
比
丘
僧
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
智
鑑
が
具
足
戒
を
受
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
状
況
と
し
て
は
宗
珏
が
印
可
証

明
を
与
え
た
智
鑑
に
対
し
て
受
具
す
る
よ
う
に
勧
め
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
智
鑑
が
岳
林
寺
を
離
れ
て
実
際
に
受
具
し
た
の
は
い

ま
少
し
歳
月
を
経
過
し
て
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
点
は
後
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

翠
巌
山
の
聞
庵
嗣
宗
の
も
と
に
投
じ
て
問
答
す
る

足
菴
…
聞
二

翠
山
宗
白
頭
機
鋒
峻
峭
一、
往
叩
レ

焉
。
時
師
方
為
二

岳
林
一

行
乞
、
担
二

二
布
嚢
一、
随
レ

得
即
受
。
備
歴
二

艱
勤
一、
人
所
レ

不
レ

堪
。
宗
云
、
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五
一

為
レ

衆
竭
レ

力
、
不
レ

無
二

其
労
一。
師
云
、
須
レ

知
有
二

不
レ

労
者
一。
宗
云
、
尊
貴
位
中
收
不
レ

得
時
如
何
。
師
云
、
触
処
相
逢
不
二

相
識
一。
宗
云
、

猶
是
途
中
賓
主
、
作
麼
生
是
主
中
主
。
師
云
、
丙
丁
吹
二

滅
火
一。
宗
以
レ

手
掩
二

師
口
一。
師
払
袖
出
。

補
続
…
因
為
行
乞
、
担
二

二
布
嚢
一、
随
レ

得
即
受
。
備
歴
二

艱
勤
一、
人
所
レ

不
レ

堪
。
翠
山
宗
白
頭
謂
レ

師
曰
、
為
レ

衆
竭
レ

力
、
不
レ

無
二

其
労
一。
師
云
、

須
レ

知
有
二

不
レ

労
者
一。
宗
曰
、
尊
貴
位
中
收
不
レ

得
時
如
何
。
師
云
、
触
処
相
逢
不
二

相
識
一。
宗
曰
、
猶
是
途
中
賓
主
、
如
何
是
主
中
主
。
師
云
、

丙
丁
吹
二

滅
火
一。
宗
以
レ

手
掩
二

師
口
一。
師
払
二

其
袖
一。

祖
燈
…
因
令
二

為
レ

衆
行
丏
一。
師
荷
二

二
嚢
一、
随
レ

得
即
受
、
備
歴
二

艱
勤
一。
翠
山
宗
白
頭
謂
レ

師
曰
、
為
レ

衆
竭
レ

力
、
得
レ

無
レ

労
耶
。
師
曰
、
須
レ

知

有
二

不
レ

労
者
一。
曰
、
尊
貴
位
中
收
不
レ

得
時
如
何
。
師
曰
、
触
処
相
逢
不
二

相
識
一。
曰
、
者
猶
是
途
中
賓
主
、
如
何
是
主
中
主
。
師
曰
、
丙

丁
吹
二

滅
火
一。
宗
以
レ

手
掩
二

師
口
一。
師
払
袖
而
退
。

全
書
…
因
令
二

為
レ

衆
行
丏
一。
師
荷
二

二
嚢
一、
随
レ

得
即
受
、
備
歴
二

艱
勤
一。
翠
山
宗
白
頭
謂
レ

師
曰
、
為
レ

衆
竭
レ

力
、
得
レ

無
レ

労
耶
。
師
曰
、
須
レ

知

有
二

不
レ

労
者
一。
曰
、
尊
貴
位
中
收
不
レ

得
時
如
何
。
師
曰
、
触
処
相
逢
不
二

相
識
一。
曰
、
猶
是
途
中
賓
主
、
如
何
是
主
中
主
。
師
曰
、
丙
丁

吹
二

滅
火
一。
宗
以
レ

手
掩
二

師
口
一。
師
払
袖
退
。

四
明
…
嗣
宗
号
二

聞
菴
一、
歙
州
陳
氏
。
為
三

天
童
覚
所
二

印
可
一。
歴
二

普
照
・
善
権
・
翠
巌
一、
最
後
住
二

雪
竇
一。
終
二

於
本
山
一、
塔
在
二

寺
之
西
南
隅
一。

楼
鑰
智
鍳
塔
銘
所
レ

謂
宗
白
頭
機
鋒
者
是
也
。

　

つ
い
で
智
鑑
は
明
州
翠
巌
山
に
到
っ
て
宏
智
下
の
聞
庵
嗣
宗
（
宗
白
頭
、
一
〇
八
五
―
一
一
五
三
）
の
も
と
に
投
じ
て
い
る
。
翠
巌
山
と
は
明

州
鄞
県
西
南
七
〇
里
に
存
し
た
翠
巌
山
移
忠
資
福
禅
寺
の
こ
と
で
あ
り
、
唐
末
五
代
に
雪
峰
下
の
翠
巌
令
参
（
永
明
大
師
）
に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
て
い
る
。『
宝
慶
四
明
志
』
巻
一
三
「
鄞
県
志
巻
二
」
の
「
寺
院
〈
禅
院
〉」
に
、

翠
巌
山
移
忠
資
福
寺
、県
西
南
七
十
里
。
旧
号
二

翠
巌
境
明
院
一。
唐
乾
寧
元
年
建
。
皇
朝
大
中
祥
符
元
年
、賜
二

名
宝
積
禅
院
一。
嘉
泰
四
年
、張
参
政
請
、

院
為
二

功
徳
寺
一、
賜
二

今
額
一。
常
住
田
一
千
一
百
二
十
九
畝
、
山
二
千
二
百
九
十
六
畝
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、『
四
明
山
志
』
巻
二
「
伽
藍
」
の
「
翠
巌
寺
」
の
項
に
も
、

翠
巌
寺
。
唐
乾
寧
元
年
、
名
二

翠
巌
境
明
院
一。
宋
参
知
張
孝
伯
、
請
為
二

功
徳
院
一、
賜
二

翠
巌
山
移
忠
資
福
之
額
一。（
中
略
）
宗
静
住
二

翠
巌
一、
嗣
二

法
於
嗣
宗
一。

と
あ
る
か
ら
、
こ
の
寺
は
唐
末
の
乾
寧
元
年
（
八
九
四
）
に
創
建
さ
れ
、
翠
巌
境
明
院
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
に
始
ま
っ
て
い
る
。
開
山
の
翠
巌

令
参
は
青
原
下
の
雪
峰
義
存
（
真
覚
大
師
、
八
二
二
─
九
〇
八
）
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
の
一
人
で
あ
り
、
有
名
な
「
翠
巌
眉
毛
」
の
古
則
公
案
で
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五
二

広
く
知
ら
れ
て
い
る

）
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。
北
宋
の
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）
に
新
た
に
名
を
宝
積
禅
院
と
賜
っ
て
お
り
、
智
鑑
が
嗣
宗
に
随
侍
し
て
赴
い
た

当
時
は
い
ま
だ
翠
巌
山
宝
積
禅
院
と
称
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
南
宋
中
期
に
は
参
知
政
事
の
張
孝
伯
（
字
は
伯
子
、
篤
素
居
士
）
が
功
徳

寺
と
な
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
嘉
泰
四
年
（
一
二
〇
四
）
に
は
翠
巌
山
移
忠
資
福
禅
寺
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
と
き
智
鑑
が
参
学
し
た
聞
庵
嗣
宗
は
、
曹
洞
宗
の
宏
智
正
覚
に
と
っ
て
最
も
初
期
の
嗣
法
門
人
と
し
て
知
ら
れ
、
正
覚
よ
り
六
歳
年

長
に
当
た
っ
て
い
る
。
嗣
宗
は
徽
州
（
安
徽
省
）
歙
県
の
陳
氏
の
出
身
で
あ
り
、
頭
髪
が
早
く
か
ら
白
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
宗
白
頭
と
通
称
さ

れ
た
。
同
郷
の
羅
願
（
字
は
端
良
、
号
は
存
斎
、
一
一
三
六
─
一
一
八
四
）
が
嗣
宗
の
た
め
に
「
宗
白
頭
伝
」
を
撰
し
て
お
り
、『
羅
鄂
州
小
集
』

巻
六
「
宗
白
頭
嗣
宗
伝
」
の
ほ
か
、『
新
安
文
献
史
』
巻
一
〇
〇
下
「
宗
白
頭
嗣
宗
伝
」
お
よ
び
『
淳
煕
新
安
志
』
巻
八
「
宗
白
頭
嗣
宗
伝
」

と
し
て
も
載
せ
ら
れ
て
い
る

）
45
（

。
た
だ
し
、「
宗
白
頭
伝
」
に
は
単
に
「
尋
住
二

常
州
善
権
及
明
州
翠
巌
・
雪
竇
一

」
と
あ
り
、
嗣
宗
が
常
州
（
江

蘇
省
）
宜
興
県
西
南
の
善
権
山
広
教
禅
院
（
善
権
寺
）
に
開
堂
出
世
し
た
後
、
明
州
鄞
県
の
翠
巌
山
宝
積
禅
院
に
住
持
し
、
さ
ら
に
明
州
奉
化

県
の
雪
竇
山
資
聖
禅
寺
に
遷
住
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
禅
刹
に
入
寺
し
た
年
時
な
ど
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

智
鑑
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
何
ら
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

智
鑑
が
受
戒
し
て
以
降
に
翠
巌
山
の
嗣
宗
の
も
と
に
到
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
時
期
は
紹
興
一
〇
年
よ
り
後
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
宗
珏
が
明
州
慈
渓
県
の
香
山
智
度
寺
に
赴
い
て
以
降
と
な
り
、
宗
珏
が
去
っ
て
後
に
智
鑑
が
翠
巌
山
の
嗣
宗
に
参
学
し
た
と
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

翠
山
の
宗
白
頭
の
機
鋒
峻
峭
な
る
を
聞
き
、
往
き
て
焉
れ
を
叩
く
。
時
に
師
、
方
に
岳
林
の
為
め
に
行
乞
し
、
二
つ
の
布
嚢
を
担
い
、
得
る
に
随

い
て
即
ち
受
く
。
備
さ
に
艱
勤
を
歴
る
こ
と
、
人
の
堪
え
ざ
る
所
な
り
。

と
あ
る
。『
補
続
高
僧
伝
』
で
も
岳
林
寺
の
宗
珏
と
問
答
し
て
印
可
を
受
け
た
記
事
に
つ
づ
け
て
、

因
み
に
為
め
に
行
乞
し
、
二
つ
の
布
嚢
を
担
い
、
得
る
に
随
い
て
即
ち
受
く
。
備
さ
に
艱
勤
を
歴
る
こ
と
、
人
の
堪
え
ざ
る
所
な
り
。

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
智
鑑
は
岳
林
寺
の
宗
珏
の
も
と
に
在
る
頃
、
す
で
に
翠
巌
山
の
嗣
宗
の
も
と
に
も
出
入
り
し
、
行
乞
（
托
鉢
）
し
て

両
寺
の
た
め
に
布
嚢
（
頭
陀
袋
）
を
担
っ
て
往
来
し
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
困
苦
に
耐
え
て
頭
陀
を
務
め
る
さ
ま
は
誰
も
真
似
が
で
き
な
い
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、
智
鑑
が
翠
巌
山
の
嗣
宗
と
交
わ
し
た
問
答
を
つ
ぎ
の
ご
と
く
伝
え
て
い
る
。

宗
云
く
、「
衆
の
為
め
に
力
を
竭
す
、
其
の
労
無
き
に
あ
ら
ず
」
と
。
師
云
く
、「
須
ら
く
知
る
べ
し
、
労
せ
ざ
る
者
有
る
こ
と
を
」
と
。
宗
云
く
、
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五
三

「
尊
貴
位
の
中
に
收
め
得
ざ
る
時
は
何
如
ん
」
と
。
師
云
く
、「
触
処
、
相
い
逢
う
て
相
い
識
ら
ず
」
と
。
宗
云
く
、「
猶
お
是
れ
途
中
の
賓
主
な
り
、

作
麼
生
か
是
れ
主
中
の
主
」
と
。
師
云
く
、「
丙
丁
、
火
を
吹
滅
す
」
と
。
宗
、
手
を
以
て
師
の
口
を
掩
う
。
師
、
払
袖
し
て
出
づ
。

　

嗣
宗
は
智
鑑
が
一
途
に
行
乞
に
務
め
て
い
る
さ
ま
を
見
て
「
修
行
僧
た
ち
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
お
り
、そ
の
苦
労
は
き
わ
め
て
大
き
い
」

と
慰
労
し
て
い
る
。
す
る
と
智
鑑
は
「
疲
労
し
な
い
者
が
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
す
」
と
答
え
て
い
る
。
不
労
の
者
と
は
衆
生
済
度
に
徹
し
、

人
々
の
た
め
に
利
他
行
を
尽
く
す
菩
薩
の
姿
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
嗣
宗
が
「
尊
貴
の
位
の
中
に
収
め
き
れ
な
い
と
は
、
ど
う

い
う
こ
と
か
」
と
詰
め
寄
っ
て
い
る
。
尊
貴
の
あ
り
よ
う
に
胡
座
を
か
か
ず
、
利
他
行
に
徹
し
て
拖
泥
帯
水
し
て
い
る
菩
薩
の
あ
り
よ
う
に

つ
い
て
、
智
鑑
に
答
え
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
智
鑑
は
「
至
る
と
こ
ろ
で
逢
っ
て
い
な
が
ら
互
い
に
知
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
て
い

る
が
、
こ
れ
は
真
の
菩
薩
と
は
人
々
の
中
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
人
知
れ
ず
利
他
行
に
尽
く
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
嗣
宗
は
「
そ

れ
で
は
ま
だ
途
中
の
賓
と
主
に
す
ぎ
な
い
。
主
中
の
主
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
」
と
さ
ら
に
問
い
詰
め
る
。
智
鑑
は
「
丙
丁
童
子

が
火
を
吹
き
消
し
た
の
で
す
」
と
答
え
て
い
る
。
丙
丁
童
子
と
は
火
の
神
で
あ
り
、
そ
の
火
の
神
が
火
を
吹
き
消
し
た

）
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と
は
、
火
の
神
が
火

の
は
た
ら
き
を
完
全
に
止
め
て
し
ま
っ
た
あ
り
よ
う
を
主
中
の
主
と
答
え
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
嗣
宗
は
智
鑑
の
答
え
を
聞
く
や
否
や
、
す

ぐ
さ
ま
手
で
智
鑑
の
口
を
覆
っ
て
い
る
。
智
鑑
も
ま
た
す
ぐ
さ
ま
袖
を
振
る
っ
て
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
て
い
る
。
主
中
の
主
の
あ
り
よ
う
を

直
ち
に
行
動
で
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
嗣
宗
と
智
鑑
の
両
者
は
、
利
他
行
を
行
ず
る
者
と
こ
れ
を
受
け
る
者
と
の
賓
主
の

商
量
を
自
在
に
展
開
し
て
い
る
。

　

一
方
、「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
に
お
い
て
も
「
幾
三
年
退
処
、
翠
山
依
二

宗
禅
師
一

」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
宗
珏
も
岳
林
寺
の
住
職

を
退
い
た
後
、
翠
巌
山
に
到
っ
て
嗣
宗
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宗
珏
が
岳
林
寺
に
住
持
し
て
い
た
の
は
三
年
間
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
足
掛
け
三
年
と
し
て
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
に
宗
珏
は
岳
林
寺
を
退
住
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
状

況
と
し
て
は
宗
珏
と
智
鑑
は
別
個
の
行
動
を
取
っ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
、
智
鑑
は
宗
珏
か
ら
印
可
を
得
て
後
、
岳
林
寺
の
宗
珏
の
も
と
を

辞
し
て
何
れ
か
の
律
院
に
投
じ
て
具
足
戒
を
受
け
る
べ
く
研
鑽
に
努
め
て
い
た
。
一
方
、
宗
珏
は
住
持
す
る
こ
と
三
年
に
し
て
岳
林
寺
を
退

住
し
、
鄞
県
の
翠
巌
山
に
赴
き
嗣
宗
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

待
制
仇
公
悆
、
遷
二

之
香
山
一。
一
住
十
八
年
、
衲
子
雲
趨
、
寺
為
一
新
。

待
制
の
仇
公
悆
、
之
れ
を
香
山
に
遷
す
。
一
た
び
住
す
る
こ
と
十
八
年
、
衲
子
雲
趨
し
、
寺
は
為
に
一
新
す
。

と
記
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
紹
興
八
年
（
一
一
三
八
）
に
待
制
の
仇
悆
（
字
は
泰
然
、
？
─
一
一
四
六
）
が
明
州
慈
渓
県
東
の
香
山
智
度
禅
寺
に
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五
四

拝
請
し
た
た
め
、
宗
珏
は
香
山
智
度
寺
に
住
持
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
に
は
宗
珏
が
香
山
に
入
院
し
た
年
時

を
明
確
に
記
し
て
は
い
な
い
が
、「
一
た
び
住
す
る
こ
と
十
八
年
」
と
あ
り
、
つ
ぎ
に
宗
珏
が
奉
化
県
の
雪
竇
山
資
聖
禅
寺
に
入
院
す
る
の
が

紹
興
二
五
年
（
一
一
五
五
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
換
算
す
る
と
宗
珏
が
香
山
に
入
院
開
堂
し
た
の
は
紹
興
八
年
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
紹
興
四
年
か
ら
紹
興
八
年
に
至
る
足
掛
け
五
年
間
ほ
ど
を
宗
珏
は
翠
巌
山
の
嗣
宗
の
も
と
に
留
ま
り
、
こ
の
間
、
住
持
の
嗣
宗

の
ほ
か
智
鑑
と
も
日
々
に
顔
を
付
き
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

具
足
戒
を
受
け
て
漸
く
比
丘
と
な
る

　

す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、
宗
珏
と
の
機
縁
を
載
せ
た
後
に
「
遂
令
二

受
具
一

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
智

鑑
が
岳
林
寺
の
宗
珏
の
指
示
で
ま
も
な
く
受
具
し
て
比
丘
と
な
っ
た
か
の
ご
と
く
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
そ
の
後
し
ば

ら
く
智
鑑
は
沙
弥
の
ま
ま
で
あ
っ
た
も
の
ら
し
い
。
智
鑑
は
後
に
紹
煕
三
年
（
一
一
九
二
）
八
月
に
八
八
歳
で
示
寂
し
て
お
り
、
こ
の
と
き
法

臘
が
五
三
齢
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
夏
安
居
の
期
間
な
ど
を
考
慮
し
て
逆
算
す
る
と
、
智
鑑
は
三
六
歳
の
と
き
に
受
具
し
た

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
紹
興
一
〇
年
（
一
一
四
〇
）
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

智
鑑
は
岳
林
寺
の
宗
珏
か
ら
比
丘
と
な
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
直
ち
に
岳
林
寺
の
宗
珏
の
も
と
を
離
れ
た
わ
け
で
は

な
い
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
宗
珏
が
岳
林
寺
を
退
住
す
る
ま
で
そ
の
も
と
に
留
ま
り
、
そ
の
間
、
翠
巌
山
の
嗣
宗
と
の
間
を
往
来
し
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。
宗
珏
が
岳
林
寺
の
住
持
を
退
い
て
翠
巌
山
の
嗣
宗
の
も
と
に
寓
居
し
た
後
は
、
智
鑑
は
宗
珏
と
と
も
に
翠
巌
山
に
身
を
寄
せ
て

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

や
が
て
受
戒
の
た
め
の
諸
条
件
が
整
っ
て
か
ら
智
鑑
は
翠
巌
山
を
離
れ
、
お
そ
ら
く
明
州
内
の
何
れ
か
の
律
寺
に
赴
い
て
戒
学
の
研
鑽
に

努
め
、
や
が
て
戒
壇
で
具
足
戒
を
受
け
て
正
式
な
禅
僧
と
し
て
第
一
歩
を
進
め
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
智
鑑
が
受
具
し
た
律
寺
や

戒
師
の
名
が
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
智
鑑
の
場
合
、
そ
れ
ま
で
往
古
の
六
祖
慧
能
（
盧
行
者
）

や
薬
山
高
沙
弥
の
ご
と
く

）
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単
に
菩
薩
戒
を
受
け
た
だ
け
の
沙
弥
の
身
で
悟
道
や
印
可
証
明
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
に
受
戒
し
て
一
人
前
の
比
丘

と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
智
鑑
は
受
戒
し
た
後
は
再
び
翠
巌
山
に
戻
り
、
嗣
宗
の
も
と
で
更
な
る
研
鑽
に
努
め
て
い
た
も
の

と
見
ら
れ
、
正
式
に
比
丘
の
身
と
な
っ
た
こ
と
で
翠
巌
山
で
は
知
事
・
頭
首
な
ど
何
ら
か
の
職
位
を
任
さ
れ
て
嗣
宗
の
接
化
を
補
佐
し
て
い

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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五
五

註（
1
）　

『
攻
媿
集
』
巻
一
一
〇
「
塔
銘
」
に
載
る
六
人
の
禅
僧
に
関
し
て
は
、

い
ず
れ
も
『
嘉
泰
普
燈
録
』
や
『
五
燈
会
元
』
で
は
簡
略
な
記
事
と

な
っ
て
い
る
か
、
黄
龍
派
の
谷
庵
景
蒙
の
よ
う
に
名
す
ら
載
せ
ら
れ

て
い
な
い
場
合
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
塔
銘
の
存
在
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
各
禅
者
の
詳
し
い
事
跡
が
判
明
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

面
で
も
貴
重
な
も
の
が
あ
ろ
う
。

（
2
）　

雪
蓬
慧
明
と
『
五
燈
会
元
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
雪
蓬
慧
明

の
活
動
と
そ
の
功
績
─
『
五
燈
会
元
』
編
纂
刊
行
の
陰
に
隠
れ
て

─
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
六
八
号
、
平
成
二
二
年

〈
二
〇
一
〇
〉
三
月
）
を
参
照
。

（
3
）　

『
雪
竇
寺
誌
』
巻
六
上
「
塔
銘
」
に
は
「
雪
竇
明
覺
禅
師
塔
銘
」「
覚

印
栄
禅
師
塔
銘
」「
雪
林
彦
禅
師
塔
銘
」「
大
歇
謙
禅
師
塔
銘
」「
野
翁

同
禅
師
塔
銘
」「
無
印
証
禅
師
寿
塔
銘
」「
雪
竇
明
覚
禅
師
霊
骨
塔
」「
石

奇
雲
禅
師
墖
銘
」
と
い
う
八
種
の
塔
銘
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
同
巻

六
中
「
行
状
」
に
は
「
円
通
賢
禅
師
行
状
」
と
「
無
印
証
禅
師
行
状
」

と
い
う
二
種
の
行
状
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ

か
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
関
し
て
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
ば
か

り
か
、
そ
の
存
在
す
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
雪
竇

寺
誌
』
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
、
す
で
に
雪
竇
山
の
山
内
に
は
「
雪
竇

足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
石
碑
が
煙
滅
し
て
所
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

（
4
）　

こ
の
ほ
か
中
華
民
国
二
一
年
（
一
九
三
二
）
に
雪
竇
寺
住
持
で

あ
っ
た
釋
太
虚
唯
心
（
俗
名
は
呂
沛
林
、
号
は
昧
庵
、
一
八
九
〇
─

一
九
四
七
）
が
上
海
佛
学
書
局
か
ら
出
版
し
た
短
編
の
『
雪
竇
小
志
』

の
「
雪
竇
題
詠
」
に
「
足
菴
鑑
禅
師
八
詠
」
と
し
て
「
乳
峯
」「
中
峯

（
著
宗
鏡
録
処
）」「
下
隠
潭
石
筍
」「
千
丈
巌
」「
獅
子
巌
」「
妙
高
臺
」「
玉

龍
洞
」「
含
珠
林
」
と
い
う
八
首
の
詩
偈
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
詩
偈
は
『
雪
竇
寺
誌
』
に
載
る
内
容
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、

こ
と
さ
ら
新
し
い
記
事
で
は
な
い
も
の
の
、
近
代
に
お
い
て
も
智
鑑

の
詠
じ
た
詩
偈
が
雪
竇
寺
内
で
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
点
で
興
味
深
い
。

（
5
）　

『
四
明
山
志
』
九
巻
の
編
成
と
し
て
は
、
冒
頭
に
序
文
が
収
め
ら

れ
、
巻
一
「
名
勝
」・
巻
二
「
伽
藍
」・
巻
三
「
霊
蹟
」・
巻
四
「
九
題

考
」・
巻
五
「
丹
山
図
咏
」・
巻
六
「
石
田
山
房
詩
」・
巻
七
「
詩
括
」・

巻
八
「
文
括
」・
巻
九
「
撮
残
」
と
い
う
配
列
に
な
っ
て
い
る
。

（
6
）　

『
四
明
山
志
』
巻
二
「
伽
藍
」
に
は
、
四
明
山
中
の
禅
寺
や
教
寺

と
し
て
、
仗
錫
延
勝
寺
・
雪
竇
資
聖
寺
・
奉
慈
禅
寺
・
梨
洲
寺
・
大

梅
山
保
福
寺
・
護
聖
寺
・
白
雲
寺
・
宝
慶
寺
・
五
峰
寺
・
永
固
教
寺
・

安
巌
禅
寺
・
上
乗
教
寺
・
彰
聖
寺
・
灌
頂
寺
・
宝
積
講
寺
・
翠
巌
寺
・

資
福
寺
・
鳳
嶴
寺
・
宝
厳
寺
・
鳳
山
院
・
興
教
寺
・
雲
渓
寺
・
開
寿

普
光
禅
寺
・
支
山
寺
・
石
門
寺
・
化
安
講
寺
・
呉
山
正
覚
教
寺
・
明

真
講
寺
・
超
果
教
寺
・
雲
頂
聖
寿
寺
・
慶
善
寺
・
蓮
峰
教
寺
・
明
因

教
寺
・
悟
法
院
・
白
雲
慈
聖
寺
・
棲
禅
教
寺
・
澄
照
教
寺
・
宝
蓋
寺
・

広
福
寺
・
象
田
寺
な
ど
明
州
か
ら
越
州
に
跨
が
る
諸
寺
の
立
地
や
変

遷
を
記
し
、
そ
れ
ら
の
寺
に
住
持
し
た
主
な
禅
僧
や
教
僧
の
事
跡
が

簡
略
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）　

『
大
般
涅
槃
経
』
巻
五
「
如
来
性
品
第
四
之
二
」
に
、
釈
迦
牟
尼

世
尊
と
尊
者
摩
訶
迦
葉
の
遣
り
取
り
と
し
て
、

　

爾
時
迦
葉
菩
薩
白
レ

仏
言
、
世
尊
、
如
二

仏
所
説
一、
諸
仏
世
尊
有
二



足
庵
智
鑑
と
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雪
竇
足
菴
禅
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塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

五
六

秘
密
蔵
一、
是
義
不
レ

然
、
何
以
故
。
諸
仏
世
尊
唯
有
二

密
語
一、
無
レ

有
二

密
蔵
一。
譬
二

如
幻
主
機
関
木
人
一、
人
雖
二

覩
見
屈
伸
俯
仰
一、
莫

レ

知
二

其
内
一

而
使
二

之
然
一。
仏
法
不
レ

爾
。
咸
令
三

衆
生
悉
得
二

知
見
一。

 

云
何
当
レ

言
三

諸
仏
世
尊
有
二

秘
密
蔵
一。
仏
讃
二

迦
葉
一、
善
哉
善

哉
善
男
子
、
如
二

汝
所
一レ

言
。
如
来
実
無
二

秘
密
之
蔵
一。
何
以
故
。

 

如
二

秋
満
月
一、
処
レ

空
顕
露
、
清
浄
無
レ

翳
、
人
皆
覩
見
。
如
来
之
言
、

亦
復
如
レ

是
。
開
発
顕
露
、
清
浄
無
レ

翳
。
愚
人
不
レ

解
、
謂
二

之
秘

蔵
一。
智
者
了
達
、
則
不
レ

名
レ

蔵
。（
大
正
蔵
一
二
・
三
九
〇
ｂ
）

 

と
記
さ
れ
て
お
り
、
如
来
（
諸
仏
世
尊
）
の
教
え
に
秘
密
蔵
の
な
い

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　

小
早
川
浩
大
「『
伝
光
録
』
雪
竇
鑑
禅
師
章
に
お
け
る
説
示
に
つ

い
て
」（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
『
学
術
大
会
紀
要
』
第
一
六
回
、

二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
の
論
考
が
存
す
る
。

（
9
）　

『
正
法
眼
蔵
仏
祖
悟
則
』
に
関
し
て
は
、
横
山
龍
顯
「
翻
刻
龍
門

寺
所
蔵
『
正
法
眼
蔵
仏
祖
悟
則
』」（
駒
沢
大
学
大
学
院
『
仏
教
学
研

究
会
年
報
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
八
年
五
月
）
と
横
山
龍
顯
「『
正

法
眼
蔵
仏
祖
悟
則
』・
古
写
本
『
伝
光
録
』（
乾
坤
院
本
・
龍
門
寺
本
）

対
照
表
」（『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
第
四
九
号
、
二
〇
一
九
年

五
月
）
の
論
考
が
存
す
る
。

（
10
）　

『
伝
法
偈
下
語
』
に
関
し
て
は
、
龍
谷
孝
道
「
南
英
謙
宗
撰
『
伝

法
偈
下
語
』
の
意
義
─
如
浄
・
道
元
に
関
す
る
説
示
を
中
心
と
し
て

─
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
三
巻
第
二
号
、二
〇
一
五
年
三
月
）

の
論
考
が
存
す
る
。

（
11
）　

京
都
東
福
寺
所
蔵
『
仏
祖
宗
派
総
図
』
に
つ
い
て
は
柳
田
聖
山
・

椎
名
宏
雄
共
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
一
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

論
文
と
し
て
は
須
山
長
治
氏
に
「
汝
達
の
『
仏
祖
宗
派
総
図
』
の
構

成
に
つ
い
て
─
資
料
編
─
」（『
駒
沢
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
九
号
、

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
や
「
汝
達
の
『
仏
祖
宗
派
総
図
』
に
つ
い
て
」

（『
宗
学
研
究
』
第
四
六
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
お
よ
び
「『
仏
祖
宗

派
総
図
』
の
分
析
─
総
編
嗣
法
人
数
目
録
の
内
容
─
」（『
駒
沢
短
期

大
学
仏
教
論
集
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
な
ど
一
連
の

考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

足
庵
普
吉
に
つ
い
て
は
『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
一
七
「
臨
江
軍
東

山
吉
禅
師
」
の
章
が
存
し
、

　

臨
江
軍
東
山
吉
禅
師
、
因
李
朝
請
与
二

甥
薌
林
居
士
向
公
子
諲
一

訪

レ

之
。（
中
略
）
後
首
二

衆
於
閩
之
開
元
一。
食
時
停
レ

莇
而
化
。（
卍

続
蔵
一
三
七
・
一
三
〇
ｃ
）

 

と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
足
庵
の
道
号
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
ち
な
み
に
向
子
諲
（
薌
林
居
士
）
は
智
鑑
の
法
祖
叔
に
当
た
る

宏
智
正
覚
の
た
め
に
「
宏
智
禅
師
行
業
記
」
を
撰
述
し
た
在
俗
の
居

士
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
周
文
忠
集
』
巻
八
〇
に
載
る
文
人
の
周
必
大

撰
「
圜
鑑
塔
銘
〈
仏
照
光
禅
師
塔
銘
〉」
で
は
「
後
二
年
、
師
拾
二

光

禪
院
一

受
業
、
為
二

足
庵
普
吉
一、
研
二

究
宗
旨
一、
日
以
精
進
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
普
吉
に
足
庵
の
道
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

足
庵
戒
度
に
つ
い
て
は
『
仏
祖
統
紀
』
巻
二
七
（
巻
二
八
）「
浄

土
立
教
志
〈
往
生
高
僧
伝
〉」
に
「
戒
度
〈
極
楽
戒
度
律
師
〉」
の
章
と
『
浄

土
聖
賢
録
』
巻
四
「
往
生
比
邱
第
三
之
三
」
の
「
戒
度
」
の
章
と
『
新

続
高
僧
伝
四
集
』
巻
二
七
「
元
餘
姚
極
楽
寺
沙
門
戒
度
伝
」
な
ど
に

簡
略
な
伝
記
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
戒
度
の
著
述
に
は
『
阿
弥
陀
経

義
疏
聞
持
記
』
三
巻
と
『
観
無
量
寿
経
扶
新
論
』
一
巻
と
『
観
無
量
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（
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五
七

寿
経
義
疏
正
観
記
』
三
巻
と
『
無
量
寿
仏
讃
註
』
一
巻
な
ど
が
存
す
る
。

と
り
わ
け
『
観
無
量
寿
経
義
疏
正
観
記
』（『
霊
芝
観
経
義
疏
正
観
記
』

と
も
）
に
は
「
四
明
龍
山
足
菴
沙
門
戒
度
述
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

足
翁
徳
麟
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
秀
孝
「
天
童
山
の
無
際
了
派
と

そ
の
門
流
─
道
元
が
入
宋
し
て
最
初
に
参
学
し
た
臨
済
禅
者
─
」（『
駒

澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
三
九
号
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
）
の
「
足

翁
徳
麟
」
の
項
を
参
照
。
徳
麟
の
道
号
と
法
諱
は
、
青
原
下
の
石
頭

希
遷
（
無
際
大
師
、
七
〇
〇
―
七
九
〇
）
ゆ
か
り
の
「
衆
角
雖
レ

多

一
麟
足
」
の
こ
と
ば
に
因
む
も
の
で
あ
る
。

（
15
）　

『
泰
山
志
』
巻
一
八
「
金
石
記
四
〈
元
明
〉」
の
至
元
三
〇
年

（
一
二
九
三
）
九
月
の
箇
所
に
「
霊
巌
足
庵
粛
公
禅
師
道
行
碑
」
と
し

て
足
庵
浄
粛
の
伝
記
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
公
名
浄
粛
、

号
二

足
庵
一。
金
臺
永
平
張
家
里
孫
氏
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

玉
村
竹
二
『
五
山
禅
林
宗
派
図
』
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
中
世
禅

林
で
も
足
庵
の
道
号
を
用
い
た
禅
者
と
し
て
、
聖
一
派
に
東
福
寺
第

九
四
世
の
足
庵
霊
知
（
？
―
一
四
一
九
）が
お
り
、こ
の
場
合
は
「
知
足
」

の
語
に
因
む
。
大
覚
派
に
建
仁
寺
第
三
四
世
の
足
庵
祖
麟
（
一
二
七
九

―
一
三
五
四
）
が
お
り
、
こ
の
場
合
も
「
衆
角
雖
多
一
麟
足
」
の
語

に
因
む
。
一
方
、
大
応
派
に
大
徳
寺
第
三
七
世
の
足
庵
宗
鑑
が
存
し

て
お
り
、
大
応
派
徹
翁
系
の
宗
鑑
の
場
合
は
明
ら
か
に
足
庵
智
鑑
を

意
識
し
て
道
号
と
法
諱
が
名
付
け
ら
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
日
本
の
中

世
曹
洞
禅
者
に
も
明
峰
派
の
照
庵
智
鑑
（
昭
庵
と
も
）が
存
し
て
お
り
、

瑩
山
紹
瑾
―
明
峯
素
哲
―
松
岸
旨
淵
―
照
庵
智
鑑
と
相
承
し
て
い
る
。

（
17
）　

『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
二
六
「
法
雲
円
通
秀
禅
師
」
の
章
に
雲
門
宗

の
法
雲
法
秀
（
円
通
禅
師
、
一
〇
二
七
―
一
〇
九
〇
）
が
長
蘆
寺
に

住
持
し
た
際
に
全
椒
長
老
と
問
答
し
、
秀
鉄
面
と
渾
名
さ
れ
た
因
縁

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。『
古
尊
宿
語
録
』
巻
四
五
に
所
収
さ
れ
る
『
宝

峰
雲
庵
真
浄
禅
師
語
録
』「
偈
頌
下
中
」
に
「
滁
州
全
椒
塔
院
鑒
上

人
邀
宿
二

草
庵
一

」
の
偈
頌
（
卍
続
蔵
一
一
八
・
三
八
二
ｄ
）
が
存
し
、

偈
中
に
「
黒
龍
山
寺
椒
城
外
」
と
あ
り
、
滁
州
全
椒
県
城
外
の
黒
龍

山
全
椒
塔
院
に
居
し
た
鑒
上
人
が
存
し
て
い
る
。
こ
の
人
は
智
鑑
よ

り
半
世
紀
く
ら
い
以
前
の
禅
者
で
あ
ろ
う
。
ま
た
明
代
末
期
の
四
大

釈
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
憨
山
徳
清
（
澄
印
、
一
五
四
六
―
一
六
二
三
）

も
金
陵
（
南
京
市
）
全
椒
の
蔡
氏
と
さ
れ
る
か
ら
、
明
代
に
全
椒
は

南
京
に
属
し
て
い
る
。
現
在
は
安
徽
省
滁
州
市
に
全
椒
県
が
属
し
て

い
る
。

（
18
）　

『
宏
智
禅
師
広
録
』
巻
二
に
載
る
建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）
に
聞

庵
嗣
宗
（
宗
白
頭
、
一
〇
八
五
―
一
一
五
三
）
が
叙
し
た
「
長
蘆
覚

和
尚
頌
古
拈
古
集
序
」
に
は
「
長
蘆
和
尚
、
摭
二

古
徳
機
縁
二
百
則
一、

頌
以
宣
二

其
義
一、
拈
以
振
二

其
綱
一。
揚
二

淮
蹼
両
席
之
光
一、
継
二

雪
竇

百
年
之
踵
一

」（
大
正
蔵
四
八
・
一
八
ｂ
）
と
あ
り
、
真
州
長
蘆
寺
が

存
す
る
江
蘇
の
地
を
淮
と
し
、
泗
州
普
照
寺
が
あ
る
安
徽
の
地
を
蹼

と
称
し
て
い
る
。

（
19
）　

『
済
北
集
』
巻
一
〇
「
行
記
」
の
「
一
山
国
師
行
状
」
に
も
「
師

諱
一
寧
。
号
二

一
山
一。
大
宋
国
台
州
臨
海
県
胡
氏
子
也
。
齠
齓
入
二

村

塾
一、
吾
伊
琅
琅
。
郷
先
生
称
二

其
敏
悟
一

」（
五
山
全
集
一
・
一
五
八
頁
）

と
あ
り
、
南
宋
末
期
に
生
ま
れ
た
臨
済
宗
曹
源
派
の
一
山
一
寧
（
一

山
国
師
、
妙
慈
弘
済
大
師
、
一
二
四
七
─
一
三
一
七
）
の
場
合
も
幼

い
頃
か
ら
琅
々
と
響
く
美
声
で
注
目
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

（
20
）　

『
無
門
関
』
の
末
尾
に
大
慧
派
の
無
量
宗
寿
が
台
州
（
浙
江
省
）



足
庵
智
鑑
と
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足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
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藤
）

五
八

黄
巌
県
の
瑞
巌
浄
土
禅
寺
の
住
持
と
し
て
楊
岐
派
の
無
門
慧
開
（
仏

眼
禅
師
、
一
一
八
三
─
一
二
六
〇
）
を
首
座
に
招
い
て
立
僧
せ
し
め

た
際
に
、
紹
定
三
年
（
一
二
三
〇
）
三
月
に
「
黄
龍
三
関
」
の
公
案

を
拈
提
し
て
、

我
手
何
似
二

仏
手
一。
摸
二

得
枕
頭
背
後
一、
不
レ

覚
大
笑
呵
呵
、
元
来

通
身
是
手
。

我
脚
何
似
二

驢
脚
一。
未
レ

挙
レ

歩
時
踏
著
、
一
二

任
四
海
横
行
一、
倒

跨
二

楊
岐
三
脚
一。

人
人
有
二

箇
生
縁
一。
各
各
透
二

徹
機
先
一、
那
吒
折
レ

骨
還
レ

父
、
五

祖
豈
藉
二

爺
縁
一。

仏
手
驢
脚
生
縁
。
非
レ

仏
非
レ

道
非
レ

禅
、
莫
レ

怪
二

無
門
関
険
一、
結
二

尽
衲
子
深
冤
一。

瑞
巌
近
日
有
二

無
門
一、
掇
二

向
縄
床
一

判
二

古
今
一。
凡
聖
路
頭
倶

截
断
、幾
多
蟠
蟄
起
二

雷
音
一。
請
二

無
門
首
座
一

立
僧
、山
偈
奉
レ

謝
。

紹
定
庚
寅
季
春
、
無
量
宗
寿
書
。（
大
正
蔵
四
八
・
二
九
九
ｂ
）

 

と
い
う
偈
頌
を
残
し
て
お
り
、
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
「
黄
龍
三
関
」

の
語
句
は
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
宗
寿
は
大
慧
宗
杲
─
拙

庵
徳
光
─
秀
巌
師
瑞
─
無
量
宗
寿
と
次
第
相
承
す
る
大
慧
派
の
禅
者

で
あ
り
、
瑞
巌
浄
土
寺
に
住
持
す
る
以
前
、
信
州
（
江
西
省
）
弋

陽
県
南
の
刁
峰
の
亀
峰
禅
寺
（
千
亀
峰
）
の
首
座
寮
で
嘉
定
二
年

（
一
二
〇
九
）
四
月
八
日
の
仏
生
日
に
『
無
量
寿
禅
師
入
衆
日
用
清
規
』

一
巻
を
撰
述
し
た
こ
と
で
名
高
い
。
道
元
も
『
道
元
和
尚
広
録
』（『
永

平
広
録
』
と
も
）
巻
六
「
永
平
禅
寺
語
録
」
の
「
上
堂
」
に
て
、

　

黄
龍
和
尚
曾
有
二

三
関
一。
謂
、我
手
何
似
二

仏
手
一、我
脚
何
似
二

驢
脚
一、

人
人
有
二

生
縁
一。
永
平
欲
二

註
脚
一。
我
手
何
似
二

仏
手
一、
我
手
何

 

似
二

我
手
一、
仏
手
何
似
二

仏
手
一。
我
脚
何
似
二

驢
脚
一、
我
脚
何
似
二

我
脚
一、
驢
脚
何
似
二

驢
脚
一。
人
人
有
二

生
縁
一、
人
人
有
二

人
人
一、
生

縁
有
二

生
縁
一。
為
レ

甚
恁
麽
道
。
大
衆
還
要
レ

委
二

悉
這
箇
道
理
一

麽
。

良
久
云
、
三
千
世
界
収
二

一
印
中
一、
而
字
義
炳
然
。
八
万
法
門
在
二

微
塵
裏
一、
而
科
目
具
足
。（
大
久
保
・
道
元
全
集
下
・
一
〇
六
頁
）

 

と
述
べ
、
黄
龍
慧
南
の
「
黄
龍
三
関
」
の
各
語
句
に
対
し
て
注
脚
を

付
し
て
い
る
。

（
21
）　

『
詩
経
』「
小
雅
」
の
「
蓼
莪
」
に
は
「
無
レ

父
何
怙
、無
レ

母
何
恃
。

又
父
母
通
謂
二

之
怙
一

」
と
あ
り
、
恃
も
怙
も
頼
む
、
当
て
に
す
る
の

意
で
あ
る
。

（
22
）　

「
罔
極
之
恩
」
と
は
限
り
な
き
恩
、
報
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ

ど
の
限
り
の
な
い
恩
の
意
で
あ
り
、
父
母
の
高
恩
あ
る
い
は
広
大
無

辺
な
仏
恩
に
も
譬
え
ら
れ
る
。『
詩
経
』「
小
雅
」
の
「
蓼
莪
」
に
「
父

兮
生
レ

我
、
母
兮
鞠
レ

我
、
拊
レ

我
畜
レ

我
、
長
レ

我
育
レ

我
、
顧
レ

我

 

復
レ

我
、出
入
腹
レ

我
。
欲
レ

報
二

之
徳
一、昊
天
罔
レ

極
」と
あ
る
。
ま
た『
続

開
古
尊
宿
語
要
』
第
五
『
空
叟
印
禅
師
語
』
の
「
仏
照
為
二

父
母
忌
一

請
二

陞
座
一

」
の
上
堂
に
「
回
レ

天
転
レ

地
峭
巍
巍
、
邁
レ

古
騰
レ

今
風
凛

凛
。
千
峯
坐
断
、
万
頃
虚
間
、
罔
極
之
恩
、
一
時
報
畢
。
正
恁
麼
時
、

且
道
、
二
位
尊
霊
、
向
二

什
麼
処
一

」（
卍
続
蔵
一
一
九
・
六
一
ａ
）
と

あ
り
、
晩
年
の
老
境
に
至
っ
た
拙
庵
徳
光
が
亡
き
両
親
の
忌
日
に
供

養
の
た
め
に
法
嗣
の
空
叟
宗
印
に
陞
座
を
請
う
て
お
り
、
宗
印
の
こ

と
ば
に
「
罔
極
之
恩
」
の
語
句
が
見
え
る
。

（
23
）　

『
周
文
忠
集
』
巻
八
〇
の
周
必
大
撰
「
圜
鑑
塔
銘
〈
仏
照
光
禅
師

塔
銘
〉」
で
は
「
初
入
二

小
学
一、
読
レ

書
十
行
倶
下
。
父
母
継
亡
、
依
二

 

伯
父
循
一

以
居
。
一
日
延
レ

僧
追
修
、
師
視
二

仏
書
一、
若
二

素
習
然
一

」



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

五
九

と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
慧
派
の
拙
庵
徳
光
の
場
合
も
若
く
し
て
父
母

を
失
っ
て
い
る
。

（
24
）　

『
続
仏
祖
統
紀
』
巻
上
「
法
師
文
杲
〈
古
鏡
文
杲
法
師
〉」
の
章

に
よ
れ
ば
「
姓
喩
盛
氏
。
其
先
開
封
人
、
生
二

秀
之
華
亭
一。
自
号
二

古

鏡
一。
以
二

母
初
妊
一、
甞
驚
二

寤
大
円
鏡
一

也
。
早
失
二

恃
怙
一、
慶
寧
寺
師

訓
謂
、
出
家
可
二

以
報
一レ

徳
。
師
従
レ

之
」（
卍
続
蔵
一
三
一
・
三
五
七

ａ
）
と
あ
り
、
天
台
宗
の
如
晦
文
杲
（
号
は
古
鏡
、
一
一
六
七
―

一
二
四
二
）
が
早
く
に
両
親
を
失
っ
た
こ
と
を
縁
と
し
て
出
家
し
て

い
る
。
ま
た
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
三
「
福
州
鼓
山
皖
山
止
凝
禅

師
」
の
章
に
は
「
年
十
七
、二
親
倶
喪
、
投
二

黄
州
双
泉
道
瑛
一

剃
落
。

鄂
渚
開
原
受
具
、
即
遊
方
徧
参
」（
卍
続
蔵
一
四
二
・
四
〇
〇
ｃ
）
と

記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
六
「
処
州
白
雲

山
福
林
空
中
以
假
禅
師
」
の
章
に
も
「
宋
咸
淳
生
、
早
失
二

恃
怙
一。

年
十
七
、
入
二

郡
之
岑
峰
一

出
家
、
礼
二

栄
枯
木
一

為
レ

師
」（
卍
続
蔵

一
四
二
・
四
四
八
ｃ
～
ｄ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
楊
岐
派
の
皖
山
正
凝

（
止
凝
）
や
破
庵
派
（
幻
住
派
）
の
空
中
以
假
（
室
中
、
一
二
六
八
―

一
三
三
六
）
ら
の
場
合
も
、
父
母
を
早
く
に
失
っ
た
こ
と
が
出
家
を

志
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
25
）　

北
宋
代
か
ら
南
宋
代
に
か
け
て
の
長
蘆
寺
の
変
遷
と
歴
住
に
関

し
て
は
、
椎
名
宏
雄
「
宋
代
の
真
州
長
蘆
寺
」（
駒
沢
大
学
中
国
佛

教
史
蹟
参
観
団
編
『
中
国
仏
蹟
見
聞
記
』
第
八
集
、
昭
和
六
二
年
八

月
）
に
詳
し
い
。
た
だ
、
椎
名
氏
が
「
長
蘆
寺
の
宋
代
住
者
」
で
指

摘
す
る
ほ
か
に
、
臨
済
宗
黄
龍
派
の
心
聞
曇
賁
や
松
源
派
の
蒺
黎
正

曇
な
ど
も
長
蘆
寺
に
住
持
し
て
お
り
、
と
く
に
曇
賁
の
活
動
は
智
鑑

と
同
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
こ
の
ほ
か
南
宋
後

期
に
楊
岐
派
の
皖
山
正
凝
が
長
蘆
寺
で
嗣
承
未
詳
の
南
山
□
哲
に

参
学
し
て
い
る
。
元
代
で
は
わ
ず
か
に
嗣
承
未
詳
の
雪
庭
正
伝
が

長
蘆
寺
に
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。『
嘉
泰
普
燈

録
』
巻
二
〇
「
覚
阿
上
人
」
の
章
に
「
明
年
秋
、
辞
游
二

金
陵
一。
抵

二

長
蘆
一、
江
岸
聞
二

鼓
声
一

忽
穎
悟
、
始
知
二

仏
海
垂
手
旨
趣
一

」（
卍

続
蔵
一
三
七
・
一
四
四
ｂ
）
と
あ
り
、
平
安
末
期
に
日
本
か
ら
入
宋

し
た
覚
阿
が
金
陵
に
遊
方
す
る
折
に
長
蘆
寺
に
到
っ
て
鼓
声
を
聞
い

て
悟
道
し
、
杭
州
霊
隠
寺
の
瞎
堂
慧
遠
（
仏
海
禅
師
、
一
一
〇
三
―

一
一
七
六
）
の
印
可
を
得
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

（
26
）　

若
山
悠
光
「『
真
州
長
蘆
了
和
尚
劫
外
録
』
定
本
作
成
の
試
み
─

カ
ラ
ホ
ト
本
を
底
本
と
し
、
訓
読
文
を
付
す
─
」（『
駒
澤
大
学
禅
研

究
所
年
報
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
の
考
察
が
存
し
て

い
る
。

（
27
）　

『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
三
「
福
州
中
際
可
遵
禅
師
」
の
章
に
「
上
堂

曰
、
八
万
四
千
深
法
門
、
門
門
有
レ

路
超
二

乾
坤
一。
如
何
箇
箇
踏
不
レ

著
。
只
為
二

蜈
蚣
太
多
脚
一。
不
二

唯
多
脚
亦
多
口
一、
釘
觜
鉄
舌
徒
増
レ

醜
。
拈
レ

椎
竪
レ

払
泥
洗
レ

泥
、
揚
眉
瞬
目
籠
中
雞
。
要
レ

知
二

仏
祖
不
レ

到
処
一、
門
掩
二

落
華
一

春
鳥
啼
」（
卍
続
蔵
一
三
七
・
四
〇
ａ
～
ｂ
）
と

あ
り
、『
癡
絶
和
尚
語
録
』
巻
上
「
慶
元
府
天
童
景
徳
禅
寺
語
録
」
の

「
上
堂
」
に
「
仏
祖
不
レ

到
処
、
時
人
知
レ

有
、
時
人
知
レ

有
処
、
仏
祖

不
レ

知
。
何
故
。
天
高
地
厚
人
難
レ

見
、
暗
剖
二

衷
腸
一

説
二

向
誰
一

」（
卍

続
蔵
一
二
一
・
三
五
七
ａ
）
と
あ
る
。

（
28
）　

大
本
と
は
雲
門
宗
の
慧
林
宗
本
（
円
照
禅
師
）
の
こ
と
で
あ
り
、

小
本
と
は
宗
本
の
法
を
嗣
い
だ
法
雲
善
本
（
大
通
禅
師
）
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
。『
禅
林
僧
宝
伝
』巻
二
九「
大
通
本
禅
師
」の
章
に
は「
移



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
上
）
（
佐
藤
）

六
〇

住
二

銭
塘
浄
慈
一、
継
二

円
照
之
後
一。
食
堂
日
千
餘
口
、
仰
給
二

於
檀
施
一。

而
供
養
荘
厳
之
盛
、
游
者
疑
レ

在
二

諸
天
一。
時
号
二

大
小
本
一

」（
卍
続

蔵
一
三
七
・
二
七
八
ｂ
）
と
あ
り
、『
補
続
高
僧
伝
』
巻
九
「
大
通
本

禅
師
伝
」
に
「
元
豊
七
年
、
遍
遊
居
二

浮
山
一、
太
守
岩
出
世
住
二

婺
州

双
林
一。
移
二

銭
塘
浄
慈
一、
継
二

円
照
後
一、
法
席
冠
二

江
浙
一。
時
号
二

大

小
本
一

云
。
上
聞
二

其
名
一、
有
レ

詔
住
二

上
都
法
雲
寺
一、
賜
二

号
大
通
禅

師
一

」（
卍
続
蔵
一
三
四
・
八
二
ａ
～
ｂ
）
と
あ
る
。
一
方
、
大
秀
と
は

雲
門
宗
の
円
通
法
秀
（
秀
鉄
面
）
の
こ
と
で
あ
り
、
小
秀
と
は
臨
済

宗
黄
龍
派
の
潙
山
懐
秀
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
と
も
に
雲
門
宗
の

天
衣
義
懐
の
門
人
で
あ
っ
た
が
、
懐
秀
は
後
に
黄
龍
慧
南
の
法
を
嗣

い
で
臨
済
宗
黄
龍
派
に
転
じ
て
い
る
。『
羅
湖
野
録
』
巻
上
「
潙
山
小

秀
禅
師
」
の
項
に
「
潙
山
小
秀
禅
師
、
与
二

法
雲
大
秀
禅
師
一、
久
依
二

天
衣
懐
公
一、
号
為
二

飽
参
一。
倶
有
二

時
名
一、
故
叢
林
以
二

大
小
一

呼
レ

之
」

（
卍
続
蔵
一
四
二
・
四
八
五
ｂ
）
と
あ
り
、『
補
続
高
僧
伝
』
巻
八
「
法
秀
」

の
章
に
「
小
秀
附
」
と
し
て
「
懐
秀
者
、
与
レ

師
同
依
二

懐
公
一

最
久
、

倶
称
二

飽
参
一

有
二

時
名
一。
故
叢
林
称
為
二

小
秀
一。
葢
以
レ

師
為
二

大
秀
一

也
。
小
秀
聞
二

南
禅
師
三
関
語
一、
欲
二

往
見
一レ

之
。
師
曰
、
吾
不
レ

疑
矣
、

小
秀
乃
独
行
」（
卍
続
蔵
一
三
四
・
八
〇
ｃ
）
と
あ
る
。

（
29
）　

真
歇
清
了
が
普
陀
山
を
去
っ
た
後
は
、
雲
門
宗
の
継
以
了
然
と

い
う
禅
者
が
住
持
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
普
陀
列
祖
録
』

「
宋
」
に
は
「
真
歇
清
了
禅
師
」
と
「
自
得
慧
暉
禅
師
」
の
伝
記
を
載

せ
た
後
に
「
継
以
了
然
禅
師
、
径
山
悟
嗣
」
と
あ
り
、『
普
陀
洛
迦
新

志
』
巻
六
「
普
済
・
法
雨
二
寺
住
持
表
」
に
も
「
真
歇
清
了
」「
自
得

慧
暉
」
に
つ
づ
い
て
「
継
以
了
然
、
径
山
悟
嗣
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
補
陀
洛
迦
山
伝
』「
興
建
沿
革
品
第
四
」
で
は
「
真

歇
了
禅
師
、
道
風
振
起
、
改
レ

講
為
レ

禅
。
継
以
然
・
自
得
暉
、
辦
至

瀾
而
恢
二

大
基
業
一

」（
卍
続
蔵
一
五
〇
・
二
五
八
ａ
）
と
記
さ
れ
て
お

り
、
慧
暉
よ
り
先
に
了
然
が
住
持
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
継
以

了
然
に
つ
い
て
は
事
跡
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
杭
州
径
山
や
開
封

（
河
南
省
）
の
大
相
国
寺
慧
林
禅
院
に
住
持
し
た
雲
門
宗
の
祖
印
常
悟

の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
り
、
系
統
と
し
て
は
雪
竇
重
顕
―
天
衣
義

懐
―
円
照
宗
本
―
大
通
善
本
―
祖
印
常
悟
―
継
以
了
然
と
相
承
し
て

い
る
。
わ
ず
か
に
『
続
伝
燈
録
』
巻
二
四
に
「
径
山
悟
禅
師
法
嗣
二

人
」
と
し
て
「
慧
照
和
尚
・
宝
陀
了
然
和
尚
〈
二
人
倶
無
レ

録
〉」（
大

正
蔵
五
一
・
六
二
九
ａ
～
ｂ
）
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
状
況
的
に
は
清
了

の
後
席
を
継
い
で
了
然
が
普
陀
山
に
住
持
し
、
さ
ら
に
了
然
の
後
席

を
継
い
だ
の
が
自
得
慧
暉
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

（
30
）　

紹
興
七
年
（
一
一
三
七
）
に
清
了
の
法
姪
に
当
た
る
宏
智
下
の

自
得
慧
暉
（
慧
輝
と
も
、
一
〇
九
七
―
一
一
八
三
）
が
待
制
の
仇
悆

（
字
は
泰
然
、
？
―
一
一
四
六
）
の
請
で
法
伯
清
了
の
後
席
を
継
ぐ
か

た
ち
で
普
陀
山
に
開
堂
出
世
し
て
い
る
。『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
一
三
「
臨

安
府
浄
慈
自
得
慧
暉
禅
師
」
の
章
に
「
紹
興
丁
巳
、
待
制
仇
公
悆
請

開
二

法
補
陀
一

」（
卍
続
蔵
一
三
七
・
一
〇
一
ｄ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

『
五
燈
会
元
』巻
一
四「
杭
州
浄
慈
自
得
慧
暉
禅
師
」の
章
で
は
単
に「
紹

興
丁
巳
、
開
二

法
補
陀
一

」（
卍
続
蔵
一
三
八
・
二
七
四
ｃ
）
と
し
て
仇

悆
の
名
が
略
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）　

上
乗
戒
に
つ
い
て
は
、
北
宋
末
の
湛
然
元
照
（
大
智
律
師
、
霊

芝
尊
者
、
一
〇
四
八
─
一
一
一
六
）
の
『
芝
園
集
』
巻
下
「
秀
州
呂

氏
霊
骨
賛
」
に
「
吾
仏
初
成
二

正
覚
一、
即
結
二

上
乗
戒
一。
首
曰
二

孝
順

至
道
之
法
一、
次
命
二

其
徒
一

曰
、
我
初
出
家
、
与
二

父
母
一

誓
、
若
得
二



足
庵
智
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と
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雪
竇
足
菴
禅
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塔
銘
』
（
上
）
（
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藤
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六
一

仏
道
一、
当
二

先
度
一レ

之
」（
卍
続
蔵
一
〇
五
・
二
九
六
ａ
）
と
あ
る
。

（
32
）　

清
了
に
は
『
真
歇
了
禅
師
一
掌
録
』
が
存
し
た
と
さ
れ
、
宰
相

の
李
綱
（
字
は
伯
紀
、
一
〇
八
三
―
一
一
四
〇
）
の
『
梁
谿
全
集
』

巻
一
三
七
に
は
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
二
月
に
李
綱
が
著
し
た
「
雪

峰
真
歇
了
禅
師
一
掌
録
序
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
真
歇
了
禅
師
一

掌
録
』
の
一
部
が
『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
に
『
真
歇
了
禅
師
語
』

（
卍
続
蔵
一
一
八
・
四
五
四
ｄ
～
四
五
五
ｄ
）
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
中
で
清
了
は
自
身
を
「
雪
峰
」
と
呼
称
し
て
い
る
。

（
33
）　

超
徹
と
は
超
悟
に
同
じ
く
超
か
に
徹
す
る
、
真
に
悟
道
に
徹
し

て
い
る
、あ
る
い
は
悟
り
を
も
超
え
て
い
る
と
い
っ
た
意
で
あ
る
。『
僧

宝
正
続
伝
』
巻
三
「
禾
山
方
禅
師
」
の
章
に
「
師
皃
清
悴
、而
悟
門
超
徹
、

践
履
高
妙
」（
卍
続
蔵
一
三
七
・
二
九
五
ｄ
）
と
あ
る
。

（
34
）　

石
井
修
道
「
大
慧
宗
杲
と
そ
の
弟
子
た
ち
（
六
）
―
真
歇
清
了

と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
三
巻
第

一
号
、
昭
和
四
九
年
一
二
月
）
と
同
「
大
慧
宗
杲
と
そ
の
弟
子
た
ち

（
八
）
―
真
歇
清
了
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
承
前
）
―
」（『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
第
二
五
巻
第
一
号
、
昭
和
五
一
年
一
二
月
）
を
参
照
。

（
35
）　

大
梅
法
常
に
つ
い
て
は
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
七
「
明
州
大
梅
山

法
常
禅
師
」
の
章
（
大
正
蔵
五
一
・
二
五
四
ｃ
～
二
五
五
ａ
）
に
詳
し
い
。

『
五
燈
会
元
』
巻
三
「
明
州
大
梅
山
法
常
禅
師
」
の
章
に
法
常
が
詠
じ

た
偈
頌
に
「
一
池
荷
葉
衣
無
レ

尽
、
数
樹
松
花
食
有
レ

餘
、
剛
被
三

世

人
知
二

住
処
一、
又
移
二

茅
舎
一

入
二

深
居
一

」（
卍
続
蔵
一
三
八
・
四
九
ｂ
）

と
あ
る
。
道
元
も
『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
上
」
の
巻
に
大
梅
法
常
の
事

跡
を
挙
げ
て
「
ち
な
み
に
大
梅
山
の
絶
頂
に
の
ぼ
り
て
、
人
倫
に
不

群
な
り
、
草
庵
に
独
居
す
。
松
実
を
食
し
荷
葉
を
衣
と
す
」（
道
元
全

集
上
・
一
二
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
36
）　

『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
三
〇
に
付
さ
れ
る
「
補
禅
林
僧
宝
伝
」
の
「
雲

巌
新
禅
師
」
の
章
に
も
、

　

已
而
遷
二

翠
巌
一。
翠
巌
旧
有
二

淫
祠
一、
郷
人
禳
塙
酒
胾
汪
濊
無
二

虚

日
一。
新
誡
二

知
事
一

毀
レ

之
。
知
事
辞
以
不
二

敢
掇
一レ

禍
。
新
怒
曰
、

使
二

能
作
一レ

禍
、
吾
自
当
レ

之
。
乃
躬
自
毀
折
。
俄
有
二

巨
蟒
一

盤
二

卧
内
一、引
レ

首
作
二

呑
噬
之
状
一。
新
叱
レ

之
而
遯
。
新
安
寝
無
レ

他
。（
卍

続
蔵
一
三
七
・
二
八
三
ｄ
～
二
八
四
ａ
）

 

と
あ
り
、
黄
龍
派
の
死
心
悟
新
（
一
〇
四
三
―
一
一
一
四
）
に
も
巨

蟒
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
37
）　

堤
邦
彦
『
近
世
説
話
と
禅
僧
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
二
月
）

に
は
、
日
本
の
中
世
後
期
に
曹
洞
禅
僧
が
な
し
た
神
人
化
度
や
悪
霊

鎮
圧
の
説
話
が
多
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
巨
石
の
飛
来
と
い
え
ば
、

中
国
で
は
杭
州
霊
隠
寺
の
飛
来
峰
の
因
縁
譚
が
あ
り
、
日
本
で
は
曹

洞
宗
峨
山
派
の
源
翁
心
昭
（
玄
翁
玄
妙
、
一
三
二
九
─
一
四
〇
〇
）

に
見
る
殺
生
石
の
飛
来
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
。

（
38
）　

智
鑑
が
思
惟
し
た
「
威
音
王
已
前
無
レ

師
自
證
、
威
音
王
已
後

無
レ

師
自
證
者
、
皆
天
魔
外
道
」
の
語
句
は
、『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』

巻
一
〇
「
小
参
三
」
に
「
所
以
道
、
威
音
王
已
前
無
レ

師
自
悟
則
得
。

何
故
。
許
三

他
有
二

超
師
之
作
一。
威
音
王
已
後
須
是
因
レ

師
打
発
。
何
故
。

恐
落
二

天
魔
外
道
一

去
。
所
以
道
、
有
時
一
句
、
可
下

与
二

祖
仏
一

為
上
レ

師
。
有
時
一
句
、堪
下

与
二

人
天
一

為
上
レ

師
」（
大
正
蔵
四
七
・
七
五
七
ｃ
）

と
あ
る
の
を
受
け
る
か
。

（
39
）　

大
休
宗
珏
や
延
寿
□
然
お
よ
び
元
衡
法
平
の
ほ
か
に
象
山
県
の

瑞
雲
山
延
寿
院
に
住
持
し
た
禅
者
と
し
て
、『
雲
外
和
尚
語
録
』「
偈
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六
二

頌
」
に
「
寄
二

象
山
延
寿
無
象
和
尚
一

」
と
題
し
て
「
瑞
雲
山
裏
善

知
識
、
道
在
二

東
南
海
上
一

行
、
檑
鼓
転
航
容
易
事
、
秋
風
八
月
大

潮
生
」（
卍
続
蔵
一
二
四
・
五
〇
五
ｃ
）
と
い
う
偈
頌
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
元
代
初
期
に
曹
洞
宗
宏
智
派
の
雲
外
雲
岫
（
方
巌
、
妙
悟
禅

師
、
一
二
四
二
─
一
三
二
四
）
が
明
州
象
山
県
の
智
門
寺
の
住
持
で

あ
っ
た
頃
、
同
じ
象
山
県
の
延
寿
院
に
住
持
し
て
い
た
無
象
和
尚
と

は
松
源
派
の
渓
西
広
沢
の
法
を
嗣
い
だ
無
象
□
易
（
一
二
五
六
─

一
三
五
四
）
で
は
な
い
か
と
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、『
増
集
続
伝
燈
録
』

巻
五
「
易
首
座
」
の
章
に
よ
れ
ば
、
無
象
易
は
禅
寺
に
出
世
せ
ず
に

首
座
位
で
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
禅
者
が
延
寿
院

に
住
持
し
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。『
山
菴
雑
録
』
巻
上
「
易
首
座
」

の
項
に
よ
れ
ば
、
無
象
易
は
至
正
一
四
年
（
一
三
五
四
）
二
月
二
四

日
に
実
に
九
九
歳
と
い
う
高
齢
で
示
寂
し
て
い
る
。

（
40
）　

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
五
「
筠
州
洞
山
良
价
禅
師
」
の
章
で
は
「
師

問
二

太
長
老
一

曰
、
有
二

一
物
一

上
拄
レ

天
下
拄
レ

地
黒
如
レ

漆
、
常
在
二

動
用
中
一、
過
在
二

什
麼
処
一。
太
曰
、
過
在
二

動
用
一。
師
乃
咄
云
、
出
去
」

（
大
正
蔵
五
一
・
三
二
二
ａ
～
ｂ
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
41
）　

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
五
「
第
三
十
三
祖
慧
能
大
師
」
の
章
に
「
風

幡
問
答
」
に
つ
づ
い
て
「
印
宗
竊
聆
二

此
語
一、
竦
然
異
レ

之
。（
中
略
）

於
レ

是
印
宗
執
二

弟
子
之
礼
一、
請
レ

受
二

禅
要
一。
乃
告
二

四
衆
一

曰
、
印

宗
具
足
凡
夫
、
今
遇
二

肉
身
菩
薩
一。
即
指
二

坐
下
盧
居
士
一

云
、
即
此

是
也
」（
大
正
蔵
五
一
・
二
三
五
ｃ
）
と
あ
り
、
肉
身
菩
薩
と
い
え
ば

六
祖
慧
能
（
盧
居
士
）
が
名
高
い
。

（
42
）　

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
七
「
洛
京
白
馬
遁
儒
禅
師
」
の
章
に
「
問
、

如
何
是
学
人
本
分
事
。
師
曰
、
昨
夜
三
更
日
正
午
。
問
、
如
何
是
法

身
向
上
事
。
師
曰
、井
底
蝦
蟇
呑
二

却
月
一

」（
大
正
蔵
五
一
・
三
三
八
ｃ
）

と
あ
る
。『
宏
智
禅
師
広
録
』
巻
九
の
末
尾
に
所
収
さ
れ
る
「
宏
智
禅

師
行
業
記
」
に
も
、

　

丹
霞
淳
禅
師
、
道
価
方
盛
。
師
乃
造
レ

焉
。
霞
問
、
如
何
是
空
劫

已
前
自
己
。
師
曰
、
井
底
蝦
褓
呑
二

却
月
一、
三
更
不
レ

借
二

夜
明
簾
一。

 

霞
曰
、
未
在
更
道
。
師
擬
議
。
霞
打
一
払
子
云
、
又
道
不
レ

借
。

師
忽
悟
作
レ

礼
。（
大
正
蔵
四
八
・
一
一
九
ｃ
～
一
二
〇
ａ
）

 

と
記
さ
れ
て
お
り
、
宏
智
正
覚
が
本
師
の
丹
霞
子
淳
（
徳
淳
、

一
〇
六
四
─
一
一
一
七
）
と
交
わ
し
た
問
答
で
答
え
た
こ
と
ば
と
し

て
知
ら
れ
る
。

（
43
）　

唇
吻
に
渉
る
。
唇
吻
は
く
ち
び
る
。
言
句
に
堕
す
る
、
言
句
を

弄
す
る
。『
聯
燈
会
要
』
巻
一
三
「
潤
州
金
山
達
観
曇
穎
禅
師
」
の
章

に
「
纔
渉
二

唇
吻
一、
便
落
二

意
思
一、
尽
是
死
門
、
終
非
二

活
路
一

」
と

か
「
纔
渉
二

唇
吻
一、
便
落
二

意
思
一、
尽
是
死
門
、
倶
非
二

活
路
一

」（
卍

続
蔵
一
三
六
・
三
二
一
ｄ
）
と
い
っ
た
文
言
が
存
す
る
。

（
44
）　

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
八
「
明
州
翠
巌
永
明
大
師
令
参
」
の
章
に

「
師
上
堂
曰
、
今
夏
与
二

諸
兄
弟
一

語
論
、
看
二

翠
巌
眉
毛
一、
還
在
麼
」（
大

正
蔵
五
一
・
三
五
二
ｃ
）
と
あ
る
。
こ
の
「
翠
巌
眉
毛
」
の
古
則
公
案

は
『
碧
巌
録
』
第
八
則
や
『
従
容
録
』
第
七
一
則
に
よ
っ
て
広
く
知

ら
れ
る
。

（
45
）　

詳
し
く
は
佐
藤
秀
孝
「
雪
竇
山
の
聞
庵
嗣
宗
に
つ
い
て
」（『
曹

洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
一
五
号
、
昭
和
五
八
年
八
月
）

を
参
照
。

（
46
）　

丙
丁
童
子
は
火
の
神
の
こ
と
。
丙
と
丁
は
陰
陽
五
行
説
で
火
に

当
た
る
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
五
「
金
陵
報
恩
院
玄
則
禅
師
」
の
章
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）
（
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藤
）

六
三

に
「
初
問
二

青
峯
一、
如
何
是
仏
。
青
峯
曰
、
丙
丁
童
子
来
求
レ

火
。
師

得
二

此
語
一、
蔵
二

之
於
心
一。
及
レ

謁
二

浄
慧
一、
詰
二

其
悟
旨
一。
師
対
曰
、

丙
丁
是
火
而
更
求
レ

火
、
亦
似
二

玄
則
将
レ

仏
問
一レ

仏
。
浄
慧
曰
、
幾
放

過
元
来
錯
会
。
師
雖
レ

蒙
二

開
発
一、
頗
懐
二

猶
豫
一。
復
退
レ

思
、
既
殆

莫
レ

暁
二

玄
理
一。
乃
投
レ

誠
請
益
。
浄
慧
曰
、
汝
問
、
我
与
レ

汝
道
。
師

乃
問
、如
何
是
仏
。
浄
慧
曰
、丙
丁
童
子
来
求
レ

火
。
師
豁
然
知
レ

帰
」（
大

正
蔵
五
一
・
四
一
三
ｂ
）
と
い
う
、
報
恩
玄
則
が
青
原
下
の
青
峯
伝
楚

や
本
師
と
な
っ
た
法
眼
文
益
（
浄
慧
禅
師
、
八
八
五
―
九
五
八
）
と

交
わ
し
た
問
答
商
量
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
機
縁
は
「
玄
則
丙

丁
童
子
」
の
公
案
ま
た
は
「
丙
丁
童
子
来
求
火
」
の
古
則
と
称
さ
れ
る
。

（
47
）　

薬
山
高
沙
弥
に
関
し
て
は
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
四
「
高
沙
弥

〈
薬
山
住
庵
〉」
の
章
（
大
正
蔵
五
一
・
三
一
五
ｃ
）
に
青
原
下
の
薬
山

惟
𠑊
（
弘
道
大
師
、
七
四
五
―
八
二
八
）
と
の
機
縁
を
載
せ
る
。
惟

𠑊
と
の
問
答
を
通
し
て
具
足
戒
を
受
け
る
こ
と
を
取
り
止
め
、
沙
弥

の
ま
ま
薬
山
の
近
く
に
草
庵
を
結
び
生
涯
を
終
え
た
と
さ
れ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉 

足
庵
智
鑑
、「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」、
曹
洞
宗
真
歇
派
、
真
歇
清
了
、
大
休
宗
珏
、
長
蘆
寺
、
普
陀
山
、
聞
庵
嗣
宗
、

 

鄭
行
山
菩
薩
、
黙
照
と
看
話


